


近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

-
湖
東
農
村
商
人
の
相
場
帳
の
紹
介
(
一
)
-

鶴

岡

実

技

子

幕
藩
体
制
社
会
の
桂
道
的
解
明
が
'
戦
後
の
日
本
近
世
史
研
究
の
共
通
の
関
心
恥
と
し
て
'
各
分
野
の
視
角
か
ら
相
力
的
に
取
組
ま
れ

て
き
た
こ
と
は
'
こ
と
改
め
て
断
る
ま
で
も
な
い
が
､
そ
の
進
展
に
大
き
な
障
碍
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
'
同
時
代
の
統
計
的
資

料
が
極
め
て
乏
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
特
に
'
金
銀
銭
三
貨
が
地
方
的
偏
差
を
持
ち
つ
つ
通
用
し
た
投
姥
な
増
幣
機
船
の
も
と
で
形

成
さ
れ
た
各
地
の
連
続
的
な
物
価
資
料
の
欠
如
は
'
商
品
流
通
史
の
分
野
に
止
ま
ら
ず
'
各
分
野
の
障
壁
と
な
っ
て
お
り
､
近
時
の
物
価

史
研
究
の
拾
頭
は
'
そ
の
部
門
の
緊
要
性
を
痛
感
さ
れ
る
発
露
に
は
か
な
ら
な
い
L
t
資
料
欠
如
に
対
す
る
警
告
の
役
割

を
果

し
て
い

る
｡小

稿
で
は
'
当
館
所
蔵
の
近
江
国
湖
東
地
方
の
一
袋
村
'
蒲
生
郡
銃
村
の
米
商
人
玉
尾
家

(屋
号
は
米
臣
)
文
雷
中
に
発
見
さ
れ
た

｢
万
相
場
日
記
｣
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
地
域
的
に
も
時
間
的
に
も
限
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
'
全
国
的
な
物
価
資
料
整
備

の
間
隙
を
埋
め
る
一
系
材
に
供
し
た
い
と
思
う
｡

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

一

江
州
鏡
村
玉
尾
家
と

｢
万
相
場
日
記
｣

二
〇
八

近
江
八
幡
町
の
西
南
'
野
洲
郡
境
に
接
し
て
位
置
す
る
蒲
生
郡
鏡
村

(現
在
'
蒲
生
郡
竜
王
町
大
字
鏡
)
は
中
仙
道
に
沿
っ
た
街
道
村

で
'
武
佐

･
守
山
両
宿
の
中
間
に
あ
っ
て
'
往
古
は
鏡
宿
と
も
俗
称
さ
れ
､
宿
駅
の
指
定
は
-
け
て
い
な
い
が
'
公
用
人
馬
の
小
休
止
所

と
し
て
本
陣

･
脇
本
陣
も
設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
｡
蒲
生

･
野
洲
両
郡
内
で
一
万
五
'
七
〇
〇
石
余

(他
に
飛
地
と
し
て
河
内
国
交
野

郡
星
田
村
の
内
に
一
'
三
〇
〇
石
あ
り
)
を
領
知
す
る
仁
正
寺
音

(文
久
三
年
西
大
路
藩
と
改
称
)
市
橋
氏
の
所
領
に
属
し
'
杵
高
九
五

第 1表 元禄5年玉尾家保有耕地

｢名等幌｣による 二石四斗八合(慶長六年検地､以後再検地の形跡なし)'耕地面積は六七町

六反七畝歩余'うち田方が六五町二反六畝歩余と総耕地の九六･四%を占める

水田村落である｡律令制以前からの古墳･古跡や'小字名に条里の呼称を伝える同地の開村

は'可成り古くまで遡り得るとされているが､玉尾家が何時頃から同地に居住したかは詳かではない｡江戸期の同家の保有地規模の判明する最古の年次は元禄五年(1六九二)で'一畝六歩の星敷地と､1町三反歩余の耕地で計l六石七八二五の高持首姓である｡そのうち､第一費にみられtる通り｢元誰某分｣と記された他家名詩地が半分を占め'慶長検地の名詩をそのまま伝えるものか否かは判らないながらも'元禄以前の同家の土地集積状態を示している｡同家の集積の経過については一切不明であるが'その後の村内での持高の規模は'享保八年(一七二三)二九石八斗九升111合余(諸引高分を差引Yと正味高二七石四斗六升七合)'文化〓1年(1八一五)には正味高三四石九斗八升四合と増加し'村内では最高の四五石余に次いで第二位の高持となっている｡村庄屋就任は文化〓年以後のことで'断片的な村方史料しか伝わらな

い



内
で
の
位
置
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
｡
屋
号
を
米
星
と
称
し
米
商
に
携
わ
り
始
め
た
年
代
も
未
詳
で
あ
る
が
'
同
地
に
お
け
る
観
主

の
年
貢
徴
取
の
形
態
は
､
畑
地
を
含
め
て
形
式
的
に
は
皆
米
納
方
式
で
あ
る
が
､
現
実
に
は
月
並
金
と
称
す
る
先
納
金
の
徴
収
が
街
内
の

有
力
農
民
の
負
担
に
於
て
行
な
わ
れ
'
収
納
期
に
差
継
直
段
と
称
す
る
領
主
の
御
定
直
段
に
よ
っ
て
'
定
式
の
利
息
分
を
加
え
た
額
を
返

済
す
る
形
で
先
約
分
が
年
貢
納
入
額
か
ら
控
除
さ
れ
'
娩
余
の
年
貢
米
に
っ
い
て
は
既
金
納
や
村
払
い
若
く
は
八
幡
町
等
に
於
て
入
札
払

い
に
附
さ
れ
'
郷
蔵
か
ら
直
接
領
主

･
落
札
人
の
指
定
す
る
場
所

(主
上
も
て
大
津
)
へ
廻
送
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
､
在
村
の

穀
星
の
果
す
役
割
は
可
成
り
大
き
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
｡

こ
の
よ
う
な
地
方
市
場
に
お
け
る
在
地
米
商
人
の
果
し
た
機
能
に
つ
い
て
は
､
未
だ
倹
討
を
経
て
い
な
い
の
で
後
考
に
譲
る
こ
と
と
し

宝暦5-明和3

明和4-安永10(天明元)

天明2-寛政11

冥政12-享和4 (文化元)

文化2-同6

文化7-同12

文化13-文政4i+

文政5｢同10

天保11-弘化2

弘化3-同4

宗永3-伺4

宗永7-安政2

安政3-同6

万相場日記

諸色相場留

万相場日記

万相場日記

万相場日記

(衰耗欠)

万相場巳記

万相場El記

万相場日記

万相場日記

万相場日記

万相場日記

万相場日記

ヰ 文政元年11月より大広相場が別帳となる

て
'
米
商
人
玉
尾
家
に
残
さ
れ
た
相
場
帳
の
概
要
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
て

お
き
た
い
｡

上
述
の
よ
う
に
玉
尾
家
が
米
星
の
屋
号
を
称
し
始
め
た
時
期
は
許
か
で
な
い
が
'

現
存
す
る

｢
万
相
場
日
記
｣
と
題
す
る
帳
面
は
全

一
三
冊

(他
に
文
政
元
年
-
安
政

三
年
の
｢
大
坂
相
場
帳
｣
三
七
冊
)
で
'
そ
の
年
次
の
編
成
は
上
掲
の
通
り
で
あ
る
｡

み
ら
れ
る
通
り
'
文
政

一
一
年
か
ら
天
保

1
0
年
ま
で
の
l
二
年
間
'
霜
永
元

･

二
･
五
･
六
年
の
四
年
分
を
欠
き
'
弘
化
二
年
の
後
半
部
分
は
鼠
害
の
た
め
判
読
不

能
で
あ
る
が
'
各
地
の
相
場
の
報
知
を
受
け
た
同
家
で
約

一
世
紀
に
亘
っ
て
書
き
継

が
れ
た
該
相
場
帳
の
記
載
内
容
は
時
代
に
よ
.っ
て
変
化
し
'
相
場
報
知
の
鞄
域
一

品

目
･
銘
柄
等
も
必
ず
し
も

一
貫
し
て
い
な
い
｡
或
る
時
期
に
は
一
地
方
の
相
場
が
集

中
的
に
頻
出
す
る
か
と
思
え
は
'
後
に
は
は
っ
た
り
跡
絶
え
て
し
ま
っ
た
り
'

1
品
目
に
つ
い
て
数
種
類
の
銘
柄
の
報
知
の
あ
っ
た
地
方

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

地 名 記 録 年 次 ･ 品 _

目敦 賀 宝暦5-文政5 栄 .大

豆.魚肥野州茂木町 宝暦5-天明

4 穀類.銭江 戸 宝暦7年以降

穀類 .塩 .油.銭江州江頭 宝

暦6年以睦 ~穀類.魚肥大 坂 宝暦9-文化5 魚肥.建

物米正.帳合油.相類 .堤 .金銭宇 都 宮 天明7-弘化4 穀類.垂菜.

くりわた其他各地書 化政期以降∴ 栄

* 金沢･下関･努川津･須安川･兵庫･庄内酒
田等

二

1
0
L

が
'
時
期
に
よ
っ
て
一
銘
柄
だ
け
の
報
知
に
簡
略
化
す
る
な
ど
'
ま
た
発
信
人
名
の
記
載
の
有
無

も

一
定
し
な
い
｡
こ
の
よ
う
な
変
化
が
玉
尾
家
の
経
営
に
如
何
な
る
か
か
わ
り
を
持
っ
た
か
は
興

味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
'
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
す
る
｡
臥
し
て
云
え
は
同
家
の
米
取
引
に
と

っ
七
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
大
津
相
場
及
び
同
相
場
を
規
制
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
か
っ
た
と

こ
ろ
の
大
坂
相
場

(文
政
元
年
以
後
'
大
坂
相
場
だ
け
独
立
し
て
別
帳
と
な
る
)
を
中
心
と
L
t

他
は
時
期

･
品
目
等
に
精
粗
が
著
し
い
が
'
比
較
的
連
年
に
亘
っ
て
相
場
報
知
の

記
載
の
あ
る
地

名
を
拾
っ
て
み
る
と
上
掲
の
通
り
で
あ
る
｡

米
と
共
に
干
鰭
商
を
併
わ
せ
営
ん
だ
同
家
が
'
敦
賀

･
江
頭
や
1
時
的
で
は
あ
る
が
大
坂
の
干

鰯
商
か
ら
相
場
の
報
知
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
肯
け
る
が
'
下
野
国
茂
木
町
や
宇
都
宮
な
ど
の
報

知
を
受
け
て
い
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
｡
た
だ
全
国
市
場
の
形
成
が
諸
国
相
場
見
競
べ
の
風

潮
を
可
成
り
鋭
敏
に
一
地
方
の
在
村
商
人
の
許
へ
ま
で
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
は
窺
え
る
｡

こ
れ
ら
各
地
の
相
場
報
知
に
は
発
信
人
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
が
'
乗

に
関

し
て
は
玉
尾
家
へ
の
直
接
的
情
報
源
の
大
串
は
'
大
津
の
米
問
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

享
保

1
五
年

(
1
七
三
〇
)
大
坂
堂
島
に
於
け
る
帳
合
米
取
引
の
公
認
に
引
続
き
'
幕
府
は
元
文
元
年

(
一
七
三
六
)
大
津
L･
京
都
に

放
て
も
延
米
相
場
の
立
会
を
許
可
し
て
い
る
｡
そ
の
後
下
関

･
伊
勢
津
な
ど
各
地
で
行
わ
れ
た
延
米
売
買
の
公
認
年
次
は
詳

か
で
な

い

(1
)

が
'
堂
島
の
商
慣
習
を
記
し
た

｢
稲
の
穂
｣
に
次
の

よ
う
な
説
明
が
あ
る
｡

懸
合
浜
又
懸
合
場
共
言

大
坂
の
米
直



状
昆

(･
め

カ

)

(
桁

カ

)

国
々

米
商
内
し
て
居
る
懸
合
浜
始

の

米

怒
り
の
向
え
'
日
々
正
米
帳
合
米
之
直
段
井
蔵
々

売
も
の
出
米
高

は

'

其
余
浜
方
之
気
配
は

元
方
､
他
所
他
国
舟
申
来
る
夏
を
聞
合
し
て
申
追
ス
'
惣
而
米
商
内

一
切
の
事
を
昏
認
メ
て
書
状
し
て
渡
世
す
る
に
よ
り
状
屋
と
言
｡

鷹
合
浜
と
し
て
の
大
津
へ
'
堂
島
浜
の
商
況
を
報
知
す
る
こ
と
を
職
業
と
す
る

｢
状
屋
｣
が
何
時
頃
か
ら
存
在
し
た
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
'
玉
尾
家
文
書
中
に
は
､

｢
状
屋
｣
と
目
さ
れ
る
長
崎
昆
与
八
か
ら
大
枠
の
米
問
屋
木
屋
久
兵
衛
へ
宛
て
た
商
況
報
知
状
が
相
当

塁
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
'
大
坂
以
外
の
各
地
米
相
場
の
報
知
も
'
お
そ
ら
く
大
枠
の
米
問
屋
を
経
由
し
て
近
江
湖
東
位
相
の
米
商
人
に
班

さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
諸
国
相
場
情
報
化
の
趨
勢
は
t

｢
万
相
場
日
記
｣
の
記
事
に
も
反
映
し
て
い
る
｡
各
地
相
場
雷
の
前
後
に
書
込
ま
れ
た
米

相
場
に
直
接

･
間
接
的
に
影
響
す
る
幕
府
法
令
の
写
'
地
方
的
な
作
柄
を
探
知
す
る
た
め
に
各
地
で
派
遣
さ
れ
る
作
見
入
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
諸
国

｢
作
割
｣
の
交
換
の
記
事
な
ど
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
｡
そ
し
て
玉
尾
家
自
身
米
商
人
と
し
て
の
気
象
へ
の
関
心
の
深
さ
は
'
各

年
次
の
巻
頭
に
年
間

一
月
と
し
て
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
天
候
の
記
録
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
｡

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
'
該
相
場
日
記
は
'
大
津
相
場
と
､
同
地
に
直
接
的
規
制
力
を
有
し
た
大
坂
相
場
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
'
大
坂
米
相
場
資
料
に
つ
い
て
は
比
較
的
整
備
さ
れ
'
従
来
か
ら
公
開
せ
れ
て
い
る
の
で
'
別
の
機
会
に
誠
り
､
こ
こ
で
は
比
較
的
数

表
化
が
安
易
で
あ
っ
た
魚
肥
相
場
を
主
体
と
す
る
敦
賀
と
'
極
く

一
時
期
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
大
坂
の
魚
肥
相
場
を
併
わ
せ
て
紹
介
し

て
お
き
た
い
と
思
う
｡

後
掲
の
相
場
表
に
み
ら
れ
る
通
り
'
そ
の
記
載
は
敦
賀
に
つ
い
て
は
宝
暦
五
年
か
ら
ほ
ほ
文
化
末
年
ま
で
'
大
坂
に
つ
い
て
は
宝
暦
九

年
か
ら
文
化
五
年
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
時
問
的
限
定
が
も
つ
意
味
を
俄
か
に
は
断
じ
難
い
の
で
後
考
に
供
つ
と
し
て
'
玉
尾

家
の
相
場
日
記
に
大
坂
･
敦
賀
両
港
湾
都
市
の
魚
肥
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
'
魚
肥
の
消
e
t市
場
と
し
て
の
江
州
出
村

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

二
二



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

二
一二

の
農
業
横
道
と
の
関
連
で
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
｡
特
に
敦
賀
で
は
宝
暦
五
年
頭
初
か
ら
千
廟
と
戯

'
大
坂
で
は
初
め
千
僧
'
明

和
九
年
か
ら
働
肥
料
が
加
わ
っ
て
-
る
の
で
'
近
世
に
お
け
る
畿
内
農
業
が
魚
肥
の
主
要
部
分
が
千
鰯
か
ら
緋
肥
へ
転
化
す
る
凝
過
を
'

相
場
表
記
載
の
な
く
な
る
以
後
の
時
期
に
直
っ
て
'
江
州
に
お
け
る
肥
料
商
人
の
動
き
に
適
わ
せ
て
職
述
し
て
お
-
こ
と
と
す
る
｡

〓
近
江
農
村

へ
の
魚
肥
供
給
地
と
し
て
の
前

･
中
期

の
大
坂

近
世
日
本
の
農
業
に
お
廿
る
魚
肥
の
果
し
た
役
割
の
重
要
性
の
認
識
は
､
農
業
経
営
の
地
域
的
頬
型
化
に
金
肥
の
導
入
如
何
を
凋
億
に

求
め
ら
れ
た
戸
谷
敏
之
氏
の
古
典
的
業
績
以
来
'
現
在
な
お
農
村
卑

･
地
主
制
史
研
究
に
腰
承
さ
れ
て
い
る
｡
多
肥
賃
約
型
農
業
t4
よ
る

反
当
収
量
の
増
大
､
そ
の
生
産
費
の
中
で
占
め
る
肥
料
代
の
比
重
が
､
農
家
経
常
収
支
の
余
剰
の
有
無
に
大
き
-
作
用
す
る
し
､
ま
た
収

穫
物
を
引
当
,て
に
前
貸
の
形
で
服
売
さ
れ
る
魚
肥
商
人
の
高
利
貸
的
収
奪
が
'
農
民
経
済
に
重
要
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
'
従
来
か

ら
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

′

こ
の
よ
う
な
魚
肥
の
流
通
を
担
う
干
鰯
商
人
の
発
生
に
つ
い
て
は
'
先
進
地
畿
内
の
棉
作
に
呼
応
し
て
､
早
-
も
寛
永
年
中
'
大
坂
の

新
敬
町

･
新
天
満
町

･
海
部
堀
町
三
町
町
人
の
願
に
よ
っ
て
新
た
に
開
墾
さ
れ
た
堀
川
の
堀
留
永
代
浜
に
｢
永
代
諸
魚
干
鰯
市
場
揚
場
｣

の
免
許
を
受
け
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡

『
大
阪
市
史
』
に
収
録
さ
れ
た

｢
三
町
御
開
発
塩
魚
干
廟
問
屋
由
緒
書
井

二
椎
喉
場
之
由

来
｣
に
よ
れ
ば
'

往
古
寛
永
以
前
迄
､
干
潮
荷
物
取
潮
致
候

ハ
'
摂
州
に
て
尼
崎
'
泉
州
に
て
堺
の
み
､
大
坂
表

へ
ハ
参
着
不
致
候
処
'
水
上
津
出
し

之
弁
利
を
得
候

ハ
ゝ
肥
物
干
鰯
引
受
候
層
リ
に
て
堀
.E
を
層
､
御
免
被
仰
付
侯
二
付
'
魚
商
売
周
産
業
之
者

ハ
'
何
れ
も
浦
々
漁
場

掛
リ
ニ
候
故
､
銘
々
手
続
を
以
'

国
々
漁
場
網
元
江
仕
入
先
鋭
差
遣
'
新
浦
等
見
立
､
新
規

一l
網
株
等
取
企
､
儲
漁
業
相
樺
せ
候

処
､
次
第

二
荷
物
参
着
致
候
l-
付
'
五
畿
内

ハ
不
及
申
'
播
州

･
丹
波

･
伊
賀

･
近
江

･
紀
州

･
阿
州
'
都
而
拾
壱
ヶ
国
之
官
位
商



売
人
通
弁
宜
敷
候
付
'
追
日
永
代
浜
市
場
之
干
鰯
買
求
一l
来
集
致
候
tl
付
'
干
鰯
中
買
商
売
之
人
数
迫
々
出
来
'
三
町
居
住
不
相

成
二

二
町
統
之
町
油
掛
町

･
信
濃
町

･
届
部
町
･
敷
星
町

こ
原
町
堀
三
丁
目
･
四
丁
目
･
五
丁
目
迄
tl
W

貝
人
層
流
候
故
'
何
と
な

-
此
町
々

を
敬
と
唱
へ
'
惣
名
を
敏
之
嶋
と
も
呼
風
俗
候
ハ
'
魚
類
干
瞬
間
圧
伸
買

一
同
住
居
致
と
言

(2
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
寛
政
年
間
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
同
書
の
記
述
は
'
こ
の
曙
の
伝
書
の
常
と
し
て
歴
史
的
推
移
の
叙
述
に
不

明
確
さ
を
拭
え
な
い
が
'
仲
間
組
織
整
備
の
時
点
で
の
大
坂
を
中
心
と
し
た
干
鰯
市
場
の
範
域
を
知
ら
せ
て
-
れ
る
｡

同
地
の
干
鰯
商

(仲
買
)
が
'
既
に
承
応
年
間
に
｢
城
詰
｣
な
る
仲
間
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
'
商
人
仲
間
の
早
い
時
期
の
例
と
し
て

(3
)

紹
介
さ
れ
て
い
る
｡
当
時
の
仲
間
は
二
〇
人
に
よ
っ
て
梼
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が

'

そ
の
後
の
仲
間
人
数
は
第
二
表
の
通
り
'
承

(4
)

応
か
ら
元
禄

一
五
年
の
五
〇
年
間
に
五
倍
の
増
加
を
来
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
干
鰯
仲
買
の
急
増
は
'
こ
の
時
期
の
畿
内
に
お
け
る
商

品
生
産
の
発
展
に
よ
る
干
鰯
需
要
の
増
大
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
｡

第2表 大坂千席仲畏仲間人数

+新切町担のみの人数,他に薪天満町阻80名が存在したと思われる当時の大坂の干

防人津畳を示す数字としてば'従前から紹介されている正徳四年(1七1四)と元文元年(
1七三六)分とがあり'前者は扱高にして1七'七六〇貿二八九匁.後者は同≡'四九
二貫目となっており'両者の銀額には相当な開きが羅められる｡脇田修氏は'この両年の

銀額の比較には､その間に行われた改

鋳を考慮に入れなければならない(5)ことを指摘されている｡そこで入津実数を測定するために､正徳四年仲間の分裂が干鰐直段の船田をもたら

すものと

して市場調査を惣年寄から受けた際'惣干鰯昆中が提出した願(6)書中に記された同年

の
干
鰯
相
場
'
壱
供
一l
付
上
分
九
二
-
三
匁
､
申
分
七
二
I
三
匁
､
下
分
六
〇
-

五
〇
匁
か
ら
､
平
均
七
三
匁
と
し
て
入
津
扱
高
を
依
数
に
換
算
す
る
と
'
約
二
四
万
三
'
三
三
〇
俵
と
い
う
数
字
が
得
ら
れ
る
｡
元
文
元

年
に
つ
い
て
は
平
均
相
場
が
得
ら
れ
な
い
た
め
'
寛
保
三
年
の
同
仲
間
恕
上
中
に
記
さ
れ
た
享
保
九
年



第3表 中 期 の 大 坂 大 津 干 簡

史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

･年 二一二 次 数 塁1ー銀 嶺. 平均相場 (1俵エ

付)..正徳4(1714) 万俵 貫目 p匁(24)- 17,760

_◆(73.00)草庵9(1724) 130 (942,500) 享

保新銀 ■7.20-7,30･∴19(1734)一元文1(1736)･二4(1739) 50 (4,590)3,492.(64.500) 〝 9.00

30 文 字 銀 21-22.00寛塀2(1742) ∫25: (58,750) 23-24.00
'
注 数量
,
銀額の()内の数字は推計

二
一
四

場

(関
東
干
鰯
に
よ
る
)
に
よ
っ
て
'
元
文
前
後
の
入
津
塁
を
推
算
し
た
の
が
第
三
表
で
あ
る
｡

享
保
九
年
の
1
三

〇
万
俵
は
､
う
ち
三

〇
万
俵
を
焼
失
し
た
旨
注
記
が
あ
る
が
'
前
後
の
年
に
比

べ
て
異
常
に
多
い
こ
と
に
疑
問
が
も
た
れ
る
が
､
享

保
九
年
を
境
に
'
大
津
俵
数
は
著
し
い
減
少
を

示
し
て
い
る
｡

大
坂
へ
大
津
す
る
干
鰯
の
産
地
と
し
て
は
'
元
文
元
年
の
調
査
に
'
安
房

･
武
蔵

･
上
総

･
下
総

･
常
陸

･
備
後

･
周
防

･
長
門

･
紀
伊

･
阿
波

･
伊
預

･
小
豆
鴫

･
土
佐

･
筑
前

･
筑
後

･
豊
後

･

肥
前

-

日
向

･
対
馬
の
一
九
カ
国
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
'
自
然
的
条
件
が
強
-
作
用
す
る
漁
場

の
興
廃

･
移
動
は
'
大
坂
の
集
荷
地
域
を
著
し
く
変
化
さ
せ
た
ら
し
い
｡
前
引
の
寛
保
三
年
の
仲
間

書
上
に
･
正
徳
以
前
迄
は
他
国
の
入
津
が
な
く
て
も
'

一
国
分
だ
け
で
充
分
大
坂
近
国
の
需
要
を
賄

い
得
た
と
さ
れ
た
漁
獲
量
抜
群
の
薩
摩
の
国
名
が
見
ら
れ
ぬ
の
が
'
そ
の
好
例
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と

は
'
つ
ぎ
に
掲
げ
る
貫
保
三
年
摂
州
島
上

･
島
下
両
郡
八

〇
ケ
村
か
ら
干
鰯
高
騰
の
た
め
難
渋
を
訴

(7
)

え
ら
れ
た
際
の
大
坂
干
鰯
商
仲
間
の
答
申
の
中
の
全
国
的
な
仕
入
漁
場
の
景
況
の

記
述
に
も
'
よ
く

表
わ
れ
て
い
る
｡東

国
漁
場

1
相
模

近
年
不
漁
'
尤
漁
場
無
数
御
座
候

1
敢
蔵

右
同
断(元

文
五
-
輩
名
証
'
以
下
同
)

l
安
房

去
ル
申

年

迄

八
大

瓢

漁

春
有

之
候
へ
共
'



一
下
総

一
常
随

‥
奥
州
之
内

(享
保
末
年
頃
)

此
国
十

ケ

年

以

後

厳

敷
不
漁

此
浦
方
右
安
房

･
上
総
同
前

二
御
座
候

岩 仙 南
城 台 部

阿
波

土
佐

伊
橡

豊
後

此
場
所
も
近
年
不
漁

一l
御
座
候

西
国
筋
漁
場

近
年
漁
事
無
御
座
候

今
年
漁
畢
無
数
'
何
ほ
と
も
登
り
不
申
候

右
同
断
'
但
此
弐
ヶ
国
漁
場
無
数
候

右
両
国
は
第

一
之
漁
場

ll
御
座
候
故
'
当
地
問
昆
私
共
'
以
前
Je
網
方

へ
仕
入
仕
候
得
共
､
年
々
打
続
不
漁

Il
付
近
釆

ハ
悉
ク

仕
入
得
不
仕
'
仇
之
次
第
網
株
減
少
仕
候
而
'
大
漁
之
節
も
以
前
之
通
万
数
得
取
上
ケ
不
申
候
事

筑
前

今
年
大
不
漁

二
御
座
候

肥
前

右
同
断

日
向

此
涌
方
昨
年
迄

ハ
大
鉢
之
漁
事
仕
候

へ
共
'
今
年
不
漁

l一
付
登
り
高
格
別
無
数
候

対
馬

此
国
も
近
年
漁
事
無
之
院

長
門

近
来
不
漁

一l
御
座
候

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

紀
州
熊
野

右
同
断

北
国
漁
場

若 越 越 困!出
狭 中 後 幡.7雲

木･nつ

浦
方
近
年
大
鉢
之
漁
事
仕
候
待
共
'
当
地
へ
は
何
程
も
登
り
不
申
候

右
之
外
浦
辺
之
国
々
都
而
漁
猟

ハ
仕
候
得
共
､
員
数

一l
及
申
程
之
儀
無
御
座
候

前
に
も
述
べ
た
通
り
'
承
応
年
間
既
に
仲
間
を
組
織
し
て
い
た
大
坂
の
干
鰯
仲
買
は
'
元
禄

一
一
年
に
至
っ
て
加
入
銀
そ
の
他
に
関
す

る
本
格
的
な
仲
間
現
相
を
制
定
し
て
い
る
が
'
そ
の
背
後
に
は
'
仲
間
成
員
の
増
加
の
他
に
'
従
来
の
主
要
仕
入
地
で
あ

っ
た
西
国
漁
場

の
不
振
と
'
東
国
漁
場
の
進
出
と
い
う
集
荷
圏
の
変
化
と
'
そ
れ
に
伴
う
流
通
機
構
の
変
質
が
無
視
出
来
な
い
条
件
と
し
て
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
｡

近
世
初
頭
以
来
'
紀
州
漁
民
の
出
穣
漁
と
し
て
開
拓
さ
れ
た
関
東
漁
場
は
'
地
元
漁
民
の
技
術
習
得

･
江
戸
の
発
展
と
共
に
'
出
稼
漁

(8
)

業
は
元
禄
期
を
境
と
し
て
急
激
に
衰
退
L
t
享
保
末
年
に
は
ほ
+J
消
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
る
｡
出
稼
漁
衰
退
の
直
接
的
契
機
は
元
禄

1
六

年
関
東
沿
海
を
襲

っ
た
大
津
波
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
'
寛
永

l
九
年
に
株
立
て
さ
れ
'
前
期
に
於
て
上
方

へ
の
魚
肥
輸
送
の
中
継
地
問

屋
と
し
て
出
稼
漁
民
と
結
び
つ
い
て
い
た
浦
賀
問
屋
の
凋
落
と
樺
を

一
に
す
る
｡

関
東
の
地
元
漁
業
と
結
び
つ
い
て
拾
頭
し
た
江
戸
干
鰐
問
屋
の
株
立
て
は
元
文
四
年
で
あ
る
が
'
彼
ら
が
江
戸
深
川
に
確
保
し
た
四
カ



第4表 iI:戸干鰯揚場四ヶ所

(9
)

所
の
千
酔
持
場

か
成
立
は
.
元
禄
九
年
か
ら
享
保
二

〇
年
の
間
で
あ
り
(第
四
表
参
照
)
'
上
述
の
よ
う
な
関
東

産
魚
肥
の
流
通
橡
樟
変
化
の
時
期
と
'
ほ
ぼ
符
合
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

宝
永
七
年

(
一
七

一
〇
)
大
坂
の
干
鯵
仲
野
仲
降
は
金
直
違
の
こ
と
か
ら
内
証

を
生
じ
､
仲
野

≡

四
人
の

う
ち
四
〇
人
が
新
聞
屋
と
し
て
分
立
し
た
事
件
も
'
細
部
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
こ
の
新
し
い
流
通
組

織
が
鰐
成
さ
れ
る
途
上
で
&
.
仕
入
地
盤
を
異
に
す
る
新
旧
仲
買
屑
の
対
立
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
'
こ

の
時
の
新
聞
屋
が
t
の
ち
に
触
れ
る
通

り
'
享
保
以
降
取
市
場
で
支
配
的
地
位
を
占
め
る
に
至
る
閑
東
研
合
=

関
東
問
屋
の
前
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
｡

元
来
'
大
坂
に
お
け
る
千
鰯
取
引
は
'
正
徳

四
年
の
仲
買
願
雷
に
｢
先
年
丘
北
国

･
西
国

･
関
東
筋
国
々
お

墳
登
り
'
此
九
町
之
内

へ
因
縁

二
着
ケ
候
而
売
払
'
仕
切
代
銀
落
着
仕
'
又
五
畿
内
其
外
近
国
之
首
姓
中
も
右

同
前
一)
緑
次
第

tt
宿
意
仕
'
干
鰯
貿
立
さ
せ
'
何
れ
か
問
屋
と
も
何
れ
が
中
質
と
も
其
餌
差
別
'
売
候
時

ハ
売
問
屋
'
買
候
時

ハ
買
問
屋

と
成
'
凡
年
数
及
有
年

1t
商
売
仕
来
り
申
候
'
然
ル
所

二
五
ケ
年
以
前
寅
ノ
年

(宝
永
七
年
I

筆
者
註
)
金
直
追
之
義
tl
付
四
拾
軒
之

干
鰯
屋
共
問
屋
分
と
申
立
t

t
同
い
た
し
中
間
ヲ
拝
'
惣
干
鰯
屋
と
も
弐
行

一一成
｣
と
説
明
さ
れ
て
お



史
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二

1
八

仲
買
中
幾
部
分
ノ
老
力
立
ツ
ル
ト
コ
ロ
ノ
組
合
tl
シ
テ
'
此
者
ヤ
西
国

･
北
国
物
等

一(於
テ
ハ
仲
買

一l
シ
テ
､

而
シ
テ
関
東
物

tt
於

テ
ハ
問
屋
ノ
業
務
ヲ
ナ
ス
放

ll
t
又
関
東
問
屋
卜
通
称
ス
'
人
数
大
抵
十
七
八
名
ナ
レ
ト
モ
､
皆
仲
間
中
鐸
々
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
頗

ル
勢
力
ヲ
有
シ
'
何
国
産
ノ
肥
料
タ
ル
ヲ
問

ハ
ス
､
絵
テ
当
地
ノ
相
場

ハ
古
へ
ヨ
リ
今

ll
t
此
組
合
員
ノ
定
ム
ル
所
ナ
リ

と
述
べ
ら
れ
て
お
-
'
宝
永
以
降
皮
々
-
り
返
さ
れ
た
仲
間
の
分
裂
は
'
こ
の
よ
う
な
未
成
熟
な
商
業
機
構
の
下
で
生
ず
る
営
業
権
益
を

め
ぐ
っ
て
の
利
害
関
係
の
対
立
が
表
面
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
Li
:る
?
し
た
が
っ
て
分
裂
に
ま
で
は
進
行
し
な
い
な
が
ら
も
'
仲

間
内
部
で
は
共
通
の
権
益
を
有
す
る
老
同
志
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
-
り
'
外
に
は
そ
の
既
得
権
益
を
確
保
し
封
鎖
的
な
も
の
と
し
な
が
ら
'

中
で
は
競
争
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
必
然
化
す
る
｡
こ
の
こ
と
は
1
部
仲
買
の
荷
請
問
屋
化
と
共
に
'
売
捌
き
に
関
す
る
仲
買
の

地
域
別
小
組
合
の
結
成
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
t.
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
'
摂
河
磨
村
を
顧
客
と
す
る
｢
積
合
中
｣

(又
は
積
方
と
も
云
う
)
､
近
江
の
販
路
を
確
保
し
た

｢
江
州
横
合
｣
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
｡

先
に
み
た
通
り
'
大
坂
へ
集
荷
さ
れ
る
魚
肥
の
市
場
は
､
需
要
に
厚
薄
の
差
は
あ
れ
'
五
畿
内
か
ら
播
磨

･
丹
波

･
伊
賀

･
近
江

･
紀

伊

･
阿
波
の
十

1
ヶ
国
に
及
ん
で
_1
た
｡
こ
の
地
域
的
拡
が
り
を
時
間
的
に
確
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
'
桑
村
に
お
け
る
魚
肥
利
用
の

普
及
は
各
地
に
干
鰯
商
人
の
出
現
を
み
る
こ
と
に
な
る
｡
彼
ら
も
ま
た
仲
間
を
結
ん
で
消
費
地
へ
の
売
捌
き
に
当
っ
た
か
ら
'
地
方
へ
販

路
を
持
つ
大
坂
の
干
鰯
仲
買
は
｣
次
第
に
買
次
問
屋
化
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

llI

近
江
湖
東
地
方

の
干
鰯
商
仲
間

.

大
坂
の
干
鰯
商
の
販
路
の
1
と
し
て
挙
げ
ら
れ
'
宝
暦

-
文
化
の
間
に
湖
東

へ
相
場
の
報
知
を
冴
し
て
い
る
近
江
地
方
の
魚
肥
の
利
用

に
つ
い
て
は
､
正
徳
五
年
正
月
八
幡
町

･
江
頭

･
田
中
江

･
常
葉
寺
の
干
鰯
昆
中
が
'
農
民
へ
の
売
歴
代
銀
滞
り
を
防
止
す
る
申
合
わ
せ

(u
)

を
行
な
っ
た
､
つ
ぎ
の
よ
う
な

｢
中
間
極
｣
に
よ
っ
七
窺
う
こ
と
が
で
き
る
｡



田
作
こ
ゑ
規
商
人
中
間
梅
之
ポ

一
近
年
田
作
こ
ゑ
柄
代
銀
不
時

二
付
銘
々
帳
面
吟
味
仕
'
卯
年
Je辰
巳
牛
四
ヶ
年
以
来
こ
ゑ
析
売
懸
滞
申
仁
々
寄
付
'
中
間
江
出
シ
可

申
事
'
方
々
ll
而
買
掛
り
不
時
之
仁
'
こ
ゑ
現
代
銀
大
分
有
之
を
算
用
不
仕
仁
'
横
道

一l
両
群
シ
不
申
候
仁
'
又
は
少
々
tl
両
も
致
し
方

恵
敷
仁

右
之
品
々
面

々
手
前

Jy
l
両
と
-
と
致
吟
味
､
売
懸
有
之
仁

tl
も
其
様
子
を
申
開
せ
'
其
上

tt
も
不
時
成
ル
仁
は
'
中
間
江
書
付

出
し
可
申
事
'

1
中
間
之
帳
面

lt
層
付
ケ
出
し
候
仁
江
こ
ゑ
璽

冗
申
間
数
候
'
縦
当
撃

l
買
可
申
と
申
候
と
も
帳
面
江
出
し
申
仁

tl
候

ハ
､
'
其
さ
き

く

算
用
相
済
不
申
候
内
は
売
申
間
数
事
'
若
帳
面

一l
書
付
出
し
申
仁
を
存
知
な
か
ら
売
中
人
於
有
之
は
'
科
息
と
し
て
銀
拾
枚
宛

中
間
江
請
取
可
申
候
､
尤
其
仁
不
時
を
申
候

ハ
,
其
所
之
商
人
中
と
し
て
相
弁
'
科
息
銀
出
し
可
申
事
t

I
右
帳
面
江
臥
し
申
候
仁
こ
ゑ
析
取
寄
せ
申
候
を
混
届
ケ
候

ハ
.:)
:
其
印
を
吟
味
い
た
し
売
出
し
申
所
を
詮
儀
可
仕
郡
'
勿
論
牛
馬

11

.
両
付
ケ
通
り
候
を
見
付
候

')
､
押

へ
置
詮
儀
可
仕
事

.

.右
之
通
中
間
同
心
之
上

il諒

相
梅
メ
申
候
'
然
ル
上

ハ
右
之
儀

一l
付
万

一
六
ケ
敷
革
出
来
仕
候

ハ
､
'
入
用
銀
惣
掛
リ

ー(
可
仕
者
也

正

徳
五
未
年
正
月

八
幡
町
干
鰯
屋
中

江
頭
干
鰯
最
中

田
中
江
千
餅
屋
中

骨
楽
寺
干
鰯
畠
中

蒲
生

･
野
洲
の
湖
東
地
方
に
'
遅
-
と
も
正
徳
初
年
に
は
農
耕
肥
料
に
魚
肥
が
施
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
浦
上
輸
送
の
便

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)
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地
方

1
帯
に
仲
間
連
合
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
｡
こ
の
周
へ
寛
政
四
年
八
幡
町
で
は
仲
間

一
六
人
が
単
独
で
排
立
を
出
願
し
免

許
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
際
領
主

(朽
木
氏
)
へ
提
出
し
た
仲
間
定
番
に
'
敦
賀

･
大
坂
両
地
仲
買
の
在
火
へ
の
直
売
を
抑
止
す
る
条
項

(12
)

を
設
け
て
い
る
｡

な
お
六
郡
の
連
合
体
を
な
し
て
い
た
文
政
時
の
肥
料
商
仲
間
組
合
の
性
格
を
窺
う
た
め
に
'
文
政

一
二
年
の
｢
定
雷
｣
を
次
に
掲
げ
て

(13
)

お
こ
う
｡

足
音
之
事

一
肥
物
口
銭
正
差
銀
売
附
方
'
買
元
直
段
よ
り
五
分
口
銭
に
治
定
可
仕
事
'

但
シ
仕
入
直
段
先
金
波
シ
又
は
延
買
杯
之
事
ハ
別
段
な
り
'

1
蹴
白
子
数
子
仕
入
方
正
路
二
致
'
正
味
目
方
相
改
'
不
足
致
候
ハ
､
荷
主
江
引
合
可
申
候
'
尤
定
日
通
よ
り
内
味
減
少
之
注
文
堅
致

間
数
候
事
'

1
触
感
目
売
井
一1
億
売
之
儀
ハ
'
其
祖
々

盲
姓
方
之
気
辺
tt順
し
商
内
可
致
事
'

但
シ
⊥
統
正
味
目
方
急
皮
相
改
候
上
な
ら
て
ハ
､
首
姓
方
へ
売
払
之
義
致
間
数
'
尤
見
越
之
米
替
相
止
メ
'
大
津
相
場
之
引
格
を

以
而
直
紀
可
致
事
'

1
不
埼
之
商
内
致
候
仁
ハ
敦
賀
表
へ
申
道
心
周
留
メ
可
致
宴
'
尤
承
知
致
さ
ぬ
仲
買
江
ハ
江
州

一
統
Je取
引
致
間
数
事
'

1
不
時
之
首
姓
方
江
ハ
其
組
竺

(
両
や
談
叔
引
相
断
'
仮
令
組
造
tl
両
も
決
両
取
引
致
間
数
華

但
シ
其
組
女

に
て
例
年
初
寄
ll
而
取
調
'
綻
之
祖
々
江
た
が
ひ
-

に
及
沙
汰
置
可
申
事
'

1
敦
賀
よ
り
無
印
送
り
出
し
'
又
ハ
銘
々

印
貸
シ
竪
無
用
之
事
'

但
シ
当
祖
々
よ
り
潤
貸
し
相
改
メ
候
上
'
激
安
入
魂
仕
'
自
分
買
物
等
唱
し
可
申
事
曽
面
相
や
め
'
又
敦
賀
々
無
印
被
送
候
と
も

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

二
二
一
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湖
東
間
置
向

ll
而
預
り
申
間
数
様
'
祖
々
之
手
先
問
屋
方
江
申
訳
止
メ
さ
せ
可
申
事
､
尚
又
問
屋
向
一l
而
商
内
被
致
候
ハ
､
差
留

可
申
な
り
'

1
諸
代
呂
物
直
段
不
知
内

11
月
た
売
致
間
数
事
'

尤
白
子
杯
ハ
例
年
急
キ
御
入
用
之
粒
々
も
有
之
候
と
も
'
直
立
無
之
代
呂
物
勝
手
ll
直
段
相
立
売
捌
致
間
数
候
事
'

1
例
年
祖
々

惣
寄
致
し
､
相
互
ll
商
売
層
之
義
因
ll
熟
談
可
致
事
､

右
之
粂
J
Y

此
度
惣
阻
打
寄
相
定
メ
候
は
､
御
互

lt急
皮
相
改
正
路

lt
可
致
候
'
若
此
件
J
(

tl

相
違
之
御
印
一l
而
も
相
聞
江
候
ハ
､
､

た
と
へ
外
祖
々
た
り
と
も
其
紀
之
御
行
司
へ
差
込

'印
留

占
可
仕
候
tE
仲
間
相
除
ケ
可
申
侯
'
依
而
連
印
左
之
通
ll
候
､
以
上

文
政
十
二
年
丑
五
月
二
十
日

野
洲
栗
太
組
行
事
固

江

頭

担
行
事
固

八

幡

組
行
事
団

常

葉

寺

阻
行
事
団

八

日

市

組
行
事
固

甲

賀

組
行
事
固

日

野

担
行
事
匝

中

野

組
行
事
田

川

北

組
行
事
回

売
口
銭
は
仕
入
直
段
の
五
分
と
定
め
る
が
'
先
買

･
延
買
分
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
に
あ
ら
ず
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
'
江
州
肥
料



江州五郡干府屋仲間人員 (弘化3年8月改)

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

紀 町 村 名 人 名 紀 町 村 名

人 名野 洲 米 屋 十 戒 江頭阻 江 頭〟〟〟仁 .煤〟〟〟紺 屋 町 麻 屋 小兵衝赤 野 井 丹後屋

佐兵衛 干頗屋 伝兵衛〟 酒 屋 久太郎 伊勢屋幸右衛門

野 小 嶋 川村屋 弥兵衛 千国星 包
蔵幡 磨 田 肥 屋 茂兵術 干鰯星

惣右衛門阿 比 留 加賀屋 安兵衛

酒屋四郎右衛門幡 磨 田 丸

屋 五右衛門 布 屋 佐 助洲 石 田 肥屋 市長兵衛 灰 屋 半左衛門

小 荏 原 穀 星 庄 七 干窃屋

茂兵術西 川 厨 米 屋 太 助 大 荏 原

万 屋 万 助祖 堤 肥 屋 久 蔵 六 条 干務崖 平 蔵野 .田 肥 屋 源右衛門

富 汝 塩 屋 新兵衛野 (村)北 (村)守山宿下ノ郷 肥 屋 弥左街門米 屋 半 七肥 屋 小

右衛門 鏡 米 屋 藤左衝門ノヽ

魚 屋 町〟 納 屋 九兵術西川屋 醤 六

塩屋四郎左衡門守 山 宿 米 屋 蕃五郎

〟金 ケ 森 西村星平左衝門

寺 内 納 屋 昂兵衛〟 肥屋 佐兵衛 由

〟 小西屋九右衛門1* # 井筒屋 藤兵衛 組 〟 麻 屋 孫兵衛栗 三 宅 紙 屋 市郎兵衛 〟 旅 屋 喜兵術守

山 宿 米 屋 藤兵術 1 慈恩 寺 町 山形屋 半 六太祖 〟〟大 .門辻 村
〟小 米 屋 平兵術豆 屋 喜右衛門大松屋 孫兵術中 屋 安兵術丸 屋 作右衛門油 屋 侶兵術

嶋之郷林村 米 屋 五兵衛

常 常 楽 寺〟〟由 浦 磁 屋 平四郎薬 屋 又四郎米 屋 新兵衡藍 屋 醤右衛門 .横 江 米

屋 庄 七 莱 浅 小 井〟長田村大町 醤油屋 九兵衛 .灰 屋 太右術門家 屋 庄兵術草 津■ 勢田屋 伝 助 守

勝 部首 捉 寺 酒 屋 重 助 .万 屋 茂 助 姐

九之 里村西 生 来〟 木綿屋
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第5表 江州五郡肥物昆仲間の桂成

な
お
､
九
組
の
う
ち
'
江
頭
組
に
属
し
て
い
た
玉
尾
家
の
文
吉
中
に
は

｢
江
川
五
郡
肥

(15
)

物
屋
組
合
記
録
｣
と
題
す
る
袋
人
の
符
冊
数
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
う
ち

｢
干
餅

屋
仲
間
印
名
前
附
｣
に
よ
っ
て
弘
化
三
年
八
月
現
在
の
組
合
員
の
桜
戊
を
(前
頁
)
掲
げ
'

湖
東
地
方
の
干
鰯
商
人
の
分
布
状
態
を
示
し
て
お
く

(第
五
表
)｡

九
組
は
五
町
三
宿
五
八
力
村

二

一
人
か
ら
楢
成
さ
れ
て
い
る
が
'
文
政
十
二
年
惣
寄

会
の
際
の
野
洲
栗
太
組
が
分
れ
て
二
組
と
な
り
'

甲
賀

･
中
野

･
川
北
組
の
名
称
が
消
え

て
'
新
た
に
能
登
川

･
水
口
組
が
登
場
す
る
な
ど
'
こ
の
間
に
組
合
の
編
成
替
え
が
行
な

わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
ま
た
天
保

1
二
年
の
株
仲
間
出
願
時
か
ら
み
る
と
1
1
人

の
減
少
を
釆
し
て
い
る
が
'
そ
の
地
域
的
分
布
も
精
粗
が
か
な
り
あ
っ
た
よ
う
に

見
受
け

ら
れ
る
｡

こ
れ
ら
の
組
合
の
編
成



史
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こ
ゝ
で
北
海
道

･
北
国
産
魚
肥
の
近
江
国
へ
の
移
入
港
で
あ
っ
た
敦
賀
に
つ
い
て
'
若
干
触
れ
て
お
き
た
い

｡

近
世
前
期
に
お
い
て
'
上
方
と
北
国
諸
藩
を
結
ぶ
中
継
商
業
都
市
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
敦
賀
が
'
西
廻
り
海
道
の
開
通

を
契
機
に
大
津
米
の
激
減
を
来
し
'
中
央

-
市
場
大
坂
の
確
立
と
共
に
､
後
背
地
で
あ
る
近
江

･
伊
賀

･
美
濃

･
伊
勢
国
の
1
外
港
と
し
て

(17
)

の
役
割
に
機
能
を
縮
小
ん
て
い
っ＼た
こ
と
雪

小
野
正
雄
民
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る

｡

当
時
の
最
大
の
領
主
的
商
品
で
あ
っ
た
米

(18
)

の
入
津
量
の
減
少
が
'
こ
の
港
町
の
性
格
の
変
貌
に
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る

が

､

中
期
以
降
米
に
代
っ
て
主
要
な
入
洋
品
と
な
っ
た
松
前

物
に
つ
.い
て
は
'
寛
文
年
中
の
入
韓
晶
日
中
に
'
昆
布

･
干
鮭

･
串
只
･
い
り
こ
･-
じ
ら
･
に
し
ん
･数
の
子
の
品
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お

(19
)

(20
)

り

､

寛
文

一
〇
年
の
松
前
物
着
津
売
買
代
金
は
千
五
首
両
程
と
記
さ
れ
て
い

る

｡

天
和
二
年
の
｢
遠
目
鋭
｣
に
よ
っ
て
み
れ
ば
､
当
時
松

前
薄
々
船
の
船
宿
が
二
軒
指
定
さ
れ
て
お
り
'
同
書
の

｢
諸
問
屋
附
｣

(第
六
表
)
に
は
'こ
し
れ
ら
松
前
物
を
扱
う
問
屋
三
軒
の
名
が
挙

第6表 天和2年敦賀漢諸問屋

｢遠目鏡｣(r小浜･敦賀･三国事史料JI所叔) げられ

ている｡該表は当時の港町敦賀の問屋商業組織の分化過程を窺う手掛りとなるものであるが'同書にはこの問屋附につづいて'これらの間星商人に参集する諸国商人の宿附が記載されている｡=そこに挙げられている商人宿は'越後筋･庄内筋･津軽筋･秋田筋･佐渡筋･越前筋･加賀筋･出羽筋･若狭筋･海津筋･東江州筋･大津筋･京筋･西国筋･薩摩柳川筋･輪島筋･美濃筋のほか'旅寵星宿三軒'江指宿二軒があり､当時の敦賀の交易範囲を示すものと思われる｡この国別定宿のうち､近江国のみについては海津･東江州･大津･薩摩柳川筋の四筋が設け

ら



放
資
港
に
松
前
物
の
入
津
が
大
き
な
比
亀
を
占
め
る
に
至
る
の
は
'
こ
の
近
江
地
方
の
魚
肥
露
葵
の
栂
大
と
､
松
前
に
お
け
る
魚
肥
生

産
の
発
展
に
拘
わ
る
わ
け
で
あ
る
が
'
そ
の
塁
的
推
移
の
確
認
は
資
料
不
足
で
な
し
得
な
い
｡
た
だ
敦
賀
を
拠
点
と
し
た
松
前
交
易
が
'

他
の
北
陸
諸
港
に
比
べ
て
優
先
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
'
天
和
期
の
松
前
薄
給
の
船
宿
の
存
在
と
近
江
商
人
の
松
前
進
出
と
を
関
連
づ
け

て
容
易
に
察
知
さ
れ
る
｡

近
江
商
人
の
松
前
進
出
が
近
世
初
頭
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
は
口
碑
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
そ
の
最
も
早
い
時
期
の
代
家
と
さ
れ
る

愛
知
郡
柳
川
村
の
人
田
付
新
助
は
'
奥
州
行
商
の
末
'慶
長
七
年
津
軽
の
鯵
沢
に
支
店
を
設
け
'同

1
五
年
海
峡
を
渡
っ
て
福
山
に
支
店
を

設
け
'
手
船
を
以
っ
て
貨
物
の
輸
送
販
売
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
成
功
が
同
郷
人
の
松
前
進
出
を
誘
発
し
た
と
云
わ
れ
て
い

(21
)

る

L

こ
れ
ら
近
江
商
人
を
代
表
と
す
る
内
地
商
人
の
進
出
は
'当
初
は
松
前
譜
の
庇
護
を
受
け
て
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
､彼
ら
は
次
節

に
単
な
る
松
前
薄
の
非
自
治
物
資

(米

･
雑
穀

･豪

料

･
雑
貨
品
)
と
水
産
物
を
主
す
る
同
地
産
物
の
交
易
に
止
ま
ら
ず
'
漁
場
開
発
を

も
行
な
っ
た
か
ら
'
そ
れ
は
同
港
の
特
殊
な
知
行
形
態
で
あ
る
場
所
持
の
運
上
請
負
の
制
に
発
展
し
､
漁
扮
技
術
の
改
良

･
遊
歩
､
新
漁

場
の
開
発
を
促
進
さ
せ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
｡

(2
)

i.)

場
所
請
負
の
始
源
は
儲
か
で
な
い
が
'
季
候
初
年
頃
ま
で
は
遡
り
得
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
陳
は
撮
網
'
鮭
や
蛤
は
鍵
を
使
っ
て
魚

を
掃
え
る
橿
く
幼
稚
な
蘭
扮
法
か
ら
刺
網

･
引
網
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
時
期
も
判
然
し
な
い
が
､
延
宝
元
年
越
後
国
刈
羽

郡
荒
浜
村
の
牧
口
庄
三
郎
な
る
名
が
松
前
へ
漁
網
の
堅

冗
を
試
み
､
宝
永
年
間
こ
れ
に
改
良
を
加
え
て
販
売
虫
を
増
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
'
漁
網
の
普
及
を
示
唆
し
て
い
る
｡
た
ゞ
松
前
薄
で
は
細
民
保
護
の
見
地
か
ら
大
網
の
使
用
を
禁
止
し
た
と
い
う
が
'
そ
の
禁
令
も

蝦
実
地
ま
で
は
及
ば
ず
'
請
負
人
の
中
に
は
非
合
法
な
が
ら
奥
地
で
大
網
を
使
用
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
模
様
で
'
大
網
の
普
及
が

漁
獲
畠
の
増
大
-

内
地
へ
の
移
入
塁
の
増
加
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
漁
業
技
術
の
改
良

･
進
歩
の
時
点
を
把

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

二
二
七
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え
る
確
か
な
根
拠
は
乏
し
い
が
'

松
前
藩
に
お
け
る
漁
業
税
の
改
制
が
憶
測
の
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
享
保

四

年
'
従
来
漁
獲
高
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず

一
戸
に
つ
き
干
陳
十
四
九

(
一
丸
は
陳
二
官
本
'
但
し
東
部
諸
村
は
そ
の
半
額
)
で
あ
っ
た
鮫
役

を
､
漁
獲
高
の
1
五
分

1
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
｡
こ
れ
は
新
技
術
導
入
の
偏
差
に
よ
っ
て
｡
各
戸
の
漁
獲
高
に
著
し
い
不
平
等
が
生

(23
)

じ
来
っ
た
た
め
と
さ
れ

(宝
暦
三
年
か
ら
は
こ
の
一
五
分
の
1
の
鯨
役
は
漁
船
規
模
に
応
じ
た
金
納
制
と
な
る
)
､
先
の
場
所
請
負
開
始

の
時
期
と
見
合
わ
せ
て
'
こ
の
時
期
に
一
つ
の
劃
期
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
｡
も

っ
と
も
場
所
請
負
に
関
す
る
史
料
は
天
明

･
寛
政

期
以
降
の
も
の
が
多
-
'
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
の
実
情
は
余
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
'
『
新
撰
北
海
道
史
』
に
は
同
地
の
漁
業
の
進

歩
は
宝
暦
以
後
め
ざ
ま
し
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
'
場
所
請
負
の
本
格
化
す
る
同
時
期
に
は
､
一
段
と
漁
獲
量
の
増
大
が
考
え
ら
れ
て
よ

か
ろ
う
｡
同
書
は
ま
た
元
文
四
年
の
著
作
に
か
か
る

｢
北
海
随
筆
｣
に
拠
っ
て
'
当
時
の
緋
肥
料
の
販
路
は
南
部
･
津
軽

･
出
羽
･
北
国

地
方
よ
り
近
江
地
方
に
亘
る
と
さ
れ
'
ま
た
天
明
四
年
の
｢
東
遊
記
｣
を
引
用
し
て

｢
此
練
む
か
し
は
北
国
の
み
に
て
用
い
け
る
よ
し
'

今
は
北
国
は
い
ふ
に
及
ば
ず
'
若
狭

･
近
江
よ
り
五
畿
内

･
西
国
ま
で
不
残
田
畑
の
菱
と
な
す
､
干
鰯
よ
り
は
理
方
よ
し
と
い
ふ
｡
関
東

い
ま
た
此
益
あ
る
を
し
ら
ず
｣
と
'
そ
の
後
の
本
土
に
お
け
る
普
及
状
態
を
説
明
し
て
い
る
｡

前
節
に
お
い
て
'
中
央
市
場
大
坂
に
お
け
る
中
期
ま
で
の
魚
肥
の
集
散
状
態
の
歴
史
的
推
移
を
'
同
地
の
干
鰯
商
仲
間
の
動
向
か
ら
極

-
大
雑
把
に
解
説
を
試
み
た
｡
そ
の
節
引
用
し
た
寛
保
三
年
の
古
間
昆

･
中
質
中
の
上
申
に
み
ら
れ
る
通
り
'
大
坂
に
集
荷
さ
れ
る
干
鰯

塀
は
'
大
き
く
分
け
て
西
国
物

･
東
国
物

･
北
国
物
に
区
別
さ
れ
'
前
二
者
に
比
べ
'
出
雲
か
ら
越
後
に
か
け
て
の
北
陸
漁
場
に
産
す
る

(24
)

魚
肥
の
大
阪
へ
の
流
入
は
僅
か
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
｡
こ
の
こ
と
は
寛
政
二
年
幕
府
の
行
な
っ
た
物
価
調
査
の
際
の
大
坂
干
鰯
商
仲

(25
)

間
の
答

申

に

'
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
｡

1
石
見

･
出
雲

･
因
幡

･
伯
菅

･
越
中

･
越
後

･
佐
波

･
出
羽

･
奥
州
右
国
々
海
辺
滴
々
ll
テ
取
揚
候
干
鰯
郡
而
北
国
物
卜
唱
へ
売
買



仕
供
､
右
ノ
内
其
国
々
ヨ
リ
大
阪
送
り
為
登
荷
物
モ
少
々

御
座
候
得
共
､
私
共

ハ
不
及
申
'
当
地
三
郷
井

-1
灘
内

工
罷
在
僚
北
国
取

引
仕
候
他
商
人
井
船
持
共
北
国
筋
漁
事
有
之
候
場
所

一l而
思
ヒ
入
買
仕
候
儲
年
来
御
座
候
'
是
等
ノ
荷
物
当
地
私
共
ノ
内

一l手
寄
ヲ

(前
カ
)

以
差
向
､
永
代
浜

ll両
売
支
配
致
候
共
'
其
内
身
元
怯
成
若
井
ハ
手

分

ノ

手
元

ll持
抱
'
脇

ll
テ
歳
入
致
'
〆
売
仕
'
永
代
浜
ノ
外

ll持
囲
候

一l付
目
先

占
栢
見
得
不
申
'
前
段
同
様
之
御
義

1t
御
座
候
'
然
上
ハ
他
所
他
町

二
罷
在
候
北
国
取
引
任
侠
老
息
ヒ
入
買
'

或

ハ
下

一l荷
物
ノ
掛
方

tl取
候
共
､
干
鰯
ノ
分

ハ
当
地
入
船
次
第
永
代
浜

へ
水
揚
蔵
人
仕
候
様
'
御
威
光
ヲ
以
テ
被
為
仰
付
被
下
候

ハ
､
'
是
又
下
直

ll相
成
候

一
端

tl
御
座
候
御
車

寛
保
三
年
の
書
上
げ
と
比
べ
て
'
北
陸
地
方
の
漁
場
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
る

)̂
と
､
そ
し
て
そ
れ
ら
の
漁
場
で
生
産
さ
れ
渇
魚
肥

は
'
主
と
し
て
北
前
船
の
思
惑
欝
に
よ
っ
て
大
阪
に
擬
人
さ
れ
､
多
く
脇
充
の
形
で
売
捌
か
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
七
が
判
る
｡

仕
込
金
を
以
っ
て
集
荷
さ
れ
る
西
国
産
魚
肥
に
代

っ
て
'
中
期
以
降
大
坂
の
取
引
市
場
の
建
て
物
的
存
在
と
な
っ
た
関
東
産
魚
肥
も
'
地

元
需
要
の
増
大
'
販
路
の
拡
散
'
加
え
て
連
年
の
漁
場
の
不
況
'
国
産
奨
励
策
に
も
と
づ
-
敏
主
の
直
仕
入
の
風
潮
'
生
産
地
銃
主
の
収

入
増
加
策
と
し
て
の
新
た
な
漁
業
課
税
等
に
よ
る
流
通
網
の
混
乱
は
'
大
坂
に
お
け
る
入
浮
立
の
減
少
と
な
っ
て
現
わ
れ
'
干
鰯
騰
貴
を

(26
)

恋
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
｡
更
に
こ
の
よ
う
な
大
坂
に
お
け
る
脇
浜
の
出
現
は
'
元
来
永
代
浜
の
み
に
売
買
を
特
許
さ
れ
て
い

た
管
の
同
地
の
干
鰯
関
屋
商
人
の
後
退
を
意
味
し
'
北
前
船
の
盛
行
と
共
に
'
既
成
の
ル
ー
ト
か
ら
は
ず
れ
た
魚
肥
の
流
入
が
増
加
し
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
｡
そ
し
て
こ
の
寛
政
二
年
の
仲
間
上
申
に
は
直
接
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
'
松
前
物
の
魚
肥
も
恐
ら
く

こ
の
よ
う
な
形
で
大
坂
へ
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
.
そ
れ
は
後
抱
の
大
坂
干
鰯
相
場
雷
の
う
ち
'
松
前
物
の
初
見
が
明
和
九

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
が
､
当
時
松
前
物
に
限

っ
て
は
'
干
鰯
商
仲
間
に
屈
さ
な
い
松
前
物
問
屋
の
荷
請
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
'
そ
の
取
扱
い
は
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
的
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
は
'干
鰯
仲
買
の
う
ち
か
ら
松
前
最
寄
組
を
結
成
し
て
'東
組
と
称
し
た
松
前

物
問
鼠
と
正
式
に
取
引
の
協
定
を
取
結
ん
だ
の
が
文
政
二
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
｡

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)
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も
っ
と
も
､
松
前
最
寄
組
の
正
式
の
発
足
は
文
政
二
年
で
あ
る
が
､
文
化
初
年
か
ら
そ
の
実
体
が
存
L
t
松
前
物
問
屋
と
取
引
し
て
い
た
こ
と
は
､

(27
)

長
寿
阻
の
t
貝
で
あ
っ
た
神
崎
屋
仁
兵
衛
店
の
｢松
前
方
肝
要
抜

書

｣

冒
頭
の
記
事
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
｡
す
な
わ
ち

文
化
三
寅
十
一
月
取
締
之
写

1
松
前
物
之
儀
先
年
ハ
敏
之
儀
一l而
組
外
之
内
へ
荷
物
着
致
'
正
味
銀
等
三
E
モ
取
引
仕
候
得
共
'
彼
地
追
々
繁
栄
荷
筒
ll相
成
所
'
当
鴨
ll限
正
味
級

l

由

引
之
儀
ハ
不
被
相
済
候
間
､
当
鳴
之
内
摘
州
･
臥
州
･
江
州
･
丹
州
･
阿
州
右
五
ヶ
国
取
引
之
銘
･(♂
年
番
衆
へ
数
度
及
掛
合
候
処
t
掛
合
行
届
不

申
'
双
方
暫
時
取
引
相
体
中
候
内
二
双
方
之
内
こ
も
心
得
違
之
仁
有
之
大
混
雑
こ
も
相
成
儀
一l付
双
方
仲
人
を
以
則

1

諸
肥
物

掛
目
拾
イ
ll付
鋭
弐
分
引

右
弐
分
引
を
以
和
談
ll及
申
候
也

と
'
後
期
に
大
坂
に
お
い
て
圧
倒
的
比
重
を
占
め
る
に
至
る
松
前
物
魚
肥
の
大
坂
入
津
が
本
格
化
す
る
時
期
及
び
そ
の
販
路
を
推
察
せ
し
め
る
｡
敦
賀

∴
で
の
中
買
問
屋
の
株
立
て
は
文
政
元
年
に
行
な
わ
れ
､
ま
た
前
に
記
ん
た
文
政
十
二
年
の
江
州
六
郡
干
餅
屋
仲
間
の
申
合
書
調
印
が
行
な
わ
れ
た
の
も

こ
の
よ
う
な
大
坂
の
動
静
と
は
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
B.

さ
て
､
こ
の
よ
う
な
松
前

･
坂
東
地
産
物
の
本
土
市
場

へ
の
移
入
に
近
江
商
人
の
松
前
進
出
が
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
疑
い
な

い
が
'
場
所
請
負
に
活
躍
し
た
近
江
商
人
の
多
-
は
'
両
浜
商
人
と
呼
ば
れ
た
薩
摩

･
柳
川
両
村
と
八
幡
町
人
で
'
彼
ら
は
松
前

･
福
山

･
江
差
に
支
店
を
設
け
て
そ
の
営
業
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
'
正
徳
の
頃
か
ら
出
身
地
別
に
組
合
を
つ
-
り
､
の
ち
そ
れ
ら
を
合
し
た
両

浜
阻
と
な

っ
て
松
前
層
の
御
用
達
と
な
り
'
藩
の
財
用
を
弁
じ
た
か
t9
.
彼
ら
両
浜
商
人
の
交
易
荷
は

｢
荷
所
荷
｣
と
呼
ば
れ
'
松
前
藩

に
お
け
る
沖
ノ
ロ
課
税
も
通
常
の
課
税
届
準
か
ら
除
外
さ
れ
る
な
ど
の
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
｡
松
前
か
ら
敦
賀

へ
積
登
さ
れ
る

｢
荷

所
荷
｣
の
内
容
や
数
童
は
判
然
し
な
い
が
'敦
賀
間
島
の
権
益
外
で
'通
過
荷
物
と
し
て
大
津

･
京
都
方
面

へ
直
積
み
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

.
(28
)
-

こ
と
は
､
や
や
古
い
事
例
で
は
あ
る
が
'
つ
ぎ
の
元
文
二
年
の
三
ヶ
所
商

人
の
申
合
音
に
i{
O
て
窺

う
こと
が
で

き
る
｡



定

1
於
松
前
従
御
公
儀
様
被
仰
渡
候
趣
急
皮
相
守
'
惣
て
商
売
方
三
ヶ
所
示
合
相
談
之
上
に
て
無
油
断
相
勤
佼
て
'
荷
所
鶴
口
等
我
勝

tt

致
不
申
候
様

一l
t
松
前
支
配
番
頭
方
江
此
段
相
違
可
申
渡
快
事

一
従
古
来
申
合
候
通
'
此
後
万
事
甥

1t
相
成
不
申
候
様

tt
相
談
之
上
相
続
可
致
義

tt
候
事

一
荷
所
船
究
之
節
三
ヶ
所
阻
之
内
t.ー先
年
丘
取
立
之
船

ハ
不
及
申
'
外
船
極
候
共
'
其
阻
之
年
寄
馴
染
之
方
江
可
致
相
談
候
駐

1
従
松
前
登
り
荷
物
諸
色
'
古
来
ぶ
大
津
納
屋
支
配

一l
致
候
処
'
近
年
納
屋
支
配
不
時
故
､
印
之
荷
物
京
大
坂
伏
見

へ
送

売

払
候

一-

付
'
大
津
納
屋
売
弥
増
不
景
気

二
罷
成
'
双
方
不
勝
手
之
筋

ll
及
申
候
'
依
之
先
年
之
通
'
松
前
物
不
残
大
津
江
引
請
支

配

致

皮

旨
'
納
昆
中
よ
り
願
有
之
候
紋
'
三
ヶ
所
相
談
之
上
示
合
'
来
牛
ノ
年
よ
り
登
り
荷
物
古
来
之
通
大
津
納
星
支
配

一
手

一l
致
候
管
相

極
申
候
'
然
上
以
後
大
津
支
配
方
不
埼
有
之
候

ハ
､
'
重
而
三
ヶ
所
可
及
相
談
候
事

一
京
高
官
最
善
兵
衛
方
江
松
前
荷
物
為
豊
幌
義

ハ
'
柳
川
印
御
取
立
故
'
今
更
矩
相
止
院
故
'
昆
布

一
色
に
限
り
指
送
り
､
外
荷
物

一

品
に
て
も
堅
為
萱
申
間
錦
快
､
尤
八
幡
薩
摩
両
所
か
ハ
為
登
申
間
数
峡
部

一
組
中
之
外
荷
物
有
之
候
時
'
支
配
預
り
主
舟
大
津
売

tl
可
致
侠
客

1
組
中
之
内
お
外
荷
物

tl致
抜
掛
先
売
堅
成
不
申
候
事

右
定
之
通
三
ヶ
所
寄
合
之
上
儀
定
相
極
申
候
'
然
上
ハ
相
背
候
印
人
御
座
候
て
外
よ
り
洩
聞
候

ハ
､
其
印
無
宥
免
'
組
火

中
相
除
可

申
候
'
以
上

元
文
二
丁
巳
年
十

一
月
六
日

八
幡

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

中

島

市
兵
衛

中

島

与
兵
術二三
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

二三
二

福
地

長
左
衛
門

丹

羽

惣
次
郎

岡
田
弥
三
右
衛
門

西

川

伝
兵
衛

西
川

市
左
衛
門

西

川

治
兵
衛

西

川

善
四
郎

西
川

長
左
衛
門

西
川

伝
右
衝
門

小
西
治
郎
右
街
門

脂
順
御
組
中
江
参

(29
)

た
だ
し
'
こ
の
近
江
商
人
の
松
前
出
稼
経
営
も
個
別
に
み
れ
ば
盛
京
の
差
は
甚
し
く
'
宝
暦
以
降
は
組
合
員
の
減
少
が
目
立

っ
て
お
り
､

他
国
人
の
松
前
進
出
が
顕
著
と
な
る
明
和
-
天
明
期
に
は
場
所
請
負
人
の
大
幅
な
交
替
な
ど
あ

っ
て
'
松
前
物
の
中
で
占
め
る
荷
所
荷
の

比
重
も
減
少
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

荷
所
荷
以
外
の
敦
賀
問
屋
商
人
の
手
を
通
じ
て
近
江
方
面
へ
売
捌
か
れ
る
松
前
物
魚
肥
が
'
北
前
船
盛
行
以
前
ど
の
よ
う
な
性
格
の
荷

主
に
よ
っ
て
積
送
ら
れ
た
か
､
そ
の
実
態
は
許
か
で
な
い
が
'
文
政
元
年
二

〇
軒
の
株
立
て
を
認
可
さ
れ
た
敦
賀
仲
買
問
屋
と
近
江
の
干

(30
)

鰯
商
仲
間
と
の
間
で
'
つ
ぎ
の
よ
う
な
協
定
を
結
ん
で
い
る
｡



文
政
元
年
戊
寅
五
月

東
江
川
北
江
川
干
加
昆
中
身
敦
賀
表
仲
買
問
屋
中
江
応
対
之
上
定
吉

定

一
近
来
商
売
方
眼
リ
Ll相
成
'
渡
世
六
ケ
敦
候

tl付
'
御
客
様
方

1
統
御
示
談
之
上
'
当
津
仲
買
為
登
方
式
拾
軒

二
相
定
候
問
'
以
後

定
雷
左
之
通

.

1
祖
々
様
御
名
前
之
外
江
は
竪
ク
立
入
り
申
間
鋪
候
夏

t
当
津
廿
軒
之
外
肥
シ
物
税
商
人
自
然
参
候

ハ
,
早
速
御
注
進
之
上
差
留
メ
可
申
候
､
井
素
人
首
位
方
舟
当
地
江
直
貿

tl被
参
候
と
も

1
切
商
内
不
任
侠
事

1
御
客
様
方

tl両
も
'
此
後
新

二
組
入
之
御
方
様
又
は
御
仲
間
御
除
キ
之
御
方
様
等
有
之
候

ハ
､
早
速
御
知
ら
せ
可
被
下
候
､
且
又
当

津
名
前
増
減
等
有
之
候
時
は
御
案
内
可
仕
候

一
無
印
物
海
津

･
塩
津

･
大
浦
迄
は
勝
手

二
出
シ
置
可
申
候
｡
御
地
上
ケ
物
江
は
1
切
出
シ
不
申
候
'
尤
無
印
御
注
文
之
俵
は
御
無
用

可
被
成
下
候

一
御
印
之
御
荷
物
之
外
'
海
浮

･
塩
津

･
大
浦
此
三
ヶ
所

二
而
堅
ク
支
配
不
致
様
申
談
置
候
､
尤
此
方
仲
間
か
た
印
等
申
追
候
間
'
致

違
背
候
問
屋
於
有
之
は
御
五

三
不
合
せ
荷
物
差
送
り
間
数
候
事

1
触
白
子
皆
掛

･
正
味
入
之
義
は
'
其
向
々

様
舟
御
注
文
次
第

lI取
計
可
仕
候
､
尤
正
味
入
増
引
之
御
注
文
有
之
候
共
'
定
通
リ
ヨ
リ

急
皮
御
断
可
中
上
候
'
万

1
正
味
入
り
拾
八
貫
目
JQ
目
形
軽
ク
候

ハ
､
御
引
可
放
下
候

但
し
外
品
等
と
も
右
同
様
可
仕
候
真

一
3-
+白
子
井
品
々
蓬
之
儀
､
薄
蓬
細
縄
ヲ
以
テ
仲
間

1
統
同
様

ll作
り
立
可
申
伐
｡
若
厚
窪
太
縄
送
り
一l而
直
段
不
同
之
商
内
於
有
之

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

二
三
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

は
'
御
差

図
之
上
差
留
可
申
候
夏

但
し
薄
諾
細
縄
之
義
は
来
卯
年
新
物
類
Je
l
統
相
定
可
申
事

右
之
通
リ

1
･統
承
知
之
上
相
極
り
候

二
付
､
御
阻
々
江
壱
通
ツ
､
差
入
置
候
間
'
碩
リ
成
義
御
五

二
仕
間
数
候
'
以
上

文
政
元
年

.

寅
五
月

敦
賀
貿
問
屋
中

.
江
頭
御
組

r

干
鰯
昆
御
客
中
桟

(31
)

近
江
に
は
湖
東
地
方
の
ほ
か
'
湖
北
に
も
干
鰯
星
仲
間
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
'
前
節
で
紹
介
し
た
文
政

一三

年
の
湖
東
六
郡
干

鰯
星
仲
間
の
申
合
音
も
､‥
こ
の
時
の
敦
賀
問
星
と
の
協
定
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
る
｡

こ
の
敦
賀
仲
買
問
屋
が
売
捌
き
に
当

っ
て
取
得
す
る
得
分
に
つ
い
て
は
'
本
文
で
紹
介
す
る
相
場
書
の
時
期

よ
り
遅

れ
て
天
保

1
1

(32
)

年
'
手
数
料
の
改
訂
を
近
江
の
干
鰯
昆
中
へ
申
送

っ
た
覚
書
が
見
出
さ
れ
る
の
で
'
当
時
取
扱
わ
れ
た
魚
肥
の
種
類

･
荷
物
の
容
量
な
ど

を
併
せ
て
紹
介
す
る
意
味
で
掲
げ
て
お
く
｡

敦
賀当
呑
舟
改
掛
物
党

1
蜘

正
,,[十
八
〆
日
大

五
匁
弐
分

一
白
子
拾
九
′
目

四
匁
弐
分

内
弐
百
目
引

(才
力
)

一
触
不
□
目

廿
〆
目
位

四
匁
三
分



1
笹
日
給
七
〆
目

内
弐
盲
目
引

一
同
拾
五
〆
目

内
弐
盲
目
引

一.目
切
拾
五
〆
日

内
弐
盲
目
引

1
数
子
拾
八
〆
目

内
弐
盲
目
引

四
匁

三
匁
七
分
五
厘

同四
匁
壱
分

一
千
鮭
正
ミ
十
七
〆
目

五
匁
弐
分

一
久

正
ミ
十
四
〆
日

四
匁
弐
分

十
八
〇

一
穀
物
十
五

〇

十
六
五

▲

一
小
泊
.

一
′
拍
九
〆
日

内
弐
盲
目
引

一
千
鰯

九
〇

弐
俵

二
付
拾
弐
匁
六
分
五
厘

十
壱
匁
八
分
五
厘

拾
弐
匁
壱
分
五
嘩

弐
匁
三
分

弐
匁
弐
分
三
厘

弐
匁
弐
分
三
屋

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)



第7表 敦賀4送り荷運賃･経費 ｢万相場日記｣より

史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

注 :書塩沖親しはyfl笛につき7分2丘増

し 十

〇
七
八
〇

五
六
〇

右
之
通
御
座
候

弐
匁
壱
分
三
厘

弐
匁

三
厘
敦
賀
買
問
屋
⑳

庚
子
年

正
月

.
な
お
､
敦
賀
か
ら
湖
北
の
海
津

･
塩
津

･
大
浦

へ
送
ら
れ
る
荷
物
の
う
ち
'
湖
東
地
方

へ

は
大
浦
経
由
が
多
か
っ
た
ら
し
い
｡
同
地
廻
し
の
運
賃
は
､
天
保

二

年

･
弘
化
三
年
分
に

つ
い
て
知
ら
れ
る
の
で
､
上
掲
に
表
示
し
た

(第
七
表
)
｡

と
こ
ろ
で
'
近
江
農
村
を
顧
客
と
す
る
敦
賀

へ
の
松
前
物
魚
肥
の
江
戸
期
に
お
け
る
大
津

量
の
推
移
は
前
に
も
断

っ
た
通
り
明
ら
か
で
な
い
｡
場
所
請
負
制
玖
確
立
'
蝦
夷
地
に
お
け

る
大
網
の
普
及
､
寛
政

二

年
幕
府
直
轄
地
化
に
よ
る
末
娘
実
地
の
開
発
等
々
.
蝦
実
地
に

お
け
る
漁
獲
量
の
増
大
を
推
測
さ
せ
る
条
件
は
多
々
あ
る
が
'
そ
の
間
安
永
末
年
か
ら
二
十

数
年
に
亘
っ
て
福
山

･
江
差
地
方
を
襲

っ
た
未
曽
有
の
凶
漁
も
'
追
鮫
と
称
す
る
同
地
方
漁

民
の
西
蝦
夷
地
へ
の
出
漁
の
増
加
に
よ
っ
て
漁
場
地
域
の
拡
大
が
み
ら
れ
'
鮫
漁
の
総
漁
獲

量
に
は
さ
程
影
響
が
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
｡
も

っ
と
も
同
地
に
お
け
る
漁
獲
量
の
増
大

が
直
ち
に
敦
賀

へ
の
大
津
量

の
増
加
に
結
果
し
た
と
は
断
定
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

明
治

一
二
年
開
拓
使
が
北
海
道
物
産
の
国
内
市
場
開
発
を
目
的
と
し
て
､
従
前
か
ら
北
海

道
交
易
を
行
な

っ
て
い
た
主
要
港
の



弟8表 明治11年北陸諸港における北海道移出入価格

移 出移 入

滑 川

東 岩 瀬

伏 木

七 尾

坂井(三国)

敦 賀

小 浜

りよ一t52nr山口和捷r明治前期経済の分析Jl

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

を対象とした調査報告｢二府四県采覧報文｣には'敦賀港について次のよう

(33)な復命を行なっている｡

今般巡回スル所ノ各港中大阪ヲ除クノ外些別敦賀ヲ以テ最モ要港トス'
放言｢試l-其得失ヲ論セソニ北海道ヨリ該港二輪スル魚相其他ノ肥料価格毎歳無慮弐拾万円内外11アリ'又該港ヨリ北地へ輸送スル所ノ約諾其他ノ物品ノ価格ハ僅々弐万乃至三万余円tt過ス､毎歳此ノ如ク巨額ノ肥料ヲ輸入スルノ原因タルヤ他ナシ'江州ノ盟商一(シテ北海道二支店ヲ閑キ本県-1連絡ヲ取ルモノ数首戸一l下ラス､此支店ハ皆北地ノ人民へ多少ノ資金ヲ称貸シテ之ヲ寵絡シ漁控ノ肥料ヲ頗価ll買得シ､之ヲ江州地方一l運送シ為メニ非常ノ巨利ヲ占ムルモノナリ'此巨利ハ即チ北海道人民

ノ損失llシテ'是ヲ大ll昏フレハ印度地方ノ英国ll於ルカ如シ'云々
富国戟兵的な殖産興業政策の下で'上からの資本主義育成を焦眉の課題とする開拓使吏億の評価が正鵠を得ていたかど-かは関わないとして'該報告の対象となった諸港のうち'北陸七港の明治二年移出入街中に占める北海道交易の比率を検出された山口和雄氏の第八表によってみると'金額の上では伏木港に遥かに及ばないが､比率の上では敦賀が北海道一辺倒とでもいう

べき数字を示していることが判る｡

因みに｢究覧報文｣に載せられた同年の｢敦賀滝輸出入岩｣によって品目別の金

二三七



第9表(1) 明治11年敦賀港輸入麦 (二府四県采覧報文より)

史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

r明治前期産業発達史資料J第2集P31-34

二三八額を示したのが第九表

である｡｢報文｣該表輸入の欄には｢右輸入品ノ内麟〆相白子等ノ肥料ハ大概近江国一l輸シ'身欠餅昆布樺鱈魚ノ子烏賊ノ類ハ近江及西京美濃等ll転販スルモノナリ'其他米大豆小豆塩素麹鉄杉板及芋砂糖生増半紙ノ類ハ港内人民ノ需要一l供スルモ
ノナリト云｣と'また輸出の欄には｢右輸出ノ内在絶域燭竹等草履ハ概ネ北

海道一l､石灰ハ多ク加賀国一l輸
送スト云｣と注記がしてある.仝移入金額のうち九二%を占める北海道

物産のうち､魚肥が四三%'その他
も大半は干魚塩魚等の水.産物であったわけである｡また地元の需要に供せられるという米の四'四九八円余は'数量三九六石二三六一俵と記されているから､1俵四斗で換算し合すると約九四〇石(二三五〇俵

)であって'寛文以降減少の一途を
辿ったとはいえ'その額の僅少な

こ



第9表(2) 明治11年敦賀港

輸出表

程
江
戸
期
の
敦
賀
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
判
定
の
材
料
は
乏
し
い
が
'
参
考

ま
で
に
t
.文
久
二
年
敦
賀
に
蝦
英
地
産
物
会
所
が
開
設
さ
れ
た
際
:
同
港
の
問
屋
年
行
司
が
箱
館
産
物
会
所
へ
届
出
た
安
政
四
年
か
ら
万

(近
江
･
伊
勢
･
伊
賀
･
美
濃
産
)
の
品
目
が
消
滅
し
て
い
る
事
実
と
共
に
'
同
港
の

著
し
い
変
貌
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
｡
甚
し
い
移
入
超
過
の
下
で
移
出
さ
れ
る
品
目
の
う

ち
で
主
賓
な
位
鑑
を
占
め
る
試
起
鵜
と
岨
燭
は
'
瀬
戸
内
･
北
陸
を
航
し
て
各
地
で
買

積
み
す
る
北
前
船
の
購
買
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
同
地
の

名産であったことは'｢報文｣の

大坂の項に記してあ

り'特に罪証類は

魚肥の梱包材料とな

ったものと思わ

れる｡場所請負
制が廃

止されて一

〇年を経過

した該報告雷の数字が'

ど
れ

第10表 北海道産魚肥敦賀移入額比較

ほ警甜 日明 治

1125,937佃14,149本1,699本31,224個14,44

0本4,724本鮮白 子〆 拍★但し暇其地産物のみ

(,I.)延元年迄の五力年間の蝦夷地産物大津色調雷が紹介

されているので'数塁の換界が可能な触(胴耕)･白子･〆拍三品の五カ年平均数量と明治11年分とを比較してみたのが約一〇表である｡幕末の数字は｢蝦英地産物｣とあって､所謂松前物を含まない数字かと思われるが'蝦苑地産物のみを以ってしても､白子を除-ほかは'餅が約1七%減'〆相が約六四%減と明治一一年分が減少していることが判る｡ただし｢報文｣中､同年は敦賀港から近江へ通じる琵琶湖岸塩津への新道開墾中であり､車馬の運行が不自由であったため､大津船の減少を野したであろうことを附記しているから'同年一カ年のみの数字を以って推虫することは悼られるが'大阪での北海道物産の販売市場拡大は'前述の通り安永･

寛
政
頃
か
ら
化
政
期
に
本
格
化
し
て
お
り
'

北
海
産
魚
肥
の
荷
揚
地
と
し
て
の
敦
賀
の
地
位
の
相
対
的
低
下
は
'
こ
の
頃



第11表 明治10年9月ヨリ11年8月迄大阪･兵庫輸入高

史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

大阪･兵庫ヨリ諸国へ再輸出高再 輸 出 地

方 品 名 大 阪 ヨ リ 兵 庫 ヨ リ寮己 州 地 へ

鮮 〆 相 9,000石 7,000石泉 州 地 へ 餅 〆相.鰯 〆拍 6,000 8,00

0伊勢.尾張地へ 同 上 17,000 5,000伊賀.近江地へ 胴餅.白子.鮮〆拍 58,000 江

川ノミ4,000阿 州 地 へ 餅 ■ 〆 相 40,0

00 15,000讃 岐 地 へ 同 f上 '4,0

00 汲州地へ40,000挿 州 地 へ 鮮 〆相.餅 白子 6,

000 40,000大 坂 近 在 へ 解 'it相.胴 節 45,000 地方へ 13,000

汁 185,000 `

129,000｢二府2g県央賢報文 ｣P317. 332- 3 より

二四〇痕路別石数は第二表に示すと

ころであっ

て'伊賀･近江地方へ六万二千石が移出されており'両国への内訳は不明であるが同年の敦賀入洋右数二(35)
万一千石余を遥かに凌駕していることが窺われ'明治前期におけ
る近江地方への魚肥供給事情の変化を推測させる｡

因みにQ.LLL肥料の種類のうち'身欠餅を製した際

に残った頭部･背骨･腰部の連接したものが胴緋'笹目は切り捨てられた胸部を乾したもので'ともに比較的下等･廉価な部類に属し'西国･大阪地方が比較的高価な〆相を多-移入したのに対し'北陸地方は

(36

)胴鮮･笹目等の移入が多かったとされている｡そし

て｢報文｣には'近江地方の緋肥料

売捌の割合を'胴部六五'白子二五'鮮柏1
0であったと報じている.五近江農村の

魚肥需要についてところで､このようにして敦

賀･大阪方面から移入した近江農村における魚肥

需



(

37
)

え
｣
と
あ
っ
て
､
当
時
か
ら
稲
作
べ
の
投
入
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
'

『
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
』
に
小
柄
で
紹
介
し
て
い
る
鏡
村
の
近

隣
腰
戸
村
で
は
享
保
九
年
田
畑

1
反
に
干
鰯

1
･
四
五
石

-
二
石
を
投
入
し
て
い
た
こ
と
､
同
じ
く
同
産
村
で
は
明
治
二
年
冬
春
の
う
ち

抹
苅
敷
せ
周
地
に
入
れ
､
夏
に
1
反
当
り
平
均

1
Q
貫
月
層
の
戯
肥
料
せ
億
入
し
て
稲
作
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
事
例
等
'
狭
い
管
見
の

範
囲
で
は
主
穀
生
産
へ
の
魚
肥
投
入
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

1
腰
に
近
世
農
業
に
お
け
る
購
入
肥
料
の
施
用
は
､
q
絵
的
袋
菜
か
ら
販
売
の
た
め
の
商
業
的
農
業
の
展
開
の
う
ち

に
と
り

入
れ
ら

れ
'
特
産
地
を
形
成
し
つ
つ
同
地
帯
の
所
謂
商
品
作
物
以
外
の
稲
作

3
麦
作
等
へ
の
金
肥
の
投
入
を

一
般
化
さ
せ
た
と
す
る
の
が
通
常
9

認
識
で
あ
る
｡
ま
た

一
口
に
商
品
作
物
と
い
っ
て
も
'
偲
表
的
な
金
肥
で
あ
る
魚
肥
=
干
鰯
の
施
用
は
'
全
国
的
な
市
場
を
も
つ
特
産
的

な
換
金
作
物
地
帯
で
の
利
用
が
優
先
し
'都
市
の
需
要
に
応
え
る
近
郊
忠
相
で
の
読
莱
栽
培
な
ど
に
は
干
鰯
の
利
用
は
余
り
み
ら
れ
ず
'荏

油
相

･
酒
相

･
糠

･
石
灰

･
人
糞
等
'
半
自
給
的
或
い
は
狭
い
地
域
で
の
調
達
が
可
能
な
購
入
肥
料
が
多
く
使
用
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
も

ほ
+,
共
通
の
理
解
で
あ
る
｡
そ
し
て
魚
肥
の
生
産
地
周
辺
に
於
て
は
遅
く
ま
で
そ
の
利
用
が
薯
及
し
な
か
っ
た
こ
と
も
'
各
地
の
祁
例
が

多
-
示
す
と
こ
ろ
で
も
あ
る
｡
従
っ
て
特
産
的
酒
造
地
符
以
外
の
米
作
地
符
で
の
魚
肥
の
利
用
は
､
余
り
早
い
時
期
と
は
結
び
つ
か
な
い

の
が
通
常
の
理
解
で
あ
る
と
思
わ
心
る
｡
こ
の
よ
う
な
先
入
親
を
以
っ
て
み
る
と
き
､
近
江
地
方
の
魚
肥
の
利
用
は
予
想
外
に
早
い
時
期

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
｡
も
っ
と
も

一
口
に
近
江
地
方
と
は
い
っ
て
も
､
日
本
最
大
の
湖
面
を
も
つ
琵
琶
湖
を
中
央
に
準

え
て
'

湖
北
の
養
蚕
地
帯
と
湖
東

･
南
部
の
米
作
地
帯
と
で
は
'
農
村
の
経
済
億
造
に
可
成
り
の
差
異
が
認
め
ら
れ
'
魚
肥
の
流
入

･
利
用
状
況

も

一
様
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡

米
作
地
帯
･
養
蚕
地
帯
の
凝
済
構
造
に
つ
い
て
は
､
明
治
一
周
年
に
刊
行
さ
れ
た
『滋
賀
県
物
産
誌
』
を
材
料
と
し
て
､
明
治
)
〇
年
代
の
郡
段
階

(38
)

に
お
心
る
凝
済
儲
造
を
析
出
さ
竹
た
甲
斐
英
甥
氏
の
勝
れ
た
業
腰
が
あ

る

｡

同
氏
の
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
は
'
明
治
1
四
年
の
･g
貿
慣
名
種
生

産
物
価
格
比

(第
≡

奉
)
ig
よ
っ
て
完
全
な
主
穀
生
産
地
符
と
認
定
さ
れ
る
同
県
の
郡
段
階
で
の
生
産
物
価
格
比
は
第
二
二
表
の
通
り
で
あ
る
｡
米

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

二
四
一



第13表 各 種 生 産 物 郡 別 価 額 比

史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

蒜-一十一讐滋賀琴太野洲甲賀桓生神崎愛知犬上坂田･東浅井伊香 西
浅井高島県平均米 麦 雑 穀 90.088.491.379.490.381.188.090.857.1

13.4申.o77.676.476.4読 菜 果 実 0.20.80.6

0.50.30.20.10.20.3 0.3原 料 作 物畜 産 3.61.57.66.80.94T39.90.44.31.27.20.3二8.64.00.76.50.85.210.820.017.613.ーo6.78.9林 産 物 0.4 0.9 2.16.727.80.21.23.0lJ6.31.18.31.01.5水 産 物飲 食 物 0.2 0.3 0.30.2 0.2 0.90.3農 産 加 工林 産 加 工雑岱手芸 品陶 漆 器器.具 船 舶その他加工品金 属 鉱 石 4.52.50.4 2.0.9.I OT90.2 35.3 12..90.20.50.31.㌔411.60.1

p.40.3加工生産物合 計 i.52.50.4 15.82.09.17.31.328.0:35.3L16.38.

315.01岳.4原料作物第1位第2位革種棉菜種棉菜種綿菜種棉芸当芸当菜種繭菜種甫繭菜種繭蚕種蘇菜種繭菜種菜種垂藍
繭菜種農産 第 1位義罪生糸罪生糸茶慕生糸麻布莱茶麻布生糸チリ年糸チリメシ′生糸莱生糸チデ､生糸生糸加工 第 2位 舵干ぴ上う 茶メソ生糸 莱.茶甲斐英男 ｢明治10年代の経済樺

造とその変化｣史学研究106号第12表 滋賀

県各種生産物価額比(明治14年)

同上,甲斐英男氏論文より･麦･雑穀類が八五%以上を占める野洲･犬上･蒲生･滋賀･栗太･愛知六郡がいわゆる米作地野として指摘される｡それらの米作郡は'明治一〇年の｢農産表｣によれば滋賀県が全国第1の産額を示した菜種を裏作とする二毛作地帯とされているが'農産加工部門の比重は愛知郡の六･五%を最高に極めて低いこ

と



卿 4表 滋賀県郡別施肥料種別表 明治11年 (滋賀県市町村沿革史第5巻より)

放字は何れも村政を示す 廿は胎軸

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

島
の
三
郡
に
つ
い
て
は
'

米
･
雑
穀
類
は
八
〇
%
未
満
､
袋
産
加
工
が

所
謂
米
作
地
帯
よ
り
栴
高
い
比
率
を
も
ち
'
中
間
地
帝
と
も
目
さ
れ
よ

う
が
'
信
楽
谷
を
中
心
と
す
る
甲
賀
や
神
崎
郡
の
茶
業
は
'
帝
末
の
開

港
後
急
速
に
普
及
し
た
も
の
'
｢高
島
ち
ヾ
み
｣
に
代
表
さ
れ
る
同
地

の
織
物
も
明
治
以
後
急
速
に
発
展
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
'
い
ず
れ
も

江
戸
期
に
は
自
給
的
性
格
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

(

3
)

試
み
に
明
治

1
四
年
に
刊
行
さ
れ
た

｢
滋
賀
県
物
産

誌

｣

に
網
羅

さ
れ
て
い
る
同
県
下
各
村
の
施
用
肥
料
の
記
載
を
機
械
的
に
拾
い
あ

げ
て
集
計
し
た
の
が
第

1
四
表
で
あ
る
｡
こ
の
種
の
資
料
で
は
､
丑

的
把
握
に
よ
っ
て
利
用
の
深
皮
が
測
定
で
き
な
い
か
ら
'
ど
こ
ま
で

魚
肥
利
用
の
実
態
を
示
す
も
の
か
甚
だ
掘
り
な
い
が
､
全
県
規
模
で

み
た
場
合
'
西
浅
井
郡
全
村

(
一
九
力
材
)
を
含
め
て
肥
料
の
記
載

を
欠
く
村
は
全
体
の
一
割
で
､
残
り
の
九
割

一
二
七
九
力
村
中
の
七

九

･
五
%
が
魚
肥
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡
そ
の
他
の

肥
料
と
し
て
は
､
記
載
洩
れ
の
多
い
と
思
わ
れ
る
人
糞

･
厩
肥
･
刈

革
等
々
の
自
給
肥
料
以
外
に
'
同
県
下
の
ほ
ほ
全
域
に
亘
っ
て
作
付

け
さ
れ
た
菜
種
を
原
料
と
す
る
油
相
'
甲
賀

･
高
島
郡
を
主
産
地
と

す
る
石
灰
の
併
用
が
比
較
的
多
い
こ
と
が
特
色
と
し
て
挙
げ

ら
れ

る
｡
ま
た
郡
単
位
で
み
た
場
合
'
滋
賀
郡
内
に
魚
肥
の
記
載
が
殆
ど



史
料
館
研
究
紀
要

琴

二
号

二
四
四

み
ら
れ
な
い
こ
と
'
高
島
郡
は
略
全
村
に
亘
っ
て
廟

･
油
相
.
石
灰
の
併
用
を
画

一
的
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
'

魚
肥
普
及
地
域
は
必
ず

し
も
米
作
地
帯
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
七
が
結
論
づ
け
ら
れ
る
と

.思
う
｡

敦
賀
か
ら
披
入
さ
れ
る
魚
肥
の
.1
部
が
湖
東
以
外
の
細
北
へ
も
流
入
し
て
い
る
事
実
を
濁
め
つ
つ
'
当
面
宝
暦
以
降
文
化
年
間
ま
で
魚

肥
相
場
を
書
残
し
た
湖
東
の
米
作
地
帯
の
1
漁
村
銃
村
個
辺
の
魚
肥
需
要
9
事
情
を
断
片
的
な
村
方
史
料
か
ら
若
干
の
見
通
し
を
探
っ
て

み
よ
う
｡

(40
)

天
保

1
0
年

1
二
月
'
鏡
村
の
庄
屋
日
屈
に
次
の
よ
う
な
層
状
の
写
が
見
出
さ
れ
る
｡

廻
章
ヲ
以
得
御
意
候
､
甚
寒
之
節
御
座
候
処
'
各
様
方
弥
以
御
社
栄
奉
珍
貿
候
'
然
は
当
年
過
急

ll
米
直
段
下
落

二
相
成
候
処
､
諸

(JT
カ
)

事
買
物
米
価

一l
不
相
当

二
有
之
候
'
且
耕
作
第

1
之
肥
シ
勧
白
子
干

□

之

代

銀
米
価

二
不
相
当
高
直

二
勧
座
候
問
'
有
性
方

1
向
引

合
不
申
'
依
之
先
弐
三
ヶ
年
も
累
植

tl
可
致
管

一l
隣
郷

1
同
申
合
候

二
付
不
得
止
事
'
当
八
白

こ
八
幡
町

ll
お
ゐ
て
祖
々
年
寄
蔑
会

仕
候
'
八
幡
廻
祖

常
葉
寺
約

二
保
組

中
小
森
組

上
郡
紀

武
佐
組

右
丈
ケ
申
合

(
点

カ
)

壁

冗
箇
米
六
斗
か
へ

白
子

1
層
右
同
断

干

□

1
箇

右
同
断

右
之
直
段
-
ら
い
な
ら
は
買
求
可
申
候
'
米
価

二
不
相
当
な
ら
ば
素
植

二
可
敦
等
申
合
候
事
'
尤
富
家
之
仁
は
抜
々
こ
も
買
求
度
族

も
有
之
'
左
傾
而
ハ
一
周
之
示
合
も
出
来
不
申
候
間
'
村
方

tt
而
御
示
シ
徽
成
下
'

1
統
同
様

二
相
成
候
様
村
々
御
取
極
メ
被
成
下

候
'
以
上
､

右
之

一
条
'
此
間
八
幡
町
一l
お
ゐ
て
治
定
仕
候
間
､
当
助
郷
最
寄
丈
ケ
申
達
候
間
､
兼
而
御
含
情

-1
御
申
間
七
可
被
成
下
候
'
為
其



如
此
御
座
候
､
以
上

(天
保
一
〇
)

亥
十
二
月
九
日



史
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四
六

悪
敷
難
渋
之
百
姓

二
而
肥
物
等
も
相
減
､
野
末
御
田
地
耕
作
行
届
不
申
'
追
々
宛
下
ケ
ニ
相
成
候
得
典
'
当
時
之
任
難
渋
､
小
作
之

者
共
奉
公
又
は
其
日
韓

二
罷
出
候
得
共
'
村
方

二
両
可
仕
様
も
無
御
座
､
惣
浩

二
も
相
成
､
下
地
人
少
之
村
方
何
共
歎
ケ
数
奉
存
候

(後
略
)

村
の
窮
状
を
訴
え
'
向
五
力
年
間
五
〇
石
の
御
用
拾
米
を
歎
願
し
た
こ
の
願
書
は
'
村
民
の
退
転
が
村
内

一l
手
余
り
地
を
増
大
さ
せ
､

村
請
制
に
よ
る
年
貢
の
負
担
を
過
重
な
も
の
と
し
'
借
金
と
高
免
の
重
圧
に
あ
え
ぐ
柴
民
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
村
方

の
窮
乏
が
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
知
り
得
な
い
が
'
五
〇
年
以
前

(明
和
頃
)
よ
り
家
数
三
〇
軒
を
減
じ
た
と
述
べ
て
お
り
､
当
時

/

の
家
数
の
記
録
は
な
い
が
'
延
亨
三
年
の
村
明
細
帳
に
は
家
数

一
〇
三
軒
を
数
え
て
い
る
か
ら
'
願
出
当
時
七
〇
軒
余

と
推
定
さ
れ
る

第75表 鏡村持高揖成

(文化12年).

が
'
文
化

〓

1年
の
｢
糟
御
年
貢
集
｣
に
よ
れ
は

1
〇
七
戸
の
高
持
す
姓
が
存
在
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り

(第

1
五
表
)'
1110
軒
余
の
耕
作
放
棄
地
の
年
貢
負
担
を
残
留
の
村
民
が
何
ら
か
の

(42
)

形
で
余
荷
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
文
化

一
〇
年
の
｢
免
割
目
録
覚
｣

に
よ
れ
ば
'
村
有
九
五
二
石
四
斗
八
合
の
物
成
免
は
四
割
九
分
八
厘
で
'
分
米
高
四
七
四
石
二
斗

九
升
九
合
弐
勺
と
記
さ
れ
て
お
り
'
表
向
四
割
九
分
八
厘
の
免
率
は
'
実
質
八
割
二
分
の
高
免
と

な
っ
て
村
民
に
の
し
か
か
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡
明
治

一
一
年
現
在
五
九
石
九
斗
余
の
産
額
を
記
録
し
て
い
る
裏
作
の
菜
種
生
産
に
つ

(43
)

い
て
は
'
江
戸
期
の
資
料
的
裏
付
け
が
見
出
せ
な
い
た
め
､
魚
肥
購
入
資
金



村
内

･
村
外
の
有
力
農
民

(或
い
は
商
人
)
の
負
担
に
お
い
て
調
達
さ
れ
る
年
貢
の
先
約
は
'
そ
れ
ら
先
約
金
主
を
し
て
領
主
の
収
琴

(44
)

の
代
行
者
乃
至
領
主

･
農
民
双
方
に
対
す
る
金
利
取
得
者
と
し
て
存
在
さ
せ
た
｡
収
稚
米
を
引
当
て
と
し
て
延
べ
売
り
の
形
の
販
売
を
常

態
と
す
る
魚
肥
商
兼
在
村
米
商
人
の
位
置
づ
け
も
自
ら
想
定
さ
れ
る
｡

年
次
の
記
載
は
な
い
が
'
天
明
頃
と
党
し
き
鋭
村
を
含
め
て
近
隣

一
〇
カ
村
の
庄
屋
中
が
調
印
し
た
申
合
雷
の
一
項
に
'
つ
ぎ
の
よ
う

な
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
｡

在
廻
り
商
人
田
畑
其
所

一l
て
作
物

一l
て
為
替
商
致
候
義
も
有
之
候
'
己
後
右
鉢
の
弟
相
顕
候

ハ
,
何
れ
之
村
之
商
人
た
り
と
も
其
村

へ
致
通
達
'
作
物
の
品
々
取
上
作
人
え
相
波
申
候
間
'
商
人
有
之
候
村
人

一l
て
ハ
別
両
得
と
御
申
付
可
被
成
事

同
地
方
の
魚
肥
の
施
用
は
'
農
民
層
の
分
化
に
よ
る
貧
農
の
増
加
や
年
貢
の
上
層
袋
民
へ
の
負
担
加
重
を
伴
な
い
つ
つ
'
そ
れ
へ
の
対

応
策
と
し
て
'
村
落
単
位
で
の
金
肥
使
用
の
強
制
に
よ
る
利
足
分
を
加
え
た
年
貢
米
を
確
保
す
る
に
足
る
米
穀
生
産
力
の
紬
持
が
村
落
連

合
と
い
う
規
模
で
の
共
同
体
的
規
制
に
裏
付
け
ら
れ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
側
面
を
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
る
か
と
思
わ
れ
る
｡

先
述
の
湖
東
五
郡
の
干
餅
屋
仲
間
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
抑
止
の
意
図
も
､
そ
の
よ
う
な
事
情
の
な
か
で
意
味
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
｡

註
(-
)

『大
阪
市
史
』
第
五
巻
五
八
九
頁

(2
)
本
書
は
寛
政
年
間
'
三
町
干
魚
塩
魚
問
屋
仲
間
内
部
に
起
っ
た
紛

議
中
'
問
屋
の
1
人
新
粗
町
小
高
屋
次
郎
左
衛
門
が
草
し
た
も
の
と

.
推
定
さ
れ
る
｡

(3
)

｢大
阪
肥
物
商
組
合
1
班
｣
に
は
'
同
組
合
損
古
の
帳
辞
と
し

て
'
承
応
二
年
正
月

｢戎
講
日
記
｣
の
現
存
す
る
こ
と
を
記
し
'
四

人
阻
二
〇
名
の
人
名
の
み
を
載
せ
て
い
る
｡

(4
)
史
料
館
所
蔵
｢大
阪
干
鰯
商
仲
間
記
録
｣
に
よ
る
.
『大
阪
市
史
』

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

の
干
鰯
商
仲
間
に
関
す
る
記
述
と
は
異
同
が
あ
る
が
､
同
書
の
依
捗

さ
れ
た
｢大
阪
肥
物
両
組
合
1
班
｣
は
明
治
二
三
年
に
同
組
合
が
碗

第
し
た
も
の
で
'
｢
一
班
｣
に
用
い
ら
れ
た
原
史
料

｢大
坂
干
鰯
商

仲
間
記
録
｣
に
よ
っ
て
み
る
と
'
仲
間
人
数
測
定
の
材
料
と
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
仲
間
の
調
印
帳
に
は
'
後
年
の
加
入
と
思
わ
れ
る
組
合

員
の
署
名
分
を
も
考
は
せ
ず
計
上
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
.
た
だ
し
'

表
下
欄
に
も
.証
し
た
通
り
､
該
人
数
は
新
粗
町
組
の
み
の
人
数
と
解

せ
ら
れ
'
他
に
新
天
満
町
組
が
存
在
し
た
こ
と
が
仲
間
の
厘
引
銀
徴

集
の
記
辞
か
ら
推
測
さ
れ
る
｡
ま
た
以
後
分
裂
･
合
1
を
繰
り
返
し

二
四
七



史
料
館
肝
究
紀
要

第
三
号

た
同
取
合
の
人
数
を
正
路
に
把
掛
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
｡

(5
)
脇
肝
修

『
近
世
封
建
社
会
の
経
済
構
造
』
三

九
-
二
〇
頁

(6
)
大
阪
干
闘
商
仲
間
記
録

｢
会
談
糞
細
録
｣

(史
料
館
所
蔵
)

(-
)
同
左

へ8
)
荒
井
英
次

『
近
世
日
本
漁
村
史
の
研
究
』
四
八
八
頁

(

9
)
伊
東
弥
之
助

｢
江
戸
の
干
帝
〆
相
市
場
｣

(三
田
学
会
雑
誌
二
言

の
一
一
)

(10
)
寛
保
二
年
堺
表
か
ら
出
さ
れ
た
大
和
川
筋
亀
瀬
迄

･
石
川
筋
啓
志

村
迄
を
通
行
す
る
平
田
船
首
般
免
許
の
出
願
に
対
し
'
剣
先
船
の
既

得
梅
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
反
対
す
る
願
書
の
連
名
に
は
'
剣
先

船
関
係
者
の
他
に
大
坂
の
干
飾
商
が
加
わ
っ
て
お
り
'
そ
れ
に
よ
TO

と
干
鰐
古
問
屋

･
同
古
中
田

･
干
弼
問
屋
･
干
鰯
中
田

問
屋
之
中

野
､
干
碍
買
次
問
屋
と
区
別
さ
れ
て
い
る
｡

(H
)

『
汲
資
県
八
幡
町
史
』
下
巻
三
八
三
貢

(12
)
同
右
､
三
八
七
頁

(ほ
)

｢
糊
東
江
頭
取
肥
物
仲
間
記
録
之
写
｣

(玉
尾
家
文
書
)｡
『
八
幡

町
史
』
下
誉

7<
九
-
九
〇
頁
に
も
八
幡
町
百
村
家
文
書
の
臥
定
雷

が
収
銃
さ
れ
て
い
る
が
'
若
干
誤
植
が
認
め
ら
れ
る
｡

(-
)

『
八
幡
町
史
』
下
巻
三
九
二
-
三
百
('
な
お
'
こ
の
時
の
株
仲
間

の
出
願
は
､
審
理
中
間
も
な
-
株
仲
間
解
散
令
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

な
い
で
終
っ
た
｡

(-
)
弘
化
三
年
愛
知
郡
唯

1
人
の
参
加
人
池
庄
村
米
屋
宗
兵
衛
の
脱
退

に
よ
っ
て
江
州
五
郡
肥
物
屋
仲
間
と
な
る

(
『
八
幡
町
史
』
上
巻
六

二
四
八

八
九
頁
)

(16
)
古
息
敏
雄

『
日
本
農
業
技
術
史
』
下
巻
五
九
四
頁

(け
)
小
野
正
雄

｢
許
文
期
に
お
け
る
中
継
商
業
都
市
の
揖
造
｣

(歴
史

学
研
究
二
四
八
号
)

(1
)
小
野
正
雄
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
'
敦
賀
八
軒
米
の
推
移
ば
'
七
六

万
俵
の
大
津
米
を
み
た
寛
文
四
年
の
ピ
ー
ク
を
中
に
は
さ
ん
で
'
入

津
米
量
が
六
〇
万
俵
台
を
堅
持
す
る
承
応
-
寛
文
の
時
矧
'
六
〇
万

俵
か
ら

7
五
万
俵
へ
急
減
す
る
延
宝
-
元
禄
期
'
ほ
ほ
1
五
万
俵
の

線
を
中
心
と
し
て
横
ば
い
を
鼠
け
る
宝
永
以
降
の
三
期
に
分
け
ら
れ

る
が
'
享
保
以
降
の
入
津
米
塁
に
つ
い
て
は
'
後
掲
図
表
参
照
｡

(19
)
小
野
氏
前
掲
論
文

(2
)
天
野
久

7
郎

『敦
賀
経
済
発
達
史
』
二
八
〇
頁

(21
)

『
八
幡
町
史
』
上
巻
四
九
二
頁

(哲

同
右
､
四
九
八
頁
C
な
お
･
こ
の
推
測
の
根
拠
と
し
て
･
次
の
史

料
が
挙
げ
ら
れ
る

(同

書
下
巻
二
五
三
頁
)｡

1
蝦
夷
地
の
内
六
十

7
ヶ
所
家
中
給
分
代
二
渡
し
置
場
所
有
之
候
得

共
'
英
人
よ
り
収
納
無
之
､
銘
々
よ
り
天
人
に
向
候
品
を
船
積
に

て
差
越
'
雑
物
替
い
た
し
申
候
て

､
其
利
金
取
中
計
の
よ
し
'
併

近
年
出
物
蝦
夷
地
k
･漁
ゆ
へ
に
少
く
船
数
鼓
遺
し
候
へ
共
･
損
毛

計
出
来
申
候
故
'
家
中
申
合
少
々
宛
寄
合
船
に
て
差
遣
申
候
'
尤

商
人
船
に
道
上
を
取
り
'
其
場
所
相
渡
し
中
も
有
之
候
､
依
之
近

年
家
中
困
難
の
よ
し

(享
保
二
年

｢
松
前
蝦
夷
記
｣)

(SG
)

『
新
撰
北
海
道
史
』
第
二
巻

1
七
二
-
五
頁
に
よ
る
｡



(24
)
北
陸
の
餅
漁
場
に
関
す
る
知
識
は
乏
し
い
が
'
後
掲
の
敦
賀
相
場

表
に
み
ら
れ
る
干
解
放
の
う
ち
'
油
物
干
鰯
の
産
地
は
主
と
し
て
越

後
地
方
で
あ
っ
た
と
思
れ
れ
'そ
砂
塵
敵
の
規
損
も
詳
か
で
な
い
が
'

北
前
船
盛
行
以
前
は
加
賀

･
敦
賀
等
の
地
方
的
市
場
を
対
象
と
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
な
お
大
坂
相
場
の
う
ち
'
北
陸

の
糸
魚
川
物
が
現
わ
れ
る
の
は
寛
政
七
年
以
後
で
あ
る
｡

(25
)

｢
大
阪
肥
物
商
組
合

一
班
｣
二
の
下

(X
)
寛
政
二
年
の
物
価
調
査
の
際
の
大
坂
干
院
商
仲
間
の
答
申
に
は
'

干
鰯
騰
貴
の
原
矧
と
し
て
上
乱
の
件
に
つ
き
長
文
に
亘
る
鋭
明
が
あ

る
｡

(27
)

｢
大
阪
干
鰯
商
仲
間
記
録
｣
の
う
ち
q

(2
)

『
八
幡
町
史
』
下
巻
三
1
八
日
｡
こ
の
ほ
か
に
も
'
降
っ
て
宝
暦

十
二
年
十

1
月
の
両
浜
組
中
の
錠
に

｢
従
先
年
相
定
置
候
通
'
組
中

印
々
♂
敦
賀
中
日
繕
え
荷
物
指
送
快
事
聖
停
止
tt相
極
置
保
｣
と
い

う
条
文
が
あ
る
｡
な
お
両
浜
商
人
と
は
'
異
説
も
あ
る
が
'
柳
川
･

薩
摩
両
村
を
合
わ
せ
て
一
浜
と
L
t
八
幡
町
を
合
わ
せ
て
両
浜
組
と

称
し
た
と
云
わ
れ
る

(『新
撰
北
海
道
史
』
第
二
奄

二

七
頁
)
.
該

史
料
の
三
ヶ
所
商
人
は
こ
の
両
沢
商
人
で
あ
ろ
う
｡

(
gtJ
)

『
八
幡
町
史
』

(下
巻
二
五
三
頁
)
に
は
天
明
六
年
の
調
査
と
し

で

､
次
6
史
料
を
乱
せ
て
い
る
.
宝
暦

1
二
年
の
堅
剛
藩
の
御
用
金

を
挿
愈
し
た
両
浜
商
人
の
人
数
と
比
按
し
て

(
『
新
撰
北
海
道
史
』

第
二
巻

二

八
頁
)､
か
な
り
の
汲
貝
が
窺
わ
れ
る
｡

他
国
よ
り
関
越
蝦
夷
地
交
易
仕
仮
名
前
書
付

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

江
戸
鉄
砲
洲
船
柑
町
二
丁
目

岡

本
材
木
町
二
丁
目

飛
騨
国
益
田
郡
湯
島
村

紀
伊
国
有
田
郡
栖
原
村

近
江
国
愛
知
郡
柳
川
相

同同同同

藤
摩
相

同同

蒲
生
郡
八
幡
町

同同同同陸
奥
国
北
郡
大
畑
村

ノ〆
十
七
人

右
は
他
国
よ
り
松
前
へ
出
店
を
総
へ
'

新
宮
屋
久
右
術
門

小
林
屋

宗
九
郎

久

兵

術

角

兵

術

材
木
屋
七
郎
右
衛
門

浜
屋
与
三
右
衡
門

福
島
屋

新

助

木
屋

四
郎
兵
衛

天
満
屋
等
右
術
門

天
洞
屋

甚
兵
衛

恵
比
須
屋
弥
三
次

住
吉
屋
伝
右
衡
門

近
江
屋
市
左
術
門

文

屋

伝
兵
衛

山
城
屋
長
左
御
門

熊
野
屋
新
右
衡
門

支
配
人
と
唱
下
代
を
道
置

侠
'
蝦
苑
地
之
内
銘
々
場
所
を
引
調
け
'
迎
上
屋
と
唱
'
番
小
屋

を
建
､
是
へ
も
支
配
人
を
差
迫
し
置
き
､
年
限
に
彼
地
交
易
仕
候

者
非
番
面
之
迫
御
座
候
'
以
上

｢
万
相
場
日
記
｣

(玉
尾
家
文
書
)

湖
北
の
伊
香

･
拭
井
両
郡
の
干
弼
崖
中
は
'
安
政
六
年
湖
東
の
五

二
四
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

郡
肥
物
仲
間
へ
金
五
〇
両
の
加
入
料
を
納
め
て
仲
間
入
り
し
て
い
る

(
『
八
幡
町
史
』
下
巻
三
九
七
貢
)

(32
)

｢
万
相
場
日
記
｣

(玉
尾
家
文
書
)

(33
)

『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
第
2
集
七
-
八
頁

(34
)
宮
下
正
司

｢
松
前
審
と
若
越
交
通
｣
(『日
本
海
海
運
史
の
研
究
』
)

(35
)

個

本

本

本

本

7

9

9

9

1

LL'

3

4

9

2

1

2

9

1
6
2

0

25
.

14
.

1

.
子
42

鮮

好

捕

即

相

計

入
洋
右
数
二
万

一
千
石
余
と
い
う
数

字
は
､

｢報
文
｣
の
前
出

｢
輸
出
入

表
｣
の
数
畠
に
よ
る
｡
す
な
わ
ち
上

掲
の
数
字
か
ら

1
石
=
二
個

･
11本

で
換
算
｡

(粥
)

山
口
和
雄
『明
治
前
期
経済
の
分
析
』
二
五
四
-
五
頁

(37
)
稿
7
枚
､
中
井
信
彦
氏
か
ら

｢
田
作
こ
え
｣
は

｢
い
わ
し
こ
え
｣

す
な
わ
ち
干
閥
と
解
す
る
方
が
適
当
で
は
な
い
か
と
ご
指
摘
を
う
け

た
｡
指
摘
さ
れ
て
み
る
と
田
作
=
稲
作
と
解
釈
す
る
に
は
堺
か
飛
躍

が
あ
り
過
ぎ
た
こ
と
を
認
め
る
こ

と
に
苔
で
は

な
い
が
'
明
治

一
一

年
の
所
謂
米
作
地
帯
の
水
田
化
率

は
上
抱
の
通
り
で

(甲
斐
英
男
氏

後
出
論
文
第
四
表

よ
り
)､
稲
作

二
五
〇

へ
の
魚
肥
の
投
与
が
主
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
よ

か
ろ
う
と
思

去ノ●

(3
)

甲

斐
英
男

｢
明
治

一
〇
年
代
の
経
済
桔
造
と
そ
の
変
化
｣

(史
学

研
究

一
〇
六
号
)

(3
)

『
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
』
第
五
巻

一

(
40)
竜
王
町
鏡
区
有
文
書

(41
)同
右

(該
区
有
文
書
の
う
ち
'
江
戸
期
の
庄
屋
日
記
は
同
区
の
ご

理

解
あ
る
ご
高
配
を
う
け
'
当
館
に
於
て
全
冊
マ
イ
ク
ロ

･
フ
イ
ル

ム
に
収
録
し
て
あ
る
｡)

(42
)
該
表
で
み
る
と
'
同
時
期
の
鉄
材
に
は
'
水
春
は
一
軒
も
存
在
し

な
い
こ
と
に
な
る
｡
漬
百
姓
の
跡
作
に
は
'
五
人
組

･
親
類
が
責
任

を
負
わ
さ
れ
る
か
'
入
官
姓
等
に
よ
っ
て
相
続
す
る
形
が
と
ら
れ
て

い
る
が
'
こ
の
種
の
資
料
に
よ
る
階
層
分
化
の
検
出
に
は
限

界
が
存

す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡

(
43
)

『
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
』
第
五
巻
'
鏡
村
の
項

(
44

)

小
大
名
領
に
お
け
る
年
貢
先
約
の
実
態
に
つ
い
て
は
､
越
後
糸
魚

川

領
に
つ
い
て
考
案
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る

(拙
稿

｢
近
世
後
期
に

お
け
る

1
万
石
大
名



大
坂
に
お
け
る
魚
肥
の
集
荷
圏
に
つ
い
て
は
'
前
文
で
概
観
し
た
｡
そ
の
集
荷
圏
の
広
さ
に
反
映
し
て
､
大
坂
問
臣
の
報
知
す
る

魚
肥
相
場
の
品
目
は
'
敦
賀
相
場
に
比
較
し
て
産
地
と
品
目
の
銘
柄
の
記
載
が
詳
細
で
あ
り
｡
多
相
現
に
亘
っ
て
い
る
が
'

1
部
を

除
き
価
格
の
単
位
と
な
る
重
塁
の
琴
不
が
な
い
｡
概
し
て
緋
肥

(触

･
笹
目

･
数
千

･
身
欠
等
)
と
〆
相

(油
取
)
現
は
1
0
貰
日

単
位
'
干
鰯
類
は
桶
の
ち

1
俵
を
単
位
と
し
て
琴
不
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
'
魚
肥
の
種
筑
に
よ
り
'
ま
た
時
期
に
よ
っ
て
も

重
畳
の
単
位
に
異
同
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
｡
従

っ
て
機
械
的
に
こ
れ
を
数
表
化
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
っ
た
た
め
'

原
文
の
ま
～
紹
介
し
.て
｡
大
方
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
｡

た
だ
価
格
表
示
に
重
畳

･
容
量
の
単
位
を
欠
-
こ
と
は
'
該
資
料
紹
介
の
意
味
が
な
-
な
る
の
で
､
若
干
知
り
得
た
こ
と
を
補
足

し
'
相
場
書
中
'
前
後
の
数
値
か
ら
疑
問
が
感
じ
ら
れ
る
価
格
に
つ
い
て
は
'
重
量
の
単
位
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
｡

(1
)

文
政
三
年
の
松
前
肥
物
取
引
仕
法
に
関
す
る
仲
間
の
調
印
帳
に
よ
れ
は
'
諸
〆
槽

･
白
子

･
鮫
鮪

･
身
欠
の
俵
の
規
格
に
は
大

･

中

･
小
の
三
種
が
あ
り
､
大
は
皆
掛
二
五
貫
以
下
'
中
は
同

1
六
貫
以
下
'
小
は
同

一
1
買
以
下
と
分
栴
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
干
鰯

に
つ
い
て
は
見
地
楠
五
盃
以
上
と
以
下
で
歩
引
率
に
区
別
が
あ
る
｡
こ
の
見
地
桶
の
容
量
に
つ
い
て
は
明
碇
な
規
格
を
示
し
た
資
料

を
見
出
せ
な
い
が
'
寛
政
三
年
の
物
価
調
査
の
際
の
書
上
げ
に
'
升
目

一
斗
を
単
位
に
'
天
明
八
年
上
魚
弐
匁
五
分
か
ら
八
分
､
中

魚
弐
匁
二
分
か
ら
四
分
'
下
魚
壱
匁
七
分
か
ら
弐
匁
と
記
し
て
お
り
､
本
相
場
昏
同
年
の
数
値
と
ほ
ほ
近
似
し
た
数
字
を
示
し
て
い

(2
)

る
こ
と
か
ら
'

1
桶
=
見
地
桶
の
規
格
は
1
斗
で
あ

っ
た
と
推
塁
さ
れ
る
｡
見
地
桶
五
盃
を

1
位
の
培
準
と
す
れ
ば
､
一
俵
=
五
斗
'

一
石
=
四

〇
貫
と
し
て
1
位
の
重
畳
は
平
均
約
二

〇
貫
目
程
と
な
る
｡
以
上
は
松
前
物
及
び
奥
州
物

(南
部

･
津
軽

･
八
戸
辺
)
の

規
格
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
､
関
東

･
西
国
物
干
鰯
に
つ
い
て
は
'

｢
肥
物
商
組
合

一
班
｣
に
収
録
さ
れ
た
寛
政
元
年
十

一
月

の
問
屋

･
仲
買
の
連
印
議
定
書
に
注
さ
れ
た
メ
モ
に
よ
る
と
'
大
俵

一
六
-
二

〇
貫
目

･
中
依

一
〇
-
一
六
貫
目
､
小
依
三
-
四
貫

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

二
五
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

二
五
二

日
と
な
っ
て
お
り
'

本
相
場
書
の
寛
政
六
年
の
房
州
･･
越
後
物
の
琴

不
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
､

俵
の
規
格
に
は
産
地
に
よ

(3
)

っ
て
可
成
り
相
違
が
あ

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
｡

魚
肥
の
銘
柄
に
つ
い
て
は
専
門
的
知
識
を
欠
-
た
払
触
れ
得
な
i
が
＼
明
和
二
年
1
天
明
元
年
の
問
に
散
見
を
れ
る

｢
長
堀

･
幸

町

･由

江
｣
の
町
名
に
つ
い
て
は
･
寛
政
二
年
の
仲
間
の
上
申
中
に

｢
私
共
市
売
仕
候
干
鰯
艮
受
候
仲
買
共
日
<
永
代
浜
入
船
ノ
荷

物
井

一f蔵
人
荷
物
人
数
見
積
･
増
減
多
少
相
考
直
段
村
立
買
取
候
処
､
右
永
代
浜
ヲ
取
放
シ
,
堀
江
長
堀
道
頓
堀
木
掛
川
安
治
川
迎

(或
カ
)

其
外
浜
J
(

tt

罷
在
候
船
宿
小
宿
上
荷
宿

成

ハ

他
商
売
人
共
析
船
ノ
船
頭
水
主
等
ノ
線

一一随
ヒ
干
鮪
荷
物
引
受
蔵
人
仕
'
勿
論
市
場
ヨ

リ
永
代
浜
限
候
故
市
売

ハ
不
仕
候
得
共
t.
内
証

二
雪

E
.買
仕
侯
爵
追
々
砂
浜
仕
｣
と
璽

冗
荷
掛
取
増
加
に
ふ
れ
'
そ
の
禁
止
を
願

っ

て
お
り
､
前
文
に
も
触
れ
た
脇
浜
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
る
｡
な
お
､

7
時
的
に
で
牡
あ
れ
大
坂
間
置
が
こ
の
脇
浜
砂
相
場
を
地
方
か

顧
客
に
報
知
し
て
い
る
こ
と
は
､
幕
末
ま
で
株
立
て
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
同
地
の
干
鰐
商
仲
間
の
性
格
を
窺
う
上
で
興
味
秒
あ

る
と
こ
ら
で
あ
る
｡

最
後
に
取
知
人
に
つ
い
て
は
ヽ
大
坂
干
酪
商
仲
間
記
録
6
中
に
'
つ
き
の
よ
う
な
印
形
帳
が
見
出
さ
れ
る
｡

党

t
当
梅
干
餅
商
売
之
儀
は
往
古
♂
仕
釆
之
通
問
屋
仲
買
之
無
差
別
売
買
致
し
釆
候
事
'
然
ル
所
'
我
々
此
度
十
軒
申
合
セ
'
東
西
え
客
方
相
頼
問
屋
職
出

情
仕
'
以
後
荷
物
引
講
客
方
え
売
付
之
節
は
相
互
二
相
談
之
上
随
分
如
在
無
之
様
ll相
働
キ
可
申
候
事

1
客
方
♂

送
り
荷
物
又
は
此
方
買
付
荷
物
海
上
tt両
方
1
差
支
之
義
有
之
候
は
'
縦
横
合
荷
物
無
之
候
共
相
互
工
早
速
立
合
相
談
之
上
取
計
可
仕
候
事

1
此
以
後

右
十
軒
之
外
問
屋
職
御
望
之
事
有
^
7侯
は
相
訣
之
上
加
入
可
任
侠
罫

克
之
通
相
談
之
上
諸
事
相
究
候
上
は
急
皮
相
守
可
申
候
'
万
一
心
得
遭
被
致
候
仁
八
重
而
申
合
せ
相
除
可
申
候
'
以
上

安
永
六
年
酉
正
月

和
泉
屋
八
右
街
門
⑳

近
江
屋
平
右
術
門
⑳

和
泉
屋

掛
兵
術
⑲



鵜
屋

忠
右
術
門
⑳

生
月
屋
平
左
街
門
⑳

佃

屋

五
兵
術

尼

屋

市
兵
衛

吹
田
屋
六
右
総
門
⑳

虎

屋

苗
兵
術
⑲

的
屋

五
左
御
門

(4
)

報
知
人
が
へ

こ
の
十
軒
問
屋
の

一
員
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
十
拝
聞
星
結
成
の
背
後
関
係
は
詳
か
で
な
い
が
'
鵬
売
荷
物

増
加
の
債
向
と
無
関
係
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
｡

な
お
･.
相
場
書
に
は
宛
書
の
記
載
が
な
い
が
'

天
明
二
年
か
ら

｢
大
津
桶
｣
'

寛
政

一
一
年
か
ら

｢
大
沖
掛
り
物
｣
の
記
載
が
み

ら
れ
る
こ
と
は
'
大
津
問
屋
を
荘
由
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
'
或
い
は
こ
の
相
場
雷
が
米
相
場
同
様
'
大
津
問
屋

へ
宛
て
た
報

知
で
あ

っ
た
か
'
そ
の
決
め
手
を
欠
-
が
'
大
津
問
屋
の
価
格
形
成
の
上
で
果
す
位
置
を
窺
う
材
料
と
な
ろ
う
｡

註
(-
)

｢
大
坂
干
物
眉
仲
間
記
録
｣
の
う
ち
.
な
お
'
こ
の
時
の
規
定
雷

は
『潮
撰
北
海
道
史
』
儒
二
巻
五
〇
七
-
八
頁
に
収
録
を
さ
れ
て
い

る
｡

(2
)
寛
政
八
年
の
相
場
雷
に
｢新
桝
｣
と
断
っ
て
お
り
'
こ
の
時
期
に

計
晶

9
虜
故
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
が
､
見
地
桶
の
更
改

で
あ
っ
た
か
否
か
は
'今
の
と
こ
ろ
裏
付
け
の
史
科
は
見
出
せ
な
い
｡

(3
)
名
産
地
で
の
干
鰯
の
斗
り
桶
に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ
た
事
例
は
乏

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

し
い
が
'
下
総
国
海
上
郡
足
川
村
の
事
和
-
文
政
時
に
一
俵
は
二
斗

六
升
桝
で
三
盃
か
ら
三
盃
五
台
入
'
す
な
わ
ち
七
斗
八
升
か
ら
七
斗

八
升
五
合
人
と
さ
れ
て
お
り

(山
口
和
雄

『九
十
九
里
旧
地
曳
網
漁

業
』
二
七
七
頁
)'
輸
送
中
の
目
べ
り
を
考
慮
に
入
れ
て
も
'
問
屋

商
人
の
中
間
利
潤
の
源
泉
が
俵
直
し
の
過
程
に
存
し
た
こ
と
が
察
知

さ
れ
る
｡

(4
)
こ
の
中
'
生
平
･佃
五
･尼
市
の
三
名
は
塩
魚
問
屋
株
を
有
す
る
｡

二
五
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

宝
暦
九
年

初
相
庭

一
銚
子
外
川
赤
大
こ
し
長

中
こ
し
長
共

三
匁
五
六
分
点

三
匁
弐
三
分

1
宇
和
佐
伯
薄
赤
大
こ
し
長

中
こ
し
長
共

三
匁
弐
三
分
舟
≡
匁

一
日
向
日
中
大
こ
し
長

､

中
こ
し
長
共

三
匁
弐
三
分
舟

弐
匁
八
九
分
桶

右
之
通
初
売
買
御
座
候
'
諸
方
寒
漁
相
聞
へ
不
申
候
処
､
漸
関

東
表
出
方
斗
漁
事
御
座
候
放
'
人
気
能
､
急
入
用
筋
へ
景
気
能

買
取
供
'
此
後
漁
事
次
第
高
下
御
座
候
へ
共
'
当
分
緩
々

相
見

へ
不
申
候
'
恩
召
御
用
御
座
候

ハ
､
仰
被
下
皮
奉
頼
上
候
'
相

替
義
御
座
候

ハ
､
永
日
寛
申
上
へ
く
候
､
以
上

正
月
五
日

鷲
尾
忠
右
衛
門

二
五
四

一
挑
子
外
川
赤
中
越
長

大
こ
し
長
共

三
匁
八
九
分

三
匁
六
七
分

一
阿
波
薄
赤
大
越
長

≡
匁
弐
三
分

･

一
土
佐
日
向
薄
赤
大
越
長

中
こ
し
長
日
口
共

三
匁
弐
三
分

三
匁

弐
匁
八
九
分

一
宇
和
佐
伯
同
し
魚
筋

右
同
断

一
千
相
鹿
屋
三
拾
八
匁
五
分

次
三
十
六
匁

四
五
匁

弐
三
匁

下
相

三
十

一
匁
く
ら
い

右
之
通
御
座
候
'
千
か
之
義
関
東
も
の
次
第

二
無
数
相
成
候
得

ハ
､
右
相
場

こ
て
能
捌
進
キ
申
候
'
西
国
物
少
々
つ
ゝ
後
船
候

由
'
殊

二
宇
和
佐
伯
少
々
漁
事
仕
候
由
'
関
東
物
故
合
よ
り
下

直
之
方

一l
相
見
へ
申
候
'
干
相
之
義
種
相
高
直
故
望
取
乍
高
直

能
捌
進
キ
申
候
､
思
召
寄
被
仰
付
可
被
下
候
'
尚
相
暫
義
重
便



可
申
上
候
･
恐
々
監
11blu

(宝
暦
九
)

三
月
五
日

い
つ
ミ
や
勘
兵
衛

代
小
兵
衛

金
せ
に

メ

六
十

一
匁
九
分
五
度

十
五
匁
三
分

宝
暦
拾
庚
辰
年

一
銚
子
外
川
薄
赤
中
大
越
長

弐
匁
六
七
分
桶
舟
弐
匁
六
分

一
九
十
九
里
薄
赤
中
大
越
永

中
小
こ
し
長

弐
匁
八
九
分
桶

弐
匁
六
七
分

一
宇
和
佐
伯
薄
赤
中
大
こ
し
長

中
小
こ
し
長
日
ロ
と
も

弐
匁
八
分
桶
ぶ
弐
匁
四
五
分

一
佐
伯
中
羽
砕
十
〆
匁

ll付

廿
匁
お

十
八
九
匁

一
千
相
た
か
や

三
十

一
匁
五
分

な
ん
ば
や
廿
匁

次
廿
九
匁

廿
七
八
匁

下
廿
五
六
匁

中
国
正

四
十
三
匁
四
五
分

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

大
坂
泉
勘

正
月
五
日

相
千
か
相
庭

一
丁
子
外
河
油
取
捨
〆
目

廿

1
匁
Je
十
七
八
匁
迄

一
西
国
む
ろ
油
取
同
断

砂
な
し

廿
匁
舟
十
八
九
分

一
夏
引
赤
大
こ
し
長

中
こ
し
長

弐
匁
七
八
分
桶

一
丁
子
外
河
秋
引
中
こ
し
長

小
こ
し
長

壱
匁
壱
弐
分
桶

弐
匁

壱
匁
八
九
分
桶

一
千
相
た
か
や

廿
七
匁
五
分

廿
五
匁
五
分

廿
三
四
匁

二
五
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

廿

一
弐
匁

下
相
廿
匁
ま
て

〆
十

1
月
五
月

大
坂
泉
勘

宝
層
ー堕

毒

午
年

一
宇
卸
値
伯
薄
赤
沖
こ
し
長

日
小
満
共

弐
匁
二
面

分
相
冶

弐
匁

壱
匁
八
九
分

一
日
向
薄
赤
大
こ
七
長

中
こ
し
長
月
口
共

弐
匁
七
分
旦

一匁
弐
三
分

1
千
僧
た
か
や

弐
拾
五
匁

廿
三
匁

廿
壱
弐
匁

廿
匁

下
十
八
九
匁
遷

一
筑
前
米

正
五
十
雲

ハ
匁

一
金
せ
に

六
十
弐
匁
弐
分

十
五
匁
弐
分

一
水
油

弐
首
廿
八
匁

右
之
通
祝
義
初
売
買
仕
候
'
関
東
寒
引
漁
事
義
旧
冬
十
六
七
日

二
五
六

三
十
万
計
有
之
慣
由
'
廿
六
日
被
申
釆
候
'
冬
漁
事
承
先
々
大

悦
壮
候
正
月
五
日

大
坂
凝
勘

明
和
二
乙
周
年

大
坂
わ
し
や
Je

l
銚
子
外
川
南
部
油
取

三
十
六
七
匁
お
段
三
二
十
弐
111匁

廿
八
九
匁

壱
メ
匁

言
付
弐
匁
弐
111分
目

一
房
州
銚
子
冬
引

大
こ
し
長
中
こ
心
長
共

t

三
匁
六
七
分
点
段
々

三
匁
弐
三
分

一
千
相
た
か
や

三
十
四
匁

一
同

長
堀
幸
町
堀
江

三
十
匁
舟

廿
九
匁

廿
八
匁
四
五
分

右
之
通
初
売
買
御
座
候
1
関
東
表
寒
引
相
応
It漁
事
仕
候
･
凡



三
四
拾
万
計
有
之
由
'
ロ
ロ
碇
と
相
知
不
申
候
'
魚
品
悪
敷
御

座
候
へ
共
'
先
近
頃
之
漁
事

ll
御
座
候
'
段
々
入
船
仕
候

ハ
,

能
買
向
可
有
之
存
候

.

〆
･
わ
し
や
忠
右
衛
門

明
和
三
丙
成
年

十
う

ハ
さ
い
き
薄
赤
大
こ
し
長

中
こ
し
長

三
匁
三
四
分

弐
匁
八
九
分

一
日
向
日
う
と

三
匁
壱
弐
分

弐
匁
七
八
分

l
干
相
た
か
や

三
十
六
匁
五
分

次
三
十
三
四
匁

弐
≡
匁

三
十
匁

一
肥
後
米

六
十
五
匁
三
分

一
筑
前
米

六
十
四
匁
六
分

一
か
､
米

六
十
匁
六
分

一
同
大
豆

七
十
八
匁
五
分

l
種
油

四
首
五
十
匁

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

一
水
油

三
首
六
十
八
匁

六
十
三
匁
四
分

一
金
せ
に

十
五
匁
七
八
厘

〆
正
月
五
日

大
坂
泉
勘

明
和
五
戊
子
年

一
鹿
嶋
九
十
九
里

薄
赤
中
大
こ
し
長
中
こ
し
長

三
匁
三
四
分
桶

弐
匁
八
九
分

一
五
嶋
平
戸
中
物

三
匁
弐
三
分

.171匁

一
千
相
た
か
や
三
十
七
匁

次
三
十
四
匁

三
十
弐
匁

下
相
三
十
匁
-
ら
い

一
種
相

四
首
六
十
匁

一
水
油

弐
百
七
十
三
匁

六
十
三
匁
六
分

一
金
せ
に

十
五
匁
弐
分

〆

正
月

大
坂
泉
勘

明
和
七
庚
寅
年

二
五
七



史
料

館
研究
紀
要

第
三
号

1
薄
赤
中
日

二
触
空

相
剛

一
宇
和
佐
伯

薄
赤
中
大
こ
し
長

三
匁
弐
三
分

三
匁
四
五
分
迄

一
泊
取

弐
匁
八
九
分
目

一
本
た
か
や

三
十
七
匁
五
分

一
た
か
利

三
十
四
匁

次

三
十

一
匁

一
水
油

三
百
伸
二
匁

一
種
相

四
首
廿
五
匁

1
金
せ
に

詳

細
票

㌘

一
正
筑
前
米

六
十
八
匁
八
分

〆
正
月
五
日

大
坂
泉
勘

一
日
向
油
取
十
〆
匁
廿
弐
三
匁
か
へ

一
触
十
〆
匁
十
四
匁
位

但
シ
固

三
唱
〆
匁
引
有

〆
八
月
廿
四
日

泉
勘

明
和
九
壬
辰
年

二
五
八

一
宇
和
佐
伯
自
薄
赤

大
こ
し
長
中
小
し
長
小
ま
共

三
匁
壱
弐
分

三
匁

弐
匁
六
七
分
桶

一
千
拍
た
か
や
廿
九
匁
五
分

た
か
や
利
兵
衛
藤
兵
衛
庄
助
右
之
新
分

廿
六
匁
五
分

外
物
廿
三
匁
五
分

廿
弐
匁
五
分

一
大
坂
水
油

弐
百
七
十
七
匁

一
種
か
す

三
首
六
十
五
匁

1
餅

十
六
匁
諾

匁

一
中
国

五
十
五
匁
三
分

1
金
せ
に

等

如
放
讐

五
厘

′
正
月
五
日

大
坂
泉
勘

安
永
四
乙
未
年

大
坂
干
鰯
相
庭
之
事

一
佐
伯
こ
し
長

弐
十
弐
匁



壱
匁
八
九
分

弐
匁
桶

一
土
佐
こ
し
長

弐
匁
四
五
分

一
日
向
こ
し
長

壱
匁
八
九
分

一
長
崎

壱
匁
八
九
分

一
南
部
油
取

捨
〆
日
三
十
弐
三
匁

一
鮪
取

十
六
匁
五
分

一
き

,
め

十
二
匁
五
分

1
干
相

馬
利
廿
六
匁
五
分

弐
匁
弐
匁

四
五
匁

六
匁
三
匁
七
匁

一
因
幡
赤
大
こ
し
永

三
匁
壱
弐
分

中
こ
し
永

弐
匁
七
八
分

1
鯨
油
取

十
〆
匁
付

廿

1
弐
匁
お
十
八
匁
迄

1
鯨
油
取

十
七
匁
五
分
舟
十
六
匁
迄

1
緋
笹
め

十
七
匁
舟
十
四
匁
迄

一
千
相
本
家
た
か
や

三
十
匁
三
五
分

一
同
外
た
か
や

弐
十
七
匁
三
五
分

廿
七
匁

一
堀
江
幸
町

廿
五
匁
ぶ

廿
弐
三
匁
迄

一
金
せ
に

五
十
九
匁
五
分

一
堀
江
長
堀
幸
町

廿
弐
匁
七
八
分

一
水
油

三
首
十
七
匁

一
筑
せ
ん
正

六
十

一
匁
五
分

一
金
せ
に

六
十
匁
五
分

十
弐
匁
七
八
分

〆
正
月
初
う
り
か
い

大
坂

安
永
五
丙
申
年

一
宇
和
佐
伯

三
匁
壱
弐
分

薄
赤
中
こ
し
長

弐
匁
七
八
分
桶

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

十

一
匁
五
分
七
八
庄

一
中
国
米

四
十
七
匁
四
分

帳
合
引
方
四
十
七
匁
三
分

右
之
通
初
う
り
か
い
仕
候

大
坂
わ
し
や
忠
右
街
門

安
永
六
丁
酉
年

一
成
鳴

九
十
九
里
中
こ
し
長
小
こ
し
長

弐
匁
四
五
分
桶

一
右
同
所
中
大
こ
し
長
明
よ
し

二
五
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

三
匁
弐
三
分

三
匁

一
式
分
桶

1
関
東
鮪
相

十
〆
匁
廿
四
五
匁

一
平
戸
中
羽
薄
赤
明
よ
し

三
匁
弐
三
分
旦

二
匁

一
弐
分
桶

一
佐
伯
-
た
け

十

〆
廿

一
弐
匁

一
鮪
相
十
〆
匁

廿
匁

一
に
し
ん
笹
目

十
七
匁
六
七
分

十
四
匁
五
七
分

一
千
相
堀
へ
幸
町

廿
七
匁
五
分
Je
廿
六
匁
五
分

一
同
た
か
や

三
十

一
弐
匁

諒

弐
百
九
十
匁

一
金
せ
に

五
十
九
匁
六
分
五
厘

十
匁
九
分

一
肥
後
米

六
十
五
匁
六
分

〆
正
月
五
日

大
坂
わ
し
や
忠
右
衛
門

安
永
七
戊
成
年

大
坂
初
相
庭
之
事

1
房
扇
薄
赤
大
越
長

一
九
十
九
里

同
断

一
成
嶋

同
断

･111匁
八
九
分

四
匁
桶

一
同
所
中
こ
し
長
小
尺

一
二
匁
弐
三
分
桶

一
同
所
油
取
捨
〆
匁

廿
三
四
匁

五
匁
t

一
鮪
相
拾
〆
匁

十
八
匁
五
分
お
十
九
匁
五
分

一
に
し
ん
笹
日
十
七
匁
七
八
分

十
四
匁
五
六
分

一
め
き
れ

十
六
匁
弐
三
分

1
干
相
脇
鷹
や

･

廿
九
匁
舟
八
匁
五
分

一
同
次
相

廿
五
匁
Je
四
五
分

〆

わ
し
忠



大
坂
下
直
之
事

一
古
に
し
ん

十
四
匁
二

二
匁
九
分

一
房
州
赤
大
こ
し
長

=

弐
匁
壱
弐
分

一九十九
り
中
こ
し
長

壱
匁
八
九
分

′弐
匁

1(財
軍

配
誓

p
R
l.画

分

〆
九月
五
日

い
つ
ミ
や

安
永
九
庚
子
年

1
房
題
薄
赤
大
越
長
中
越
長

弐
匁
七
八
分
Je
五
六
分
桶

一
九
十
九
里
自
縛
赤
大
中
越
長

弐
匁
四
五
分

壱
弐
分
桶

一
佐
伯
枠
上
明
言

十
′
匁
十
八
九
匁
か
へ

･一正

し
ん

十
六
匁

一
さ
､
め

十
弐
匁
三
四
分

一
た
か
や
相

廿
弐
匁
八
分

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

一
堀
江
幸
町

一
荏
油

一
水
拍

一
金
せ
に

〆
-正
月
五
日

天
明
二
壬
寅
年

l
房
州
自
越
長

一
さ
ん
ま
相

一
蹴
一
さ

,
め
･

一
た
か
や
相
･

一
大
正
味

l
中
正
味

一
水
拍

一
同
大
豆

二
肥
後
相

十
八
匁
七
八
九
分

三
百
十
匁

弐
首
四
十
六
匁

六
十

l
匁
五
度

九
匁
七
分
玉
座
･;

大
坂
わ
し
や

江
粛
桶
弐
匁
七
分
か
へ

拾
〆
匁
拾
九
匁
舟
廿
匁

十
五
匁
か
へ

十

一
匁
弐
三
分

廿
五
匁
五
分

･.廿
三
匁
･

廿

一
匁

t

弐
百
五
十
三
五
匁

五
十
四
匁

五
十
六
匁
壱
分

二六
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

一
金
せ
に

五
十
九
匁
四
分
五
厘

九
匁
弐
分
五
厘

〆
J初
市
相
場
也

大
坂
泉
や
惣
治
郎

正
月
五
日

(天
明
八
戊
申
年
初
相
場
)

一
関
東
白
中
越
長

弐
匁
五
六
分
身
三
匁
桶

1
番
上

十
〆

三
拾
匁
か
へ

一
佐
伯
赤
中
羽
十
〆

廿
五
匁

一
触

弐
拾
四
匁

一
笹
目

拾
九
匁

一
数
子

三
拾
四
五
匁

一
た
か
や
干
相

五
拾
匁

一
大
正
味

四
十
六
匁
五
分

一
種
柏

五
百
八
拾
匁

一
荏
相

五
首
七
拾
匁

一
塩
鳴

二
二
斗
五
升

〆

大
坂

和
泉
や
勘

寛
政
二
庚
成
年

一
関
東
九
十
九
里
自
中
越
長

壱
匁
七
八
分
Je弐
匁
桶

一
金
せ
に

五
十
五
匁
弐
分
八
厘

九
匁
九
分

一
厘

一
同
所
さ
ん
ま
取

一
鮪
取

十
〆
匁

一
腰
取

〃

一
佐
伯
中
羽
取
同

一
笹
目

一
触
一
鮭
一
ほ
つ
け

一
大
正
ミ
干
拍

一
地
穫
相

一
椛
相

一
荏
相

一
水
拍

一
肥
後
正
米

十
〆
メ
廿
六
匁

廿
九
匁

廿
三
匁
五
分

三
十
壱
弐
匁

十
七
匁
五
分

廿
弐
匁
五
分

廿
弐
匁

廿
壱
匁
五
分

三
拾
三
匁

五
首
四
十
五
匁

五
首
拾
五
匁

五
首
目

三
首
五
拾
三
匁

五
十
五
匁
七
分



五
匁
八
分

六
匁
壱
分

五
拾
八
匁
五
分

五
十
五
匁
三
分
五
厘

九
匁
五
分
七
厘

正
月
五
日

大
坂
和
泉
昆
勘
兵
衛

寛
政
六
甲
寅
年

一
房
州
冬
引
薄
赤
越
長
五
盃
大

日
方
六
〆
以
上

拾
匁
五
分

一､同
所
上
油

九
〆
五
首
々
十
′
匁

拾
五
匁
五
分

一
同
所
番
上

九
〆
六
八
首
匁
入

廿
三
匁

一
越
後
上
油

七
'
八
〆
匁
大

給
三
匁

一
触
羽
外

廿
壱
匁

一
種
相

五
首
拾
匁

1
掛
相

四
首
八
拾
五
匁

一
鳴
塩

弐
斗
四
升

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

一
灘
之
外

一
水
拍

一
金
銭

一
筑
前
米

一
同
帳
合

大
坂
越
年
米

〆

正
月
五
日

寛
政
七
乙
卯
年

一
関
来
日
中
越
長

一
同
所
番
上
〆
相

一
平
戸
日
中
羽

一
糸
魚
川
油
物

一
走
緋

一
外
割

一
笹
日
･

壱
斗
四
升
五
合

三
百
五
十
五
匁

六
拾
匁

九
匁
四
分
弐
厘

六
十
四
匁
五
分

六
拾
三
匁
三
五
分

百
七
拾
九
万
五
千
九
拾
俵

大
坂
和
泉
勘

五
盃
入
拾
匁

九
〆
六
盲
人
廿
弐
匁

五
は
い

九
匁

七
〆
五
八
官

十
弐
匁
五
分

廿
匁

十
九
匁
六
分

十
五
匁
八
分

二六
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

.一
致

子

一
種
柏

一
荏
拍

1
大

正
干
相

一
億
昆
相
-′

一
水
拍

一
金
耳
に

〆
正
月
五
日

寛
政
八
丙
辰
年

九
十
九
里

七
､

1
上
々
油
物

二

番
上
相

山
出
し

-㌔

一
数
子

一
走
り
鰍

1
種
相

l
鴫
塩

三
十
弐
匁

四
首
七
十
弐
匁
二

四
首
七
十
匁

廿
九
匁
.

三
十
弐
匁

≡
首
廿
五
匁

六
拾
匁
三
分

九
匁
四
分
七
八
度

･･大
坂
相
場
一

一
金
せ
に

〆
∴
正
月
四
日
六
拾
匁
五
分

九
匁
六
分
四
厘

大
坂
亀
勘

寛
政
九
丁
巳
年

1
越
後

油

物

､新
姉

.
卦
匁
七
分
ぶ

弐
匁
四
五
分

一
関
東
さ
ん
ま
取

九
〆
六
引

廿
五
匁

新

1.桝

/

九
〆
六
八
首

≡
匁
桶

廿
四
匁

千 種 数 笹ー走
拍一拍 子 目ーI緋

三
拾
壱
匁
五
分

廿
弐
匁
五
八
分

四
首
八
拾
五
匁
-

弐
斗
三
升

一
同
た
か
や

一
鴫
革

一
な
た
塩

一
水
油

廿
五
匁
三
五
分

拾
六
匁
位

111捻
壱
匁

四
百
七
拾
匁

廿
九
匁
五
分

三
十
四
匁

弐
斗
五
升

八
合

一
斗
弐
升
三
合

三
首
六
十
六
匁

.i:



一
金
せ
に

〆

正
月
五
日

寛
政
十
戊
午
年

一
関
東
上
油
物

1
同
所
番
上
〆
相

一
越
後
上
油
物

一
佐
伯
つ
ヾ
き

赤
い
わ
し

1
煎
餅

六
十

一
匁
五
度

九
匁
五
分
五
厘

大
坂
初
相
場

目
方
七
〆

拾
弐
匁
五
分

九
〆
五
六

廿
弐
匁
五
八
分

九
〆
Je
十
〆

拾
三
匁
五
分

十
′
拾
五
匁
舟
廿
匁

廿
壱
匁
五
分

一
荏
か
す

大
津
着

五
首
拾
匁

.
右
初
商
内
少
々
任
侠
得
典
跡
調
か
ね
申
候

1
笹
め

･.∴

拾
六
匁

.

.

一
大
正
味
干
相

廿
七
匁
五
分

l
同
た
か
や

三
拾
壱
匁
五
分

1
種
相

四
育
三
拾
匁

｣
水
油

弐
百
九
十
三
匁

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(磁
岡
)

一金
せ
に
-

〆
,正
月
四
日

寛
政
十

一
巳
未
年

一
関
束
上
々
油

1
同

中
羽

一
同

番
上
取

1
い
と
井
川
油
物

一
走
り
鰍

一
な
み
相

一
同
荏
相

一
千
相

〓
偽
足
相

｣
l金
せ
に

六
十

一
匁
六
虚

九
匁
弐
分

大
坂
相
場

五
盃
入
十
弐
匁
五
分
位

六
匁
五
分
舟
九
匁
迄

廿
匁
駄
犬
沖
掛
り
物
弐
匁
弐
分

拾
壱
匁
位

.廿
弐
匁
位

′四
育
三
拾
匁
位

四
首
四
十
五
匁

廿
六
匁
位

三
拾
壱
匁

六
拾
弐
匁
七
八
厘

九
匁
四
分
三
五
圧
二
六
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

〆

正
月
四
日

一
関
東
上
油
干
加

一
同

中
物

1
鮫
相
九
〆
五
六
百

一
触
一
笹
目

〓
局
屋
相

一
荏
相

一
種
柏

1
筑
せ
ん
米

一
同

帳
合

一
正
味
相

一
金
せ
に

1
水
あ
ふ
ら

一
越
年
米

大
坂
亀
勘

五
盃
入
拾
弐
匁
五
分

十

l
匁
舟
拾
匁

拾
九
匁
五
分

廿
弐
匁

十
六
匁

三
十

1
匁

四
百
四
十
五
匁

四
百
三
十
匁

五
十
八
匁
六
分

五
十
八
匁
壱
分
Je

･
七
匁
八
九
分

廿
六
匁

六
十
弐
匁
五
分
八
厘

九
匁
四
分
三
四
厘

三
百
八
匁

首
七
十
八
万
三
首
俵

(寛
政

一
一
)

〆

正
月
五
日

寛
政
十
二
庚
申
年

一
関
束
大
越
長

一
同
所
番
上
取

二
六
六

大
坂わ
し
や
松
治
郎

五
盃
入
拾
四
匁
五
分

大
坂

ll
て
廿
四
匁
三
分

九
〆
五
六
百
匁

但
し
大
津
迄
弐
匁
弐
分
掛
り

越
後
薄
赤

一
中
越
長

1.
観

1
笹
目

な
だ

丁
種
拍

一
荏
拍

一
高
星
干
相

一
同
大
正
味

拾
弐
匁
五
分

廿
五
匁
五
分

商
内
な
し

廿
匁

四
百
七
拾
匁

四
首
六
拾
五
匁

三
拾
七
匁
五
分

廿
八
匁
五
分



一
水
拍

一
金
せ
に

一
筑
せ
ん
米

一
帳
合

一
越
年
米

メ

正
月
五
日

享
和
元
辛
酉
年

1
房
蚕
赤
油
物

1
鰍

十

〆

1
牧
子
舟
下

一
た
ね
油

一
荏
相

一
千
拍

1
同
高
屋

三
百
拾
五
匁

六
拾
三
匁
五
厘

九
匁
四
分

七
拾
弐
匁

六
十
九
匁
舟
九
匁
七
八
分

首
五
拾
八
万
俵

和
泉
星
助
兵
衛

五
盃
入

拾
五
匁
位
ノ

廿
六
匁
位

十
九
〆
大
挿
入

六
十
五
匁
五
分
位

四
首
九
拾
匁

三
十
六
匁

三
十
八
匁
五
分

一
金
せ
に

六
十

一
匁
五
分

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)

九
匁
弐
分

越
年
米

百
八
十
万
依
余

〆
正
月
五
日

大
坂
泉
勘

事
和
二
壬
成
年

一
関
東
上
油

十
〆

十
三
匁

又
弐
匁
大
津
入
掛
り
物

1
鰍

廿
弐
匁

一
種
相

四
首
六
拾
匁

〆

正
月
五
日

泉

勘

1
触

大
津
潜

廿
弐
匁
五
分

1冶
下
数
子

同
五
十
八
九
匁

一
番
上
取

同
廿
六
匁

一
巻
塩

同
九
匁
五
六
分

一
千
加
類

入
船
な
し

〆

正
月
廿
七
日

大
坂
わ
し
や

享
和
三
突
亥
年

一
房
州
番
上
〆
相

廿
匁
五
分

二
六
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

弐
匁
弐
分
掛
り
物

1
走
り
観

十
九
匁
方
式
三
分

一
か
や
へ

十
八
匁
四
五
分

一
笹
目
.

印
物
十
四
匁
五
七
分

十
三
匁
八
九
分

1
鱈
取

十
八
匁
五
分
位

二
口何
畳
干
拍

一
金
せ
に

二
六
八

四
拾
匁

六
十
三
匁
五
分

九
匁
壱
分

1
金
せ
に
,

六
十
三
匁
四
分

九
匁
三

分

〆
正
月
四
日

大
坂
亀
星
勘
兵
衛

文
化
二
乙
丑
年

.

一
走
鮎

■

〆大
津
入
廿
壱

匁
五
分

1
笹
目

す

廿
弐

匁
五
分

一
数
子

.
廿
〆

五
十
八~
匁

一
白
子

同

町
十
八
匁
五
分

1
番
上
〆
拍

廿
三
匁

メ
･･
正
月
四
日

∵大
坂
泉
甚

文
化
≡
丙
寅
年

一
走
糾

せ

〆
大
津
入

四
十
弐
匁

1
笹
日

十
五
〆
同
断
入
十
九
匁
五
分

1
白
子

丁
廿
′
同
断
入
五
拾
匁
舟

四
十
七
八
匁

1
ま
す
同

一
関
東
油
物

l
種
柏

廿
四
匁

十
三
匁

四
百
八
拾
匁

一
番
上

大
津
入

一
路
取

〃

一
関
東
油
物

一
高
昆
干
相

.-

一
同
大
豆
､

･1
或
せ
ん
米

..I

一
同

帳
合

∴

廿
三
匁

廿
壱
匁
五
分

拾

三
匁
位

三
十
八
匁
五
分

六
十
壱
匁

五
十
五
匁
五
分

五
十
八
匁
壱
三
分

壱
弐
分

l
数
子
方
下
十
九
〆
大
津
入



一
金
せ
に

〆
正
月
四
日

五
拾
匁
位

六
十
四
匁
九
分

八
匁
八
分

大
坂
泉
甚

文
化
四
丁
卯
年

一
西
国
上
油
干
加
大
津
大
給
三
匁
三
五
分

一
片
元
巻
塩

同
人

六
匁
弐
分

〆

三
月
廿
五
日

大
坂
平
利

(文
化
四
)

一
定
蜘

廿
〆
立
大
津
入
四
十
五
匁
位

一
笹
日

十
五
〆
立
同
断
入
廿
七
匁
位

･
一
数
子
舟
下
十
九
〆
立
同
断
入
五
十
五
匁

一
白
子

廿
〆
立
同
断
入
五
十
六
匁
五
分
位

一
関
凍
上
油
五
盃
入
六
′

十
弐
匁
五
八
分
位

一
鴫
塩

大
津
入

八
匁
七
八
分

一
巻
塩

同
人

九
匁
三
四
分

′
十
月
七
日
出

大
坂
泉
甚

文
化
五
戊
辰
年

一
定
餅

廿
〆
立
大
津
入

四
十
八
匁
五
分

】
笹
目

十
五
〆
大
挿
入

廿
六
匁

l
Je
下
数
子
十
九
〆
大
津
入
五
十
五
匁
五
分

一
関
東
千
か

大
津

拾
三
匁

一
番
上
〆
相

廿
三
匁
五
分

一
路
〆
相

廿
三
匁

〆
正
月
四
日

大
坂
和
泉
屋
甚
兵
術

㈹敦
賀
相
場
表
に
つ
い
て

敦
賀
仲
買
問
屋
と
目
さ
れ
る
近
江
屋
甚
三
郎

･
安
田
五
郎
右
街
門

･
清
水
仁
兵
衛

･
角
野
市
兵
術

･
加
賀
屋
宗
助
等
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
同
地
の
相
場
書
の
品
目
は
'
時
に
精
粗
が
あ

っ
て
必
ず
し
も

l
定
し
て
い
な
い
が
'
米

･
変

･
魚
肥
を
主
体
と
L
t
時
に
相
桝

(荏
相

･
油
相
)
･
石
懸
り
物

･
小
豆

･
銭
相
場
等
が
散
見
さ
れ
る
｡
ま
た
時
間
的
変
化
と
し
て
は
､
後
掲
の
表
を

一
瞥
し
て
明
白
な

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)



北国米大津大津高調 (天保14年)

史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

但し文化14-文政6年間の平均

〝文政3-天保3年間の平均
(2カ)

〝文政8-文政6年間の平均

〝文化11年頃

〝文政5-同7年間の平均

〝文政6年

〝文化14-文政3年間の平均

〝文政4年

加 州 米

秋 田 米

会 津 米

出 羽 新 庄 米

越 後 新 発 田 米

越 後 梅 谷 米

越 前 丸 岡 米

丹 後 田 辺 米

r大津市史J下巻p.107より

二
七
〇

よ
う
に
'
相
場
日
記
の
始
ま
っ
た
宝
暦
五
年
か
ら
天
明
中
頃
ま
で
の
報
知
の
頻
度
は
高
い
が
､

天
明
未
年
以
後
は
殆
ん
ど
初
相
場
の
報
知
の
み
に
止
ま
り
､
文
政
初
年
で
と
切
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
｡
冬
期
の
就
航
が
不
可
能
で
あ
っ
た
北
前
船
の
入
津
は
､
十
月
頃
が
最
終
便
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
か
ら
'
前
年
大
津
の
囲
い
荷
に
つ
い
て
初
相
場
が
建
て
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡

米
の
銘
柄
に
つ
い
て
は
'
上
米

･
中
米
･
下
米
'
地
米
の
区
別
が
あ
る
が
､
産
地
名
の
記
載

は
殆
ん
ど
な
-
'
こ
の
区
別
が
何
を
基
準
と
す
る
か
も
不
明
で
あ
る
｡
本
相
場
表
に
採
択
し
た

上
米
に
つ
い
て
は
明
和
七
年
三
月
二
七
日
付
の
古
米
に
越
後
'
安
永
四
年
六
月

一
八
日
付
に
新

川
米
と
産
地
の
名
を
冠
し
て
あ
る
が
､
こ
れ
が
上
米
の
銘
柄
を
示
す
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
｡

明
和
九
年
六
月

一
六
日
付
に
唯

一
の
敦
賀
上
米
の
記
載
が
あ
り
'
或
い
は
小
浜
藩
の
払
い
米
を

上
米
'
地
米
は
納
屋
米
的
な
も
の
を
指
称
し
て
区
別
さ
れ
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
'
断
定

し
難
い
の
で
後
考
に
譲
る
｡
明
治

二

年
の
｢
釆
覧
報
文
｣
に
載
せ
ら
れ
た
輸
入
米
の
記
事
に

よ
っ
て
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
'
寛
文
の
後
年
か
ら
減
少
の
一
途
を
辿
っ
た
同
地
の
大
津

米

(後
掲
第

一
図
参
照
)
の
う
ち
､
ど
れ
程
が
地
元
の
需
要
に
充
て
ら
れ
'
ど
れ
程
が
大
津
へ
廻

送
さ
れ
た
か
は
J
資
料
の
上
で
確
か
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
｡
た
だ
大
津
相
場
の
銘
柄
に
'
小

浜
米
を
除
き
北
国
米
が
代
表
的
な
銘
柄
と
し
て
登
場
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡

天
保

一
四
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
'
敦
賀

･
小
浜
を
経
由
し
た
と
思
わ
れ
る
大
津
へ
の
北
国
米

(1
)

入
津
高
の
凡
三
〇
年
間
の
平
均
は
六
万
五
､
五
〇
〇
俵
で
'
当
時
の
敦
賀
大
津
米
高
は
不
明
で

あ
る
が
'
そ
の
廻
送
さ
れ
て
く
る
産
地
と
比
重
の
凡
そ
を
推
察
す
る
手
掛
り
と
な
る
｡



米
に
比
べ
て
大
豆
に
関
し
て
は
'
越
後

･
最
上
･
津
軽

･
野
辺
地
と
産
地
名
の
記
載
が
あ
り
､
そ
の
他
馬
大
豆
･
秋
大
豆
の
種
類

が
あ
る
｡
そ
の
う
ち
比
較
的
連
年
に
亘
っ
て
記
載
の
あ
る
越
後
大
豆
を
相
場
表
に
採
用
し
た
が
､
同
大
豆
の
記
載
の
見

え

ぬ
年

の

み
'
適
宜
他
の
銘
柄
を
補
足
し
て
お
い
た
｡

魚
肥
に
つ
い
て
は
'
松
前

･
蝦
夷
地
産
の
緋
肥
と
北
国
魚
肥
=
干
鰯
類
に
区
別
さ
れ
る
｡
前
者
に
は
'
本
家
に
採
録
し
た
走
り
餅

(宝
暦

一
四
年
六
月
三
日
付
の
報
知
に
走
り
餌
と
並
ん
で

｢
身
欠
付
｣
直
段
が
区
別
し
て
記
服
し
て
あ
り
､
明
治
以
後
胴
鮫
と
呼
ば

れ
た
も
の
と
同

一
と
思
わ
れ
､
国
旗

･
束
蝕
の
別
が
あ
る
)

･
笹
目
･
数
子
･
白
子
の
ほ
か
'
日
切

(
の
き
れ
)

･
身
欠
等
が
散
見

さ
れ
た
が
省
略
し
た
｡
な
お
数
子
は
身
欠
等
と
共
に
'
従
来
食
用
水
産
物
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
'
玉
尾
家
の
｢
相
場
日
記
｣

に
見
ら
れ
る
限
り
肥
料
と
目
さ
れ
'
恐
ら
-
そ
れ
ら
の
粗
悪
品
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
数
子
の
ほ
か
比
較
的
多
-
散
見
さ
れ
る

｢

(2
)

(3
)

不
･Q
子
｣
=
｢
不
撰

子
｣
は
'

｢
ぶ
下
敷

子

｣

と
同
種
の
も
の
で
数
の
子
の
一
種
と
推
測
し
'
数
の
子
の
記
載
の
な
い
年
次
に
つ
い

て
は
不
Je
子
を
以
っ
て
補
足
し
た
｡

干
鰯
に
つ
い
て
は
'
油
物
干
鰯
と
秋
引

･
冬
引

･
後
引
と
漁
期
の
区
別
を
附
し
た
干
鰯
に
t
の
ち
〆
相

(鰯
･
鰭
)
が
加
わ
っ
て

く
る
｡
何
れ
も
産
地
の
記
載
は
稀
で
'
宝
暦

一
三
年
初
相
場

･
明
和
三
年
五
月
九
日
･
明
和
四
年
八
月

二

一日
の
三
報
知
に
は
酒
田

油
物
と
注
さ
れ
､
同
地
周
辺
か
ら
の
移
入
の
事
実
を
認
め
ら
れ
る
が
'
寛
政
五
年
九
月

1
八
日
の
加
賀
星
の
報
知
に
は
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
｡

一
節

十
〆
日

廿
壱
匁
五
分

1
出
1
ホ
ッ
ケ

一
越
後
上
油

一
能
代
中
物

拾
九
匁

同

事

五
盃
入
拾
弐
匁
五
分

〝

八
匁

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
号

ー
金
六
十
弐
匁
か
へ

上
油
〆
拍

拾
九
匁
五
分

十
貫
目
ll
付

一
箱
立

後
引
中
油
拍
拾
七
匁
五
分

(寛
政
五
)

〆
九
月
十
八
日

か

,
や

油
物
干
鰐
が
'
酒
田
周
辺
を
中
に
挟
ん
で
'
北
は
中
物
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
能
代
か
ら
'
上
物
に
格
付
け
さ
れ
た
越
後
ま
で
日
本
海

側

一
帯
に
産
出
さ
れ
'
敦
賀
へ
の
大
津
を
み
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
｡
~な
お
該
報
知
に
よ
っ
て
み
る
と
'
後
引
中
油
相
が
箱
館
か

ら
送
ら
れ
て
い
る
が
'
本
表
の
干
餅
が
同
地
の
産
で
あ
っ
た
か
否
か
は
確
証
が
な
い
｡

(明
和
三
年
五
月

二
二
日
付
の
報
知
に
｢
小

名
木
｣
の
産
地
名
が
冠
せ
ら
れ
t
.奥
州
北
部
産
の
印
象
が
準
い
)
｡

価
格
の
単
位
と
な
る
桶
の
容
量
は
明
か
で
な
い
が
大
坂
相
場
に
お
い
て
見
ら
れ
た
と
同
じ
-
'
五
盃
人
を
一
俵
と
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る

(前
引
加
賀
屋
報
知
)｡

相
類
に
つ
い
て
は
一
俵

(二
斗
四
ツ
入
り
)
を
単
位
と
す
る
と
思
わ
れ
る
油
相

(
の
ち
種
相
)
と
'＼
重
量
正
味

一
〇
貫
目
を
単
位

と
す
る
荏
相
の
二
種
が
あ
り
'
後
者
は
越
後
産
の
記
載
の
あ
る
i
)の
を
見
出
せ
る
が
'
前
者
に
は
産
地
の
記
載
が
な
い
｡

そ
の
他
断
片
的
に
採
録
し
た
品
目
に
つ
い
て
は
説
明
を
省
略
す
る
が
'
小
麦

･
小
豆
等
の
雑
穀
只
の
産
地
は
'
何
れ
も
他
の
主
要

穀
類
産
地
と
同
地
方
と
推
量
し
て
大
過
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡
金
相
場
に
つ
い
て
は
'
前
引
の
加
賀
星
の
報
知
に
も
見
ら
れ
る
通

り
t.
毎
年
の
初
相
場
の
記
載
に
は

｢
金
六
十
二
匁
立
｣
と
固
定
し
て
お
り
t
.現
実
の
金
相
場
と
は
拘
わ
り
な
く
六
二
匁
立
て
で
仕
切

ら
れ
た
も
の
ら
し
い
｡

な
お
'
敦
賀
相
場
に
お
け
る
各
品
目
の
価
格
の
単
位
は
'
大
坂
相
場
と
同
様
'
殆
ん
ど
記
載
が
な
い
｡
米
に
つ
い
て
は
大
坂
相
場

そ
の
他
か
ら
推
算
し
て
'
銀

1
0
匁
当
り
の
価
格
と
判
断
し
た
｡
魚
肥
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
記
事
か
ら
鰍
塀

･
〆
相
類
は
重
量

一



○
貫
目
'
干
解
析
は
1
桶
を
単
位
と
類
推
し
た
｡

(4
)

最
後
に
参
考
と
し
て
'
享
保
以
降
文
化

1
0
年
ま
で
の
敦
賀
供
物

(米

･
大
豆
)
入
浮
立
の
推
移
を
第

1
図
に
示
し
､
敦
賀

･
大

(5
)

坂
両
地
の
米
相
場
に
つ
い
て
'
敦
賀
に
お
い
て
は
初
相
場
(
上
米
)
'
大
坂
に
お
い
て
は
前
年
碁
の
納
相

場

(
筑
前
米
)
の
数
字
を
対

置
さ
せ
て
比
較
し
'
併
わ
せ
て
敦
賀
魚
肥
相
場
の
-
ち

｢
走
り
餌
｣
の
相
場
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
図
示
し
て
お
い
た
(第
二
図
)
｡

米
価
の
変
動
は
'
天
明
の
飢
僅
時
の
報
知
を
欠
く
た
め
断
定
的
な
判
断
は
下
せ
な
い
が
'
概
し
て
中
央
市
場
大
坂
に
比
べ
'
敦
賀

に
お
い
て
は
作
柄
の
豊
凶
そ
の
他
の
影
響
が
鋭
敏
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
が
､
記
載
時
期
に
関
す
る
限
り
両
地
問
の
相
場

の
開
き
は
存
外
に
狭
少
で
あ

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
｡
西
廻
り
海
道
の
開
通
に
よ
っ
て
下
関
を
迂
回
し
で
大
坂
へ
登
す
貨
物
の
違

(6
)

賃
が
'
輸
送
能
力
の
貧
弱
な
陸
上
輸
送
を
伴
う
敦
賀

･
大
津
経
由
の
上
方
輸
送
費
よ
り
も
著
し
-
低
既
で
あ
っ
た
こ
と

は
'

敦
賀
港

湾
都
市
の
死
命
を
制
す
る
重
要
な
条
件
で
あ

っ
た
が
､
如
上
の
両
地
間
の
価
格
差
の
狭
少
さ
は
'
米
の
仲
介
都
市
と
し
て
の
敦
賀
の

有
利
性
を

1
層
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
｡

注
(-
)

『福
井
県
史
』

(第
二
冊
第
二
桐
五
四
五
頁
)
に
よ
れ
は
'
こ
の

化
政
期
は
北
海
に
外
国
船
出
没
の
報
あ
っ
て
'
西
廻
航
路
が
忌
避
さ

れ
る
風
潮
で
'
敦
賀
大
津
供
物
の
一
時
的
増
加
を
み
た
時
期
と
さ
れ

て
い
る
｡

(2
)
本
文
二
三
入
貢
第
九
表
参
照
｡

(3
)
大
坂
相
場
昏
'
享
和
二
年
正
月
廿
七
日
付
の
報
知
参
照
｡

(4
)

｢
指
掌
録
｣
(『敦
賀
郡
誌
』
四
九
五
頁
)
に
よ
る
.
享
保
以
前
に

つ
い
て
は
前
掲
小
野
氏
論
文
に
図
示
さ
れ
て
い
る
｡

(-
)
｢
詣

鮒
軌
管

四
拾
五
年
間
大
坂
越
年
米
前
約
相
賀

｣

(≡

井
文
庫
写
本
)
に
よ
る
｡

(6
)
前
掲
小
野
氏
論
文
｡

近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情

(鶴
岡
)
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抽物干慣1楠ニ付 干 鯨秋引×冬引D後引△1桶ニ付 〆 粕玉音10貫目ユ付 油粕(アー荏粕rエー 懸 り 物 部 知 人

名 備 考i2%上3:;?802.00-､-1.802_40-2.502.00-2.20中 1.702.102.403.(刀J～B.10中 2.70-2.80Xl為01.90十汁㌔..17JT.I★l ;LpJ 73穐芸◆･;iエ 9.3(Iエ 9.00エ 9.CDエ11.00 匁8.40一､一8.5010.70-10.8010.00位ll_∝l位9.5010.70-10.8010.00 "-I前車清水近江屋滑三郎清水近江屋甚三郎滑水近江犀甚三郎滑水 浄聖 禦 ^(以下回一a
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敦 賀 相 場 表

年 月 日 上 米 越 後大 豆 走 ーり 餅 白 子 世 子
笹 目亡銀 銀 重畳

重量 重量 重畳10匁ニ付 10匁ニ付 10貫E]ニ付 10耳目ニ

付 10貫巨ニ付 lO首B=付宝暦 5.1.初5.ll6.- あ250.140～0.145古 0.115新 0.130 秋碩覧0.230庖0.210 国 1あ o新.12.70～le.8013.50｡■ヽ一13.70 上 16匁016.5018.(氾位 16匁015.(カ 9.30 l1

2.00 ーIl9.30-9.SO L-.8.16

15.70～15.80 上 20.20 19.

5010.24 17.50 21.50 21.00宝暦 6.

1.初 東 17.30固17.50 _上 21.50 21.50'2.2 0.110 1

0.200秋 0.215 東17.30固17.50 上 22.00 21.804.23 0.1200.130 秋馬 0.2000.210 14.50～14.30

上 22.CO 19.∝I6.10 新 13.80～13.90 新 19.00
16.006.18 新 15.00 20

.00 17.50 10.00ll.00 I10.00 ､

7.19 14.50 20.70 17.70～0.220 J～l4.70 -20.8

0 一一17.RO.ll.15 0.155 新 0.305■-0.307 束14.50-14.70 上 20

.50 19.00宝暦 7. 3.8 0ー1800.190

秋0.175馬 0.195 周 14.00束13.80 中 18.00 17.3

05.24 属0.180 新14.00 2l.00 17.006 8 0.150 14.50 22.00 17.00 10.70-)0.80.,:ll
.20 新 0.195～0.207古0.180 0.160 田14.50～

14.70 上 20.20一一20.30 次18.50-21.00 ll.00 I

メll.50宝暦 8. 2.17 0.170 0.148～0.149 固17.80 中

21.002.20 io.170 0.】4

0～0.147 17.60.～17.80 上 23.006.3 古1.37273 0.155 新正ミ16.70上 22.70一一22.80 18.30～0.1∝l 一一16.80

-18.507.2 0.170 点上0.165 16.7

0--16.80 23;50 20.00 12.30-12.508.14 0.175 0.200 正ミ17.00
23.30不J5
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拍物干鰯1桶ニ付 干 鰯秋引×冬引口後引△1栢ニ付 〆 柏重蚤10貫E]輔 油粕 (チ)･荏柏 r土1懸 り 物 報 知 人

名 備 考2.20I-2.302.20一､一2.30仲 ～1i7㌫.2.10:～2.20比 ～2;.1200上 1.80申 1.60_上2.00.*l.50-I.△～liでgox～li子…ox～lif450･J i‰△ 1.206P l.20 辺春直ニ成`ヽ.. 7 3.60越後柏 .9.0) 9.SO位8.40-8.508.20～8.307.20一一7.307.50 近江屍安田安田五郎左エ門TJT安田五郎石工門清水 節 .教子詰直咋て買人魚之充かいなし金62匁立金62匁立--二 ■､...､二l､.ヰ∴小麦
あ oo′ト豆 0.400～2;!20o r先頃p.b.上方I.上1.2.020 D崇 ..42.0≡曇ら!200 △ ..40 候故此方餅欝後柏9.00エ7.20一､-7.30エ 7.50 過分満直ニ致7.20～7.30㌦''I【: 候ー清水仁兵

衛伝兵衛安田五郎左エ門安田前に同:l l.901中 1.50同順 1.冒?90.i12.00㌢中1.70こ上2.00i中1.65!上 2.00 じ辛△霊 ?40△霊 ?.o 仙 や わ8.00位7.40-7.50 JtJh:号ヽI- →hi.I

-清水近江屋安田五郎左エ門安田'I-12.00 上土 ㌘7

0 7.40～7.50 安田五郎左エ門I-1=i:㍗,01.80i ～1.90;上117?80比 ロ1.10～1.20口1.10-1.20



年 月 日 上 米 越 後 大豆 走 り 餅 白 子 教

子 在 日鶴 銀 重量
重蚤 重畳 重量10分ニ付 10匁ニ付 10貫目ニ付 10貫 目ニ

付 10貫目二村 10貫目ニ付宝暦 9.2.20 盲0.173-づ新0.183--5 上 0.210 19.50 上蓋 ヲ500上 19.00 22.00 15.808.30-8.503.16

0.180 0.230 19.玩) 22.00

6.18 0.200 上 0.270 13.00 15.507.3 0.225 0.290 正味 20.CO位 不Ji-千 8.5

0一､一0.227 ～0.295 13.00位 16.50位 一､-S.7010.15 古3:.2ヲ2250.230 上
～Oa?29905新 0.320秋0.345 13.(氾 上19.SO位

17.50 9.00ll.18 固12.90かやへ13.2

0118.50 17.50 8.90宝暦 10.1.ll 13.30 上18.80 17.80 9.306_t4 0.300 上0.38… 0秋 0.

400 13.00 上18.5021.∝I 17.5020.00位 8.20J,-8.3012.7

0～12.808.506.ll 0.280. 最上0.400 新12.708_4 0.220

上 0.310秋 0.335 16.50宝暦 ー1. 1.初 古0.270新0

.276 舌枚o.365新0.265 15.00 19.00 19.5_02.8 0.270 0.340古-0.350 15.00 18.70 19.003.183.204.21 0.290妃 だ…500.275

0.270釈～0.2800.320～5古0.385 14.00束13.80固14.0014.00 17.0015.50上16.70--16.80

18.0016_005.10 屯上 0.3200.360 古13.50 上17.00 16.30-

16.507_4 0.330 12.60～12.70 上18.00 16.009.1 0
.285 0.320～0.330 13.20-13.30 18.00 17.00 9.2

0～9.309.19 0.300 0.340-0.350 13.50一一13.60 18.00 18.50

9.60ll.18 0.310 新上 0.300秋 0.340 13.00位

17.00 17.50 9.00宝暦 12.1.16 新0.3

00台0.325 秋 0.300 弼l3.50東13.50 17.70 17.00 10.002_ 3 0.270地所
上0.27か-515.
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油物干 錫～11桶ニ付 干 鰯秋引×冬引Ej後引∠ゝ1楠ニ付 〆 柏重S-10貫目ヰf油粕 (ナー荏拍 (エー 懸 り 物 報 知 人

名 備 考I..L l1..-;0.1.50;-1.60 ロ1.00～1.80□1.00- 1.80秋引冬引.物 2匁3分楠 エ 6_5073.60一､一3.70エ 9_507～3;560.∴ 諺 .荏柏.種肋 し 7.50∫.-7ー708.00 位 清水 少々滑水清水 `近江尾安田近ZI:盟安田近江屋近江尾滑水近江昆安田 . 音気強ク相成申侯?酒田 1.50- 1.601.60;～ 1.70m 11610.70･.｣1.2?30-上三…?30二. rT'1事拙 f:Z?30:13:賢30lil.1,?30二上e.2?30ー上豊 3.上!.圭?20北 三32?20i上3:32?20r伸 i.;.080≡i所引千か崇;;入舟無御座1上3:㌘30 ロ1.20-1.30□1.20-I.30⊂コ1.20- 1.30△上音?6b口1.20- I.30△1.60-.-1.70△1.50-I-1.60□1.50～1.60･i.fP70□1.30I-1.40ミ一切無之..侯.古上地 /△土…?,o 8.40■ー8.509_αー9.00位8.50-8.608_50-8.70&70--8_809_50一一9.608.70--8.808.20--8.308.40一一8.50 金62匁立不景気=御座侯金

62匁立金62匁立貰.越後紬紳 3:≡?30LLJ拙 3:42?50△霊 ?80ロ1_60-1.70△七㌢90 8.40--8.508.ー0



年 月 日 上 米 越後大 豆銀10匁ニ付 走 り 丘群 白 子 政

子 笹 目鶴 重畳

重畳 重畳 重量10匁ニ付 10耳E]ニ付 10貫目ニ付

10耳目ニ付 10貫目ニ付宝暦 12_. 5.287.27.23 0.2550.230 最上 0.335津軽 0.356秋 0.330 10.00正味11.0012.α)～12.20 16.5317.0016.70一一16.80 次15.20`ヽ-

15.3016.30 7.007.20宝暦 13. 1.初 0.210--5地所0.210 上 0.210

秋 0.230 12.80 17.30 9.003.9 0.210 舌 0.230馬 0.240

13.00 17.30 不JS.子17.の 9.509.003.27

同 事 かやへ11.60 17.00 15.8018.30-18.50宝暦 13. 6.19 0.2】5 上

0.245津車重0.265 江差 18.(刀かやへ13.3019.20-19.507_4 0.2050.2030.190 津軽0.27510.290 江:差 13.50かやへ14.00 20

.00 lO.007.21 14.50一一14.70

20.00 10.30-10.508.7 15.00かやへ15.30 20.00 10.00宝暦 ー4-.1.初

0.245-250秋0.225攻上0.230秋 0.255 固 16.30 21.70 19.80 12.7013.706.310.2512.28

新 15.30身欠付 】5.9018.0017.90 新 22.0022.50 上】9.00不A子23.00位22.00明和 2. 1.初 舌0.198-.205上 0.23
0新0.220-3 秋 0.260 17.00 上21.朗 不JS.チ

21.20 12.808.50-.-8.70ll.50ll.503.14

舌0.213-6 上 0.260 固17.50-.70上 22.30新0.230 秋 0.285 かやへ】8.00

一一22.50 次 20.00共餅 ..4.10 舌0.215--20上 0.28

0新0.230-ち 秋 0.295 江差 17.80かやへ2

2.50上22.804.24 0.220位 般上o

.300沖車至0.310 新 14.SO位 20.00位5.18 0.223 0.284 新餅類比問段 入々.船仕侯一-0.235 秋 0.324 白子.在日共直段出来不仕恢7_5

7.237.20 0.220-0.2300.225 上 0.310GJ=0
.28
.
0

16.50

19.70
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抽物干鰯1楠ニ付 千 一 鰯秋引×冬引□後引∠ゝ1楠ニ付 〆. 粕重曹10貫Bコ付 油粕(ア)荏粕 eE.ー 懸 り 物 報 知 人 名

備 ∴ 考2.50一､-2.60酒田_上2.80一.之903.30中 1.90新3:….0602.50～2.60 × 1.70 71.,?607 3.30 9_70-9.809.70--9.809.30-9.4010.40･､-10.5010.70一一 10.809.70～ 9.8010.20- 10.309.00位9.60～ 9.70 近江屋 小豆5180.一一一190× 1.70× 1.70△土lT7701.55-1_60%× 1.70× 1.70× 1.701.601:60-､一】.70× 1.65･､-1.70 .× 1.70¥ 1.70× 1.701.60×一一1.70 近江屋安田利左エ門近江屋安田.近江最近江尾近江屋,安田近江屋近江屋近江昆安田近江:昆安田近江昆安田安田近江星近江匿近江昆近江屋近江昆∴安田近江昆 ｣､麦0.270.～ _280･妙あじ千



勾三 月 日 _上 米 越後 大豆 起 り 鮮 白 子 教 子
笹 白銀 # 重昏

重昔 重責 重量10匁 ニ 付 10匁ニ 付 10貫 目ニ付 10貫目ニ

付 10貫 目ニ付 10貫 Bニ付明和 2ー 9. 16 0.180 0_ー30--0.135 皆掛ケ)7.80 上 zZ.50

不b.子22.50】2.70- 12.8010. ll 0ー175～0.180 折 0.125 18.3

0 上 22.50 〝 22_50 12.70～12.80ー0.29 0.180 新0.)30-

40苗0.160-.70 17.90 22.50 同 車 12.80ll. .5 0.】80-0.185 所0.140-る0古0.16

5-70固17.90 上 22.50 ′'22.20 12.70J,-12.80明和 3. 1. 初 新 0.190-5古0.185

新 0.130 国17.30 上 22.(刀 〝 21_50 12.8010.50
- 70.603.23 新 0.190 のへも0.170 17.50 1 22.00

21.5020.505. 9 0.】85--0.190 0.190

所束】4.0016.00 上 21.005. 25 0.183 上
0.163--5 所 14.30 上 21.80 10.70∫-.0.185 秋0.1

9α-5 ～14.50 ･､-10.807..21 0.190
0.2CK)-0.220 正ミ15.0

0位 21.00 ll.008. 15 0.190 gr晋0195 15.70 21.0

0. ll.30一､-15.80 一一11.509.15 0.はP 新 0.210一一0.213 16.00 21.00

ll.40--ll.50 '9.19 古 0.183.-名 所上0.205折 0.193-ゼ00 ～0.210 料15.

80位 21.00 不J5..子20.70～20.80 ll.50】0..3 0.180新 0.19α､る 舌0.220

新上0.215-.20 15.90 21.00 20.50 ll.5010.ll 古 0.18
2-.3新 0.190-8 0.210 かもかけ15.7- 15.80 21.00 不b子20.

50 ll.50明和 4. 1. 17 上 0.2250.185 秋 0.235 14.70 上20.5

0 19.50 1】.002.23 所0.1f60.180 所上0.220秋0.23

0 15.30 な し な し な しな し2.20 15.30 えぞ19.50上21.00位

はね20.00えぞ20.00 不b子20.103. .8 古 0.175 上 0.217新0.177-名0 一

一0.220 15.80 〝 20.503.24 宗.o:i

880035遥 々oO:222g 15.80 申 20.00えぞ20.(刀 次 19.70な し4.23 古 0.180-3 上J

tO.217-8新0.193～2の秋 0.220-5 15.30 中 20.0
05.12 上 0.180地0.160 秋0.210位 15.50なし

6ー1
60.182
一一
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･抽物干鰯1楠ニ付 干 頗秋引×冬引ロ後引△1楠ニ付 〆 L粕重量10貫E]き付 油粕け一昔拍 (土1 懸 り 物 報 知 人

名 備 考lL.≡?7013.0_0-3.20#上3.α)中2.50上3.00中2.6513:3T203.00､3.20上霊?20li.g?20止豊 203.20-3.30新2.70 △i:;?80.△L.i?20△3:12?20･i:fP70･L.冒?70号 .fP70･上IP80′トなき1.50 74.α)位チ 10.50 9.00位9.80～ 9.909.50̀､-9.609.20- 9.309.50-9.70 安田1p近江:昆安田近江昆近江昆 ●近江昆近江屋敷雪間畠中折江屋近江昆 苛.酒田能登新米06195-7漁身欠付貰.顎.身

欠取,J､豆0.565;2.50-2.601-t～2-2.…3上～2,-.g.上⊥22..3500′J､なき1.50□ なし△1.;?80 エ )0.F-07 3.50

近江昆安田近江昆敦賀浜i千か類少々共未直段相止 1.80･､一1.90lJ-1≡090i.上2.00位2.00.ト. 入舟仕候弥立不申候× 1.20今上…?30 エ 8.50 近江昆



年 月 日 上 米 越後大 豆岱10匁ニ付 走 り 餅 白 子 教

子 笹 目銀 重畳

重量 重畳 重量10匁ニ付 10貫目コ付 10貫Elユ付

10貫目ニ付 10貫目ユ付明和 4 7. 22 古豊 265 上 0.190秋 0.200 16.50 23.0
0 19.50～19.70 12.008. 12 0.165 0.180 18.

80 25.00 22.0022.80 13.508_ 10 0.165-0.170 0.183--5
秋 0.190 18.50 24.50 13.50-13.709. 15 折 0.1850.

175 新 0.190秋 0.2(刀 19.00 25.(X) 14.809_ 21 %0.185-7所0.2∝) 新上 0々.か

3､6 18.70秋 0.210 .-18.80 25.00 不b子22.80 14.50問9. 20 0.1■80古～0.

187 新0.225-3秋0.230-7皆掛18.00 25.00 〝22.50 14.5010. 13 舌0.170

-80所0.180-ち 0.225秋0.2350.210 17.50

25.30 〝 22.20 14.3012. 13 紀 去71880 18.00 26

.00 〝23.00 14.80明和 5.1.初カ 舌 0.160地所0.172 18.80 27.∝l 0 23.70 1

5.の2_2.2 古0.15 2-8新0.157-6 0.200 19.80 かやへ孤 00 〝 24.2

0--24.30 16.3010.502..19 舌0.157-

市0新0160--5 0.203 20.(沿 〝20.20 〟 25.

0018.6CI5.13 新霊 胃65 hki.oT225

新正ミ16.20 24.00&5_28 0.155 0.210 16.3

0正ミ 24.00 10.70-0.157 一一0.215 新15.50- 一一10.806.16 0.155

0.195 15.70折 16.00 上24.70 ll.2010. 7 80.147-8新0.160 上 0.210

秋 0.220 17.50 26.00位不b.子23.0) 12.70-12.80明和 6. I. 初 0.153< 上 0.202秋 0.207 17

.30 25.50 IP23.0016.50 13.30-13.50ら.10

5.20 0.165-0170 0.227秋 0232 串.17.70-

.801120--.30 20.30-2050 7.30'､.750

0.170 上 0.230秋 0.240 5'言0.3欝.-&. 20.00 7.006. 2 grioiiPoo 19.30'-19.50 7.30-7.506.15 ll.50 19.20-19.30

不h.L子17.50 7.506.17 0.170 止 0.215秋 0.230 ll.50■ー11.60 19.201J,-19.30
'〝17.507.50
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油物干鰯1桶ニ付 千 秋引立冬引ロ後引∠ゝ1㌧桶ニ付 二.I:.. 柏重量 て.10貫目三村 抽和 げ一二革申 年ー懸 り 物 報 知 人

名 備 考汰 し _ (l /エ 9.00エ 8.00土 7.50.土 7.00 9.50- 9.60 安田 馴ま越後米′j､豆

0_260--0.270l l.90 ×1.1

0- 0 9.20 角市1～2;I,0.2.60前ニ阿13:呈?20止 だ70I.5l)～1.60 I.2･豊 30× ).20じ･土;㌔o∠ゝ 1_00×1.10 ～ 9.309.70㌻.～ 9.809.50■ 9.500.2io小豆 - 0.250

敦賀間昆中角野角野近江尾角市上､_liSo1.70･､一1.80酌ニ同1.60～.I_70己 i讐o上Ll.l讐0I.60-.-1.701.701.60-1.70上 1.60I.701.701.701.501.60～1.70 ∠ゝ 1.10･豊 90じ△上官?10∠ゝ 】.00∠ゝ 1.00△1.00∠ゝ 1.00Xl.00位∠ゝ1.00∠ゝ1.(沿p△1.00∠ゝ0.90△ 3:≡?90 角野近江屋安田近江屋角市近江昆角市近江屋近甚角野近江屋 小豆 0.220′j＼麦 0.1卯/ト豆 OJ70′J､豆0.200



年 月 日 上 米 越 後 大 豆 走 り 餅 白 子 教
子 笹 目銀 銀 重量

重畳 重畳 重量10匁ニ付 lO匁三付 ` 10貫Bニ付 lO貫目ユ

付 10貫目ニ付 10貫目ニ付明和 6. 9.5 0.160 0.270-80新0.255 13

..g 19.00 18.50 10.0012.2 新0.177-80.172-3上0.270秋0_283-ち

】3.70 18.70 不/J子18.30 10.50明和 7_ 1.初 古0.170-5地所0.1

85 0.250 13.50 18.70 〝 18.30 10.502‥6 古 0.170地所0.175 新0_215 12..70 17.80 〝 17.50 10

.507.003.ll 新書 言等3 0.220 12.70 19.00 ′′17.503.27琵旨0.173-

ち所0.177-8 0.270秋0.280､4 】2.70 19.20

〝 17.50不h子18.306.21I 0.185-0.187 0.290 正ミ新10.

50 18.00r 閏 6.20 0.205 秋0.300 】1.70一一

11.80 17.80 7.50～7.608.18 0.190-0.195 上 0.245 14.00 20.α) 9.5010.12 舌0.190.､4

折0.213-5舌0.190所0.220-3 0.215台0.245 13.SO位 19.70一一19.80 〝 18.00 9.009.00ll.18 12.00 19.50 16.80ll.24 12.0

0 19.50 不丘子17.20～17.30明和 8.1.初 舌0.190新0.210-5 0.213--

5秋 0.225 12.30 19.50 〝 16.50 9.002..3 舌0.190新0.213--5 折 0.215 12.

30-12.50 20.00 〟 16.50 9.202.21 舌0.192-名所0.203-15上0.210

位軌 ヱ3.23050 上39諾 50 "16ー50～16.70 9.008.504.6

所1.2..)…15 0.230上0.220位 tJ.B13.50 上20.CO ･b子1

7.(巾･b子17.208.28 古 0.215-7所0.225 新0.195$0_205-1 正ミ14.00 20.009.16

0.220 折上 0.182古0.200位 14.20～14.30 20.00 8.50明和 9_ I..8 舌0.203--10上 0.173地所0.21計､5秋 0.180 悶 13.50東

13.70 19.80 〟 17.00 8.502.22 新3:㌘宣30 上 0.190秋0.】95

--7 固 14.00位 20.CO 〝 17.30 8.507.003.16

新豊 2050 0.200 間 14.00束 14.2020.00〝17.30

6
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聴物干鰯1楠ニ付 干 鰐秋引× 〆 柏 荏 粕 小 豆 報 知 人

名 備 考冬引□抜引∠ゝ 荘蚤

正 10貫 銀1桶ニ付 10FElニ

付 日ニ付 10匁ニ付上L.言?50-Ei.260rli..;?GO1.め】_60上i:;?601.90--2.00上 2.001三20?102.20上L.;?20上!.≡?30上!.≡?30上 2.30 ∠ゝ 0.80△ 1.00△ 1.00△J.00△1.00△】.00△i:冒?30△L.fP30△L.i?30△i:i?,o△霊 ㌔o△t.㍗,o△霊 ?,o△上…T3Jo∠ゝ 1.20 白子.静子め無数.買 6_7010.83無数一向売 of2900.260- 0.270に切申候.さゝ鰯るいなし0.2600.200位0.220 角市角市角野近江屋近江昆角市近江屋角野近江星.角野近江二足角野近江昆近江昆角野近甚 馴 i新川米懸り9

.20-.9.30懸り物 9
.50ー■人多し.千9.50上3:Z?30上 2.30上1.㌢60 △L.fP,o△ 1.30

△ 1.50 9.SO位 安田角野安田上3:32?40上3:32?40 1.30



年 月 日 上 米 越後大 豆 走 り 餅 白 子 教
子 在 日銀 銀 重畳

重丑 重畳 重畳10匁ニ付 10匁ニ付 10耳目ニ付 10貫 目ユ

付 10貫目ユ付 10貫8二村安永 2-5_14 0.200 0.210秋 0.220 9.00 16.5

0～le.80 不舟子 13.00 5.707.20 0.207 0.220秋 0.230 10.

00 16.30一一16.50 〝 14.00 6.509.23 新 0.220 新上0.210 10.00 16.30 〝 14.50

8.300.20こ) 秋 0.220 一一16.50 一一.8.5012.15 古0.205-10新 0.2

30一一5上 0.240秋 0.250 莱lo.00 16.00 〝 14.50 7.50安永 3. 1.ll 盲0.2C8--7地新

0.230 0.243秋 0.255 固10.00束10.10 16.00 〝 14.70 7.20 i2.23 80.205-7新

0.230 新上0.247秋0.255 10.00 16.00 〝 14.70〝14.20
-14.30 7.206...4 0.210 上 0.245秋0.260-5 正ミ折目.00 17.(氾 7.00 ]7..2 0.212一一0.213 0.245秋 0.265 ll.50 17.CO

I8.00 ;7.23 0.185--0.190 上 0.2】0秋0.240 束14.00 17.30∫.-

17.50 〝 15.50 10_008.13 0.190--0.l95 上0.210秋 0.240 上かけ束14.7

0 18.(氾 17.00 10.50a l2 0.187-.0.188 _上0.215秋 0.23…

0新14.70古14.00 18.α) 〝 16.50 10.CO9.- 0.203～0.205 台上 0.250秋 0.260 13.90 】8.00

政子 16.80 10.50安永 4.1.ll 舌0.2)2--3新 0.2】5 上々0.230古0.255-60圃14.70束

14.90 上18.30 不J5-子 17.30N ]8.0) 日.20 '2..7 古 0.213-ち地

所0.215 _上 0.225秋 0.245-.7固15.00束15

.20 I8.80 F二11.60 F2.23 舌0.212

--3新 0.215 lO.230新秋0.245 固】5.20 19.00 ユ】.80､.､ 6‥3 0.205 上 0.240 正ミ 上 18.00 8.50-0.210 秋0.2桝 0所13.50

教子i不h子16.00宣. 6.18 ち….0.185 上 0.230秋0.250～60 lS.0

0位 19.50 10.00位.I8.12 0.195-OJ97 0.230-40秋 0.265 1

6.00 21.50 不b子 19.00 ll.009.19 :i.0.210 0.265 .古0.290.

絹00 16.00位 21.80 19.50 ll.0010.l3 0.215 所0.255-も0古0.

270一一80 16.00 21.80 不b子19.50 ll.00ll‥5 0.205
-0.207
新0.255
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油物干鰯1桶ニ付 干 鰯秋引x 〆 粕 甚 粕正 】0貫 小 豆 帝 知 人

名 備 考冬引ロ後引△

重量 銀1楠ニ付 10貫目二村

自ニ付 10匁ニ付中 2三60上なし上 霊 0.0上2.6013:≡?,o上 2.00 ∠ゝ なし△L.;.0.0･士 …?.o地引一.20申1.80-1.9下1.10-1.ロ1-50 020 ll.501).008.50 0.2000.2000.250`ヽ-0.260母上o.2600.2600.260最上0.290-0.2950.210 角野近江屋角野近江:屋近江昆角野近江屋近江屋近江屋.角野近甚近江屋角野 石懸り9.4O-9.50静1大豆当

分入舟なし照り物 9_00金62匁立2.00上 1.90上 2.α)上2.00ll.㌢90△霊 ?.o△土…?36から1.20一一1.30△誓 30'△i:llT20 0.220-0.2300



年 月 日 上 米 越 後大 豆 走 り 餅 白 子 故 千
笹 日a 銀 重量

重量 重畳 重量10匁ニ付 10匁ニ付 10貫目ニ付 10貰Bニ付

10首Eユ付 10貫目ニ付安永 5.日.lO 0.180 0.190秩0.195 16.(カ

22.50 不〟子20.00 12.50ユ2.5 地所0.182盲 0.180 上新0.190古 0.210

15.80 21..(刀 〝 19.50 12.501安永 6. 6.1410.-安永 7.∴1..初 0.1600.185--7地所0.2100.225 0.230上0.250-60秩.0.270-8上0.250秋ー0.270 所14.50皆14.00.正14.6014.70 19.8019.00 w l5-80

.〝17.7t】- 1T.8018.50 9.80.一. 10.80ん.6 1

6.20 20.50 不h子18.SOL不h子16.ODー】I 12.007.27 正ミ11.50東 一一11.60li7i亨?70 I∃ R.00 .･8.13
0.230-0.235 最上0.260 正ミ東 il.50 .上17.OQー 8.

50I9.5 0.230 0.250 ll.70-ll.80 17.(氾 〝 16.70 i 8.50

9.21 0.233-0.235 上 0.190 束 12.50 上17.00 〝 16.50 ミ8.50!～8.70

ll.28 0.213-0.215 のへも0.24 固12.60-12.70束1270 上18.00 〝 17.00 ∃ 9.50】安
永 8.5.14 0.213一一0.215 0.250-0.260 ･一一12.80節 ll.00位. 17.50 〝 14.50 I

1 7.50】8.16 0.245 &L10.290■̀-0.295静束12i…970 18

.800上18.80 〝 17.00 壬8.30l～8一5010.28 嘉3..芸o霊 o所0.275-7皆かけ13.00 〝 17.50 Jl 8.70 .I1I..27 0.225 上 0.275秋 0.290 東上か

け13.1国 13.00 〝 】7.50 9ー00安永 9.I.16 60.223<地所0.250 1 0.285秋0.290

固 13.00束 13.10 上18.80. 17.50 8.70天明 1. 1. 6 古 0.240地所0.235 上0.230枚0.240 固 13.30束 13.50 上17.CO 16.80 9.3

0問5. 4 0.220 0.235秋 0.255 新11.的位所17.00位新〝14

.70〟 16.50 7.006_12 l J>0.190 0.205秋0.215 12.00 1
7.CO 7.5.)一一8.CO7..2 0.200～0.207 上0.210秋0.230

束12.50 17.00 8.0010.21 0.190一一0.193 0.190 上かけ束13.(沿 上 16.50〝16.509.α)
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抽物干絹1楠ニ付.干 鰯秋引x 〆 粕 荏 .拍 ′ト 豆 報 知 人 名

備 ∴ 甥.冬引ロ後引△ 重量 .
正 lO貫 #1桶ニ付 .io貫目ニ

付 目ニ付 10匁土付1た520.60-色 52?6012=420.50△t.16.070 .△tT.60､から1.40十 1.50 ,.:21.40:-21.30I∫ 12.50)2-50. 小麦0.135 角野 .I:近江屋 し 刀石懸り.10.50位一上巳730.00上 3.∝li△霊 Pio､-l1i今三…?5d_.li22.00!22.09 12.00.;12.

09 克江尾i角野 二.角野加賀屋京助J1430.56 ?i 己､-31.00-32.00;ilん上22.OO㌃上19.50鰯23-50, 15.qO16.5012.00■-13.00:14.So二14.5

0I15.一粒 たわ0瓦 35..-0.0.FD上 3.50上 3.70上3:32?302.70--2.80'3.00土塁 ?,o上3:3㌔..:I;△三…?70二△豊 60,...△i.;?70､I△霊 ?90.I;△ 2.qO ､ 'I､豆0.】00.I0.175.､7轟上o.200越後0.210 ｣､麦 0.125正10貫目ニ付種粕 1

3.50たわ0ー120'J@0.)75大衷o.320-}30上3:42?50･△i:;?50 12.00 上0.200位′ト亘0.1850.130-0.14

00.170--0.180 近江屋甚三郎 たわ粕9.(沿位〝 9.50上霊 _020上12.50;!.△i:㌘907唇 7pO 12.5012_50こ 近江昆甚三郎加賀屋

近江屋甚三郎 小麦0.180

-0.190静 越後5盃入買填.能代〝種柏 9.50中8.00.,:(.:上豊 O.上 3.6

0上3:23?30 ■1.70X～Ⅰ.80 】3.00 近江屋甚三郎 "10.OOF∫.70×～1.80iAi.i?80I巨i:fP80､ 〟23.50的 21.501 13.0013.0913.00. 〝10.(X)〝10.00金62匁立･種柏1



年 月 日 上 米 越 後大 豆 走 り 鱗 白 子 政 子
在 日銀 銀 重畳

重畳 重畳 重量10匁ニ付 10匁二村 10貫目司寸 10貫B=付

10貫目ニ付 .10貫目ユ付天明 3. 6.】7 0.135-0.137 0.225秋0.233 18.(袷 24

.50'■-24.80 な し 12.50 :7.23 0.133 上0.210 束19.50 上 26.50 不J;.子23.50 13.30

一､一0.135 秋 0.220 ～24.50 -13.509.20 古豊 f

,3 新豊 285 束23.50 上 28.00 〝 26.(氾 '14｢0012. 5 0.115 上

0.165秋 0.170 21.00 30.(氾30.00位 〝 27.00 14.OOて天明 4.1.初

舌 0.110地所0.120 上0.160 固22.00東22.20 〝 27.00 15.50

5.15 新3:tだ03 0.140-0.145 東23.00 〝 25.50--.26.00 Id.

oo､一 7..2 越後0.100 三田0.140 27.50 : 36.50～37.00 3,1.00 18.Lq 盲7.22 0.137--0.138 0.2CO～0.204 束～28iSPo. 39-Oq 〝 3

4.00･一一35.00 20.00ll.23 上々0.145 折0.145秋0.155 28.00 :38.∝l 〝 33.0

0 19.00天明 6.6.13 0.177-0.178 上0.130秋0.140位 束1

9.(氾 上～28豊.." 24.00 13.00 I17.008.15 0.125-0.127 上0
.135秋0.140 #25.00 32.00 " 31.(刀天明 8. 1.初 古_3..1.31537 所上0.13.-'秋0.13

7-8 随一22.80 37.50 〝 28.50軍政 2. 1. 5 0.170-3地所0.170 折上0.150秋 O.】60 閉

26.00ー 38.00 〝 35.00 19.30- 19.40 :顎政 3. 7.21 古1.0% .S 上0.235秋0.265 19.00 上27.50 u 25.00-26.00 】3.00～13.50 i罷政 4.ll.2硬政 5. 9.18親政 6. I.ll 古豊 …45..0.175地所0.185 上0.200秋0.213-石上0.250秋0.270 束26.00回125.802】.5

0間20.00 34.0029.00 〝 34.00〝 28.50 )8.00 I14.50ll.20 舌0

.200 上0.180秋0.190 図20.80. 32.00 "45.00-47.00か子31.00 l6.的悶11.18 古0.200 上0.180秋0.190 固20.80東21.00 32.00 〝31.OO容 16.00親政 7. 1.ll8.15

亀政 8. 1. 4 舌 0.2∝)地所0.205舌 0.150地所0.155 上0.183秋0.187上0.160秋0.165 固21.00 .東21.50固21.50 32.00

30.00位
31.00

不h子
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油物干鰐1桶ニ付 干 鰯秋引 × 〆 柏 荏 柏 小 豆 報 知 人

名 備 考冬引口後引△ 重畳

正10貫 銀1桶ニ付 10貫目ニ付

日ニ付 10匁ニ付 .上2.80上3:42?50上L.52?6013:25?6.1.902.70～ 2.80 △i:.4?60△土㍗60△i.fP60△i:17㌔o 約 21.50.u22.60いiつし19_何)餌 25.50鰯 23.50鰯 23.50的 25.00位的 24.50鰯 23.00鰯 24.00〟.18.00､19.00鰯20.00 13.(氾13.0014.0013.00 0.140～.1500.220-.2300.1600.220-0.240 近江昆加賀屋 ′近江屋茸江尾加智尾宗助加賀尾近江昆甚三郎 種鞄 lo.00鏡 6貫800文2.50～ 2.602.30･､-2.402.40- 2.50 △1.15?60△上音?.o△1.T60 12.50ll.00一､一12.00R.30-8.50 0.?000.200一一0.2100.2000.220-､一0.230 秤

柏8.00一一9.(氾種拍台_00挿柏8.532.00 △ 一.604 壬.050し 鰯22.00〝19.00〝17.00~-1R.00〝1

9.50 12.00 0.2200.2600.2602.20､2.301.70一ヽ-1.802.40～-2.50なi 82.90 10.00-9.007.(X)ll.00～)2.00ll.5012.00 近江屋近
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年 月 日 上 米 越 後 大 豆 走 り 餅 白 子.政 子
tB- E]銀 銀 - 重畳

重音 重量 重量10匁J=付 10匁ニ 付 10貫目ニ付 10貫目ニ

付 10貫目ニ付 10貫目ユ付寛政 10. 1_4 %0.157" 010.)47-8地新0.172,-5秋 0.155 闘

20_80 27.00 な し 14.00ll.15 古 0.170-q折0.190位 _tO.213<秋 0.220 糾 2l.60 2fLq) 不J5..子28.

6032.0020.00llf:富ま50 14.60貰政 11. 1.4 古 0.180地所0.187

上 0.210秋 0.215 聞 22.00 29.00 15.a)寛政 12_ Ll4 古 0.170 上0.180-一5固 24.50 33.

00 】6.50地所0.177 古0.193-石 束 25.00 ～34.00孝和 1. I.4 古 0.ー50地

所0.160 上 0.165秋 0.175 開 23.20束 23.40 上31.00 17.00亭和 2. 1.4

古0.173一一5地所O.lfN) 上 0.230秋 o/240 正ミ21.50 上26.00 15.70孝和 3. 1.4 古0.170地所0.180 上 0.205秒 0.217 闘 18.00束 1

9.00 124.50 】3.20文化 l..1.5 古

0.205 上 0.240 正ミ19.20 24.50 13.50地所0.225 秋 0.250 一一19.30 -13.70文化 2一 1.5 古6.22

0地所0.210舌 0.225地所0.225 上 0.180秒 0.210位 正号18.20i - l8.3022.70一一22.80 ll

.50ll.26文化 3. 3.I1トー 固 IS-70東 16.70正ミ束 15.70匡l 17_70 21.7025.00 1】.3013.

00文化 4.I.4 正 ミ̀19.30 上2.5.50 】3.70文化 .S.).4 孟%T.dT15芝 7秋0.210 〝 22.5

0 上27.00 16.50文化 6.1.4 古0.140.-8上0.230地所0.153-5秋0.242-7聖壬:..

770=117BB80. J=23aP8 12.00文化 7.1.4 古lO.175地所0.190 上 0.23.5秋

0.247 固 17.70東 18.50 上16.00もと 10.00文化 8.1.4 盲0.190地所0.215

上 0.255秋 0.270 国 18.20束 19.00 上25.00 13_00文化 10.1.4 古0.215新0.237 上 0.263秋 0.270 固 17.20東 18.00 上21.20

12.50文化 11.1.4 舌0.170-2新0.183 上0.22か-7秋0.232-3 固 17.00東 17.

80 21.00 13.00ll.30文化 12.1.5 舌 0.160 0.252
正ミ 24.50地か0.l87 -0.253 束 19.80文化 13.1.5 孟9,0.:;25位 0.2

60 正ミ東 16.30 20.50文政 1.I.5文 政 2.8.- 舌0.200 上 0.215

正ミ13.7017.70





完



第2図 大阪 ･敦賀米価井敦賀緋相場図表
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